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序
じょ

  文
ぶん

 

 2012年
ねん

教
きょう

育
いく

ラジオ「長
ちょう

青
せい

天
てん

地
ち

」での「生
せい

活
かつ

日
に

本
ほん

語
ご

」コースはい

かがでしたか。楽
たの

しんで学
まな

んで頂
いただ

けましたか。2013年
ねん

「長
ちょう

青
せい

天
てん

地
ち

」

は、ラジオの中
なか

で「日
に

本
ほん

旅
りょ

行
こう

」を致
いた

します。 

 皆
みな

さん既
すで

にご存
ぞん

知
じ

のように「陳 映羽先
せん

生
せい

」は新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

にあ

る国
こく

立
りつ

上
しょう

越
えつ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

において学
まな

んだ 私
わたし

の自
じ

慢
まん

の学
がく

生
せい

です。

彼
かの

女
じょ

はとても明
あか

るくチャーミングな性
せい

格
かく

なので「エミ」という愛
あい

称
しょう

で留
りゅう

学
がく

生
せい

仲
まか

間
ま

はもとより、多
おお

くの日
に

本
ほん

学
がく

生
せい

や日
に

本
ほん

人
じん

と友
とも

達
だち

になりま

した。 

 そして、私
わたし

でも驚
おどろ

くほど日
に

本
ほん

の各
かく

地
ち

を旅
りょ

行
こう

しています。来
らい

日
にち

間
ま

も

ないころ、ほとんど日
に

本
ほん

語
ご

が話
はな

せないのに一人
ひ と り

で北
ほっ

海
かい

道
どう

に行
い

ったと

聞
き

いた時
とき

は本
ほん

当
とう

にびっくりしました。 

 そのエミが 2013年
ねん

のラジオ講
こう

座
ざ

では、日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の観
かん

光
こう

地
ち

や街
まち

を

紹
しょう

介
かい

したいと言
い

い出
だ

しました。すべての「学
がく

習
しゅう

」にとって一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

なのは、学
まな

ぶ人達
ひとたち

が“内
ない

容
よう

に興
きょう

味
み

を持
も

ち”その上
うえ

“楽
たの

しんで学
がく

習
しゅう

す

る”ということです。日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ皆
みな

さんにとって、日
に

本
ほん

観
かん

光
こう

は夢
ゆめ

の

一
ひと

つですから、私
わたし

はその発
はっ

想
そう

に大
だい

賛
さん

成
せい

でした。 

 エミの好
こう

奇
き

心
しん

と旅
りょ

行
こう

好
ず

きが、日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

にいる日
に

本
ほん

人
じん

や様
さま

々
ざま

な国
こく

籍
せき

の友
ゆう

人
じん

を動
うご

かしてふるさと自
じ

慢
まん

の文
ぶん

章
しょう

を寄
よ

せてくれました。 

 彼
かれ

らは日
に

本
ほん

語
ご

の専
せん

門
もん

家
か

ではありませんから、時
とき

々
どき

とてもわかりに

くい文
ぶん

章
しょう

があるかもしれません。それらは会
かい

話
わ

文
ぶん

のところで、私
わたし

た

ちが解
わか

りやすく再
さい

構
こう

築
ちく

しておきましたので、今年
こ と し

はラジオの中
なか

で日
に

本
ほん

旅
りょ

行
こう

をエミと一
いっ

緒
しょ

にどうぞ楽
たの

しんでください。そして、いつの日
ひ

か

日
に

本
ほん

で是
ぜひ

非
ひ

お会
あ

いしましょう。 

 皆
みな

さんのこの一
いち

年
ねん

が、意
い

欲
よく

的
てき

に楽
たの

しさ一
いっ

杯
ぱい

であることを祈
いの

ってい

ます。 

                  川室京子  
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中譯 

前 言 

 

   2012 年教育廣播電台「長青天地」的「生活日本語」課程感覺如

何呢？有沒有學得開心呢？2013 年起「長青天地」要在廣播中，前往

「日本旅行」。 

   正如各位所知，「陳映羽老師」就讀於新瀉縣上越市國立上越教育

大學研究所，是令我引以為傲的學生。由於她個性開朗、可愛，所以

在日本留學期間，不只是和留學生們，也和很多日本學生及日本人成

為好朋友，大家都叫她「エミ」。 

   此外，令我吃驚的是，エミ老師她去過日本很多地方旅行。在她

剛到日本沒多久時我曾聽她說，她在幾乎都還不會說日語的情況下，

就一個人前往北海道旅行，這樣的獨立勇敢，真是讓我嚇了一跳。 

   這個「エミ」對我說，想在 2013 年的廣播課程中介紹日本各地的

觀光景點及城市。我覺得所有的學習，最重要的是讓學習者要“對學

習内容感到興趣”並“開心地學習”。目前，各位認真學習日本語，

我想，到日本觀光應該是大家的夢想，所以我對エミ的這個想法深表

贊同。 

   由於「エミ」好奇心強又愛好旅行，所以她發動住在日本各地的

日本友人及各國籍的友人，請他們以「ふるさと自慢」（誇耀自己的故

鄉）為題，賜稿給我們。 

    由於投稿人他們並非日語教育專家，因此有幾篇文章也許比較艱

澀，針對這些文章，我們在「會話文」裡，另外編寫成比較容易理解

的「會話」所以，請各位在今後兩年的廣播中和「エミ」一起開心地

到「日本旅行」。並且，期待有一天，我們一定要在日本相會哦！ 

   最後，敬祝大家在這新的一年，心想事成、萬事如意！ 

                                        川室京子 
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2012 年 10 月 3 日 

續  言 

川室京子老師的「序言」在前，我寫「續言」。時光飛逝，猶記去

年此時，我將「エミ老師」(陳映羽)推薦給嘉惠姐，請她來錄製長青天

地的「生活日語」單元時，我很擔心沒有電台錄音經驗的エミ老師能

否勝任這項工作。所幸，有嘉惠姐的愛護與鼓勵，經過一年的耐心調

教，冰雪聰明的エミ老師終於克服各種狀況，能繼續留在長青天地這

樣的優質節目裡為廣大的聽友們服務，這是一件很不容易的事情。 

在エミ老師的恩師川室京子老師的指導下，去年(2012)長青天地的

「生活日語」講義，是以一名初到日本生活的台灣女性為主角，設定

她在生活上的各種場面，如「租房子」、「打電話」、「投宿飯店」、「打

119」、「打 110」等等…。 

明年(2013，民國 102 年) エミ老師更上層樓，做了一件連我都自

嘆不如的事。那就是她把所有認識的日本友人都找來為長青天地編寫

講義，以「ふるさと自慢」（誇耀自己的故鄉）為題，請每位日本友人

至少各寫一篇文章。打著教育廣播電台是台灣最知名、影響力最大、

聽友最多的電台名號，請大家免費寫稿來介紹日本，來分享自己的故

鄉。最後，十餘名日本友人眾志成城，編成了各位手上的這本講義，

其中川室京子老師著墨最多。 

這本講義的內容比去年多，比去年精彩。它可以讓聽友們透過日本

友人的現身說法，更認識日本、更挑動想去日本旅遊的情懷。台灣是全

世界對日本最友善的國家，此次エミ老師請恩師及日本友人們免費為台

灣聽友編寫講義，大家都很開心地來做這件事。另外，川室京子老師、

今泉江利子老師、仁平亘老師在百忙之中撥冗為這本講義錄音，濃情厚

誼，銘感於心。 

總覺得台灣與日本之間，始終有一種特殊的情感。我建議大家一

定要把這本書留下來做紀念，因為它不僅有嘉惠姐與電台所有工作人

員的愛心，它更有參與執筆與錄音的日本友人的熱情與溫暖。 

今年 9 月 30 日適逢中秋節，エミ老師邀請川室京子老師來台訪問

一週，並於 10 月 2 日參加了長青天地的聽友聯歡大會，我由於公務繁

忙不克出席，但從網路上的新聞報導與照片，得知當日坐無虛席，賓

主盡歡，嘉惠姐的努力與魅力實在不同凡響。 

最後，容我做個小廣告，我個人在奇摩設有部落格，名為「海明

部落格」，所有長青天地的講義，透過我的部落格都可以搜尋到，歡迎

大家瀏灠。另，我在國立空中大學有「日文一」、「日文二」、「生活日

語」、「觀光日語」、「日語語法」等課程，歡迎大家前來空大選課。 

最後，敬祝大家  身體健康、萬事如意。 

                                      柯明良  敬識 
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日
に

本
ほん

47都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

のご 紹
しょう

介
かい

 

 日
に

本
ほん

現
げん

在
ざい

では、都
と

が東
とう

京
きょう

都
と

の 1、道
どう

が北
ほっ

海
かい

道
どう

の 1、府
ふ

が 

京
きょう

都
と

府
ふ

および大
おお

阪
さか

府
ふ

の 2、県
けん

が 43 で、「1都
と

1道
どう

2府
ふ

43県
けん

」 

総
そう

数
すう

は「47都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

」である。 

 北
きた

から南
みなみ

への順
じゅん

で並
なら

べていくと次
つぎ

のようになります。 

 

1 北
ほっ

海
かい

道
どう

  2 青
あお

森
もり

県
けん

  3 岩
いわ

手
て

県
けん

  4 宮
みや

城
ぎ

県
けん

 5 秋
あき

田
た

県
けん

  

6 山
やま

形
がた

県
けん

  7 福
ふく

島
しま

県
けん

   8 茨
いばら

城
き

県
けん

  9 栃
とち

木
ぎ

県
けん

 10 群
ぐん

馬
ま

県
けん

  

11 埼
さい

玉
たま

県
けん

  12 千
ち

葉
ば

県
けん

  13 東
とう

京
きょう

都
と

 14 神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

  

15 新
にい

潟
がた

県
けん

  16 富
と

山
やま

県
けん

  17 石
いし

川
かわ

県
けん

  18 福
ふく

井
い

県
けん

 19 山
やま

梨
なし

県
けん

  

20 長
なが

野
の

県
けん

  21 岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

  22 静
しず

岡
おか

県
けん

  23 愛
あい

知
ち

県
けん

  24 三
み

重
え

県
けん

  

25 滋
し

賀
が

県
けん

  26 京
きょう

都
と

府
ふ

 27 大
おお

阪
さか

府
ふ

  28 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

 29 奈
な

良
ら

県
けん

  

30 和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

 31 鳥
とっ

取
とり

県
けん

  32 島
しま

根
ね

県
けん

  33 岡
おか

山
やま

県
けん

 34 広
ひろ

島
しま

県
けん

  

35 山
やま

口
ぐち

県
けん

  36 徳
とく

島
しま

県
けん

  37 香
か

川
がわ

県
けん

  38 愛
え

媛
ひめ

県
けん

 39 高
こう

知
ち

県
けん

  

40 福
ふく

岡
おか

県
けん

  41 佐
さ

賀
が

県
けん

  42 長
なが

崎
さき

県
けん

  43 熊
くま

本
もと

県
けん

 44 大
おお

分
いた

県
けん

 

45 宮
みや

崎
ざき

県
けん

  46 鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

 47 沖
おき

縄
なわ

県
けん
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       第 1 課 北
ほっ

海
かい

道
どう

 富
ふ

良
ら

野
の

    5001-5010 

                      末
すえ

森
もり

 岳
たけし

 

私
わたし

が北
ほっ

海
かい

道
どう

を好
す

きなポイントは３
みっ

つあります。１
ひと

つ目
め

は 

涼
すず

しい気
き

候
こう

。２
ふた

つ目
め

は解
かい

放
ほう

感
かん

。３
みっ

つ目
め

はヨーロッパに似
に

て 

いる風
ふう

景
けい

です。 

 一
ひと

口
くち

に北
ほっ

海
かい

道
どう

と言
い

っても、何
なに

しろ広
こう

大
だい

な大
だい

地
ち

ですので、 

絞
しぼ

るのはとても 難
むずか

しいのですが、先
さき

に挙
あ

げた３
みっ

つのポイン

トにピッタリとあてはまる場
ば

所
しょ

があります。 

 「 旭
あさひ

川
かわ

」という町
まち

から南
なん

下
か

すると「富良野
ふ ら の

」という地
ち

域
いき

が

あります。私
わたし

が大
だい

好
す

きな土
と

地
ち

です。 

 「ふらの」という名
な

前
まえ

は日
に

本
ほん

人
じん

がつけた呼
よ

び方
かた

ではあり

ません。古
ふる

くから北
ほっ

海
かい

道
どう

に住
す

んでいた「アイヌ民
みん

族
ぞく

」が名
な

付
づ

けた呼
よ

び名
な

で、富
ふ

良
ら

野
の

の 東
ひがし

側
がわ

に連
つら

なる十
と

勝
かち

連
れん

峰
ぽう

の噴
ふん

火
か

のよ

うすに由
ゆ

来
らい

すると言
い

われています。 

 北
ほっ

海
かい

道
どう

は亜
あ

寒
かん

帯
たい

に属
ぞく

しています。夏
なつ

はとても短
みじか

いです。 

真
ま

夏
なつ

の７月
がつ

終
お

わり頃
ころ

でも２５℃くらいまでしか気
き

温
おん

が上
あ

が

りません。 

 T シャツで高
たか

台
だい

にあるラベンダー 畑
ばたけ

に立
た

っていると、花
はな

の香
かお

りとともに爽
さわ

やかで気
き

持
も

ちの良
よ

い風
かぜ

が通
とお

り抜
ぬ

けていき

ます。 



 10 

その高
たか

台
だい

から見
み

渡
わた

せば、広
こう

大
だい

で雄
ゆう

大
だい

な景
け

色
しき

が広
ひろ

がっていま

す。上
うえ

を見上
み あ

げれば視
し

界
かい

には澄
す

んだ「空
そら

」しかありません。

大
おお

声
ごえ

で叫
さけ

んでみても、富
ふ

良
ら

野
の

の自
し

然
ぜん

に吸
す

い込
こ

まれてしまい

ます。東
とう

京
きょう

や台北
たいぺい

の町
まち

では味
あじ

わえない解
かい

放
ほう

感
かん

が感
かん

じられま

す。 

 台
たい

湾
わん

の皆
みな

さんは、ヨーロッパ、特
とく

にドイツやフランスの 

田
でん

園
えん

地
ち

帯
たい

に行
い

ったことはあるでしょうか。丘
おか

の上
うえ

に丘
おか

が 

連
つら

なり、ポプラや白
しら

樺
かば

の並
なみ

木
き

が続
つづ

き、その真
ま

ん中
なか

を果
は

てし

なくまっすぐな道
みち

が伸
の

びている。まさにそんな光景
こうけい

が

富良野
ふ ら の

にはあるのです。「ここはヨーロッパなのでは？」

と錯
さっ

覚
かく

すら感
かん

じてしまいます。 

 爽
さわ

やかな風
かぜ

と美
うつく

しい景
け

色
しき

、これを日
に

本
ほん

に求
もと

めるなら北
ほっ

海
かい

道
どう

、富良野
ふ ら の

が最
さい

高
こう

であると私
わたし

は感
かん

じています。 

 ぜひ一
いち

度
ど

訪
たず

ねてみてください。 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

末
すえ

森
もり

 岳
たけし

 

出
しゅっ

身
しん

：東
とう

京
きょう

 

職
しょく

業
ぎょう

：福
ふく

祉
し
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中譯 

第 1 課 北海道 富良野 

                      末森 岳 

  我喜歡北海道的要點有三：一是涼爽的氣候，二是解放感，三是

與歐洲相似的風景。 

   雖想用三言兩語來介紹北海道，但不管怎說，它畢竟是一片廣大

的土地，因此要聚焦於某處是很困難的，不過倒有一個地方，它符合

了我剛才所舉的 3 大重點。 

   有個地方叫「旭川」，從這個城市南下，便是名為「富良野」的

區域，這裡是我最喜歡的地方。 

   「富良野」(ふらの)這個名字並非日本人所取。它是自古就住在北

海道的「愛奴人」所取的名字，據說這地名的由來與自富良野東側綿

延的十勝連峰噴出的蒸氣有關。 

   北海道位屬亞寒帶，夏季十分短暫，即使是最熱的 7 月底，氣溫

頂多只到２５℃左右。 

   如果你穿著 T 恤，站在高地的薰衣草田上，就可享受到伴隨著花

香吹拂而過的舒爽涼風。從那高地一眼望去，一片廣大雄偉景色向四

方擴展，仰望上方，視野所及，唯有清澈「穹蒼」。縱然放聲大喊，

也會被富良野的大自然吸入淹沒，讓人感受到在東京和台北所無法感

受到的解放感。 

   各位台灣的朋友，你有沒有去過歐洲？特別是有沒有去過德國或

法國的田園地帶呢？山丘層峰相連，白楊樹和白樺樹林綿延不斷，林

蔭間，一條筆直而無盡頭的道路向前延伸。如此美景，就在富良野。

它甚至會讓人產生「我莫非身在歐洲?」的錯覺。 

   如果你想在日本尋找舒爽涼風的和美麗風景，我想富良野是你最

佳選擇，請務必來探訪一次。 
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語彙と表現 

ポイント 

 

重點，要點 

 

 

涼
すず

しい 涼爽的 

解
かい

放
ほう

感
かん

 解放感 ヨーロッパ 歐洲 

何
なに

しろ 總之;不管怎樣;反正 絞
しぼ

る 縮小(範圍) 

挙
あ

げる 提示;舉出 ピッタリ 剛剛好;吻合的 

あてはまる 符合; 合乎; 合適 南
なん

下
か

する 南下 

地
ち

域
いき

 地區 土
と

地
ち

 土地 

呼
よ

び方
かた

 稱呼的方法 名
な

付
づ

ける 命名;取名 

呼
よ

び名
な

 稱呼的名字 東
ひがし

側
がわ

 東邊 

連
つら

なる 連接 噴
ふん

気
き

 火山噴出的蒸氣 

由
ゆ

来
らい

する 由來 亜
あ

寒
かん

帯
たい

 亞寒帯 

属
ぞく

す 屬於 短
みじか

い 短的 

ラベンダー 薰衣草 畑
はたけ

 田 

香
かお

り 香味，香氣 ともに 一起共同;包括，全部 

爽
さわ

やか 舒爽的 通
とお

り抜
ぬ

ける 通過 

見
み

渡
わた

す 遠望;眺望 雄
ゆう

大
だい

 雄偉的 

広
ひろ

がる 擴展，擴散 見上
み あ

げる 仰望，抬頭看 

視
し

界
かい

 視野 澄
す

む 清澈，透澈;純淨 

大
おお

声
ごえ

 大聲 叫
さけ

ぶ 呼叫，喊叫 

吸
す

い込
こ

む 吸入 味
あじ

わう 品嚐;欣賞;感受 

ポプラ 白楊樹 白
しら

樺
かば

 白樺樹 

真
ま

ん中
なか

 正中間 果
は

てしない 沒有盡頭 

伸
の

びる 延伸，延長 まさに 的確，正是，正如 

光景
こうけい

 光景，景像，景色 錯
さっ

覚
かく

 錯覺 

求
もと

める 追求，尋求 最
さい

高
こう

 最好的，最棒的 
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課文重點解說 

1．１
ひと

つ目
め

は涼
すず

しい気
き

候
こう

。 

2．何
なに

しろ広
こう

大
だい

な大
だい

地
ち

ですので、絞
しぼ

るのはとても 難
むずか

しいのです。 

3．「旭
あさひ

川
かわ

」という町
まち

から南
なん

下
か

すると「富良野
ふ ら の

」という地
ち

域
いき

が   

   あります。 

4．真
ま

夏
なつ

の７月
がつ

終
お

わり頃
ころ

でも２５℃くらいまでしか気
き

温
おん

が  

   上
あ

がりません。 

5．ラベンダー畑
ばたけ

に立
た

っていると花
はな

の香
かお

りとともに爽
さわ

やかで 

   気
き

持
も

ちの良
よ

い風
かぜ

が通
とお

り抜
ぬ

けていきます。 

6．気
き

持
も

ちの良
よ

い風
かぜ

が通
とお

り抜
ぬ

けていきます。 

7．高
たか

台
だい

から見
み

渡
わた

せば広
こう

大
だい

で、雄
ゆう

大
だい

な景
け

色
しき

が広
ひろ

がっています。 

8．大
おお

声
ごえ

で叫
さけ

んでみても、富
ふ

良
ら

野
の

の自
し

然
ぜん

に吸
す

い込
こ

まれてしまい   

  ます。 

9．まさにそんな光景
こうけい

が富良野
ふ ら の

にはあるのです。 

10．「ここはヨーロッパなのでは？」と錯
さっ

覚
かく

すら感
かん

じて 

  しまいます。 

11．爽
さわ

やかな風
かぜ

と 美
うつく

しい 景
けしき

色、これを日
に

本
ほん

に求
もと

めるなら 

    北
ほっ

海
かい

道
どう

、富良野
ふ ら の

が最
さい

高
こう

である。 

12．北
ほっ

海
かい

道
どう

、富良野
ふ ら の

が最
さい

高
こう

であると 私
わたし

は感
かん

じています。 
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         第 2 課 北
ほっ

海
かい

道
どう

       5011-5015 

会話 1                                 末
すえ

森
もり

 岳
たけし

 

 

李
り

 ：ちょっとお尋
たず

ねしますが、富良野
ふ ら の

の見
み

どころは何
なん

で

しょうか。 

末
すえ

森
もり

：富良野
ふ ら の

は１年
ねん

を通
とお

して、美
うつく

しい景
け

色
しき

を楽
たの

しめますが、

私
わたし

は７月
がつ

をおすすめします。 

李
り

 ：なぜでしょう。 

末
すえ

森
もり

：ラベンダーの花
はな

が 美
うつく

しく咲
さ

くからです。まるで 紫
むらさき

色
いろ

のカーペットのようです。また、大
だい

自
し

然
ぜん

の中
なか

での散
さん

策
さく

やラフティングなども楽
たの

しめます。 

李
り

 ：８月
がつ

はだめなのですか？ 

末
すえ

森
もり

：８月
がつ

になると急
きゅう

に涼
すず

しくなってきます。富良
ふ ら

野
の

だけ

ではなく、北
ほっ

海
かい

道
どう

の夏
なつ

のレジャーを楽
たの

しむなら、７月
がつ

をおすすめします。 

李
り

 ：そうですか。はい、わかりました。ありがとうござ 

   いました。 
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中譯 

第 2 課 北海道 

                        末森 岳 

李 ：我想請教一下，富良野最值得欣賞的地方是什麼呢？ 

末森：富良野一整年都有美麗的風景可以欣賞，但是我建議你 7 月份

去。 

李 ：為什麼呢？ 

末森：因為屆時薰衣草會開得很美麗，就好像是紫色的地毯一樣。還

有啊，你也可以在大自然中悠閒的散步和享受泛舟的樂趣。 

李 ：8 月份就不行了嗎？ 

末森：一到 8 月就會突然變涼。不只是富良野，若想享受北海道夏日

休閒的話，我建議 7 月份去玩。 

李 ：是哦！我知道了。謝謝你。 
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語彙と表現 

 

見
み

どころ 值得一看的地方 通
とお

す 從頭到尾，整個 

すすめる 推薦，建議 なぜ 為什麼 

まるで 簡直像～，好像～ 紫
むらさき

色
いろ

 紫色 

カーペット 地毯 散
さん

策
さく

 散心;閒逛，散步 

ラフティング 泛舟 だめ 不行，不可以 

急
きゅう

に 突然地 涼
すず

しい 涼爽的 

レジャー 休閒 楽
たの

しむ 享樂;盡興 

 

 

 

 

 

課文重點解說 

1．ちょっとお尋
たず

ねします。 

2．富良野
ふ ら の

は１年
ねん

を通
とお

して、美
うつく

しい景
け

色
しき

を楽
たの

しめます。 

3．ラベンダーの花
はな

が 美
うつく

しく咲
さ

くからです。 

4．まるで 紫
むらさき

色
いろ

のカーペットのようです。 

5．８月
がつ

になると急
きゅう

に涼
すず

しくなってきます。 
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        第 3 課 北
ほっ

海
かい

道
どう

       5016-5025 

会話 2 

佐
さ

藤
とう

：曾
そ

さん、さっき、テレビで何
なに

を見
み

ていたの？ 

曾
そ

：北
ほっ

海
かい

道
どう

を紹
しょう

介
かい

する特
とく

集
しゅう

番
ばん

組
ぐみ

です。 

佐
さ

藤
とう

：そう。北
ほっ

海
かい

道
どう

のどこを 紹
しょう

介
かい

していたの？ 

曾
そ

：函館
はこだて

です。 

佐
さ

藤
とう

：ああ、函
はこ

館
だて

ですか。先
せん

月
げつ

行
い

ったばかりですよ。 

曾
そ

：そうですか。楽
たの

しかったですか。 

佐
さ

藤
とう

：函
はこ

館
だて

は素
す

晴
ば

らしいところですよ。曾
そ

さんも、ぜひ行
い

っ

てみてください。 

曾
そ

：行
い

ってみたいですね。で、函
はこ

館
だて

へ行
い

って、これだけは

絶
ぜっ

対
たい

体
たい

験
けん

しないといけない名
めい

物
ぶつ

のベスト 3
スリー

ってなん

だと思
おも

いますか。教
おし

えてください。  

佐
さ

藤
とう

：人
ひと

によって、それぞれ違
ちが

うと思
おも

いますが。私
わたし

にとっ

ては函
はこ

館
だて

山
やま

の夜
や

景
けい

、イカ、それに路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

ですね。 

   路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

はレトロで、たった二
に

両
りょう

のかわいい電
でん

車
しゃ

で

す。函
はこ

館
だて

観
かん

光
こう

には欠
か

かせない便
べん

利
り

な足
あし

ですよ。 
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曾
そ

：そういえば、さっきの特
とく

集
しゅう

で、函
はこ

館
だて

山
やま

の夜
や

景
けい

は香
ほん

港
こん

、

ナポリとともに「世
せ

界
かい

三
さん

大
だい

夜
や

景
けい

」とよばれるそうです

ね。 

佐
さ

藤
とう

：ええ。函
はこ

館
だて

に行
い

ったとき、毎
まい

回
かい

行
い

きたいと思
おも

う場
ば

所
しょ

は

やはり函
はこ

館
だて

山
やま

ですね。あそこでしか見
み

られない不
ふ

思
し

議
ぎ

な綺
き

麗
れい

な夜
や

景
けい

を楽
たの

しむことができますから。 

曾
そ

：じゃ、見
み

るのは夜
や

景
けい

、食
た

べのはイカ、乗
の

るのは路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

だということですね。なんだか、のんびりで   

ゴージャスな旅
たび

になりそうですね。 
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中譯 

第 3 課 北海道 

佐藤：曾小姐，妳剛才是在看電視的什麼(節目)呢? 

曾：我在看介紹北海道的特別節目。 

佐藤：這樣子啊。在介紹北海道的哪個地方呢? 

曾：介紹函館。 

佐藤：啊，函館啊。我上個月才剛去過哦。 

曾：是喔，好玩嗎？ 

佐藤：函館是一個超優的地方哦。曾小姐，妳也一定要去看看。 

曾：我真想去。對了，請妳告訴我，妳覺得去函館時，非得要體驗

不可的前 3 名有名的事物是什麼呢? 

佐藤：我覺得因人而異。但是，對我而言，我覺得是函館山的夜景、

墨魚、還有路面電車。路面電車走復古風，只有 2 節車箱，非

常可愛，那是去函館觀光旅遊時不可或缺的超便利交通工具

哦！ 

曾：妳這麼一說，剛才的特別節目也有提到，函館山的夜景和香港、

那不勒斯的夜景一起被稱之為「世界三大夜景」。 

佐藤：是啊，每到函館時，我想去的地方，就是函館山。因為在那裡

可以欣賞到唯有那裡才欣賞得到的不可思議的美麗夜景。 

曾：那也就是說，三大特色是觀賞夜景、品嚐墨魚、搭乘路面電車

嘍！我覺得這樣的旅程好悠閒、好奢華呀！ 
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語彙と表現 

 
 

特
とく

集
しゅう

 特輯;專集 素
す

晴
ば

らしい 美好的，美妙的 

体
たい

験
けん

する 體驗 名
めい

物
ぶつ

 名產 

ベスト 最好的 それぞれ 各自，各別 

レトロ 懷古，懷舊 欠
か

かせない 不可或缺 

訪
おとず

れる 拜訪，訪問 やはり 仍然，還是 

不
ふ

思
し

議
ぎ

 不可思議 楽
たの

しむ 欣賞 

のんびり 悠閒地，閒適地 ゴージャス 

 

奢侈的;豐盛的 

 

豐富 

 
 

課文重點解說 

 

1. 北
ほっ

海
かい

道
どう

を 紹
しょう

介
かい

する特
とく

集
しゅう

番組
ばんぐみ

です。 

2. 北
ほっ

海
かい

道
どう

のどこを紹
しょう

介
かい

していたの？ 

3. 先
せん

月
げつ

行
い

ったばかりですよ。 

4. 曾
そ

さんも、ぜひ行
い

ってみてください。 

5. これだけは絶
ぜっ

対
たい

体
たい

験
けん

しないといけない。 

6. 名
めい

物
ぶつ

のベスト 3 ってなんだと思
おも

いますか。 

7. 私
わたし

にとっては函
はこ

館
だて

山
やま

の夜
や

景
けい

、イカ、それに路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

ですね。 

8.「世
せ

界
かい

三
さん

大
だい

夜
や

景
けい

」とよばれるれるそうですね。 

9.あそこでしかみられない不
ふ

思
し

議
ぎ

な綺
き

麗
れい

な夜
や

景
けい

を楽
たの

しむ 

  ことができますから。 

10.のんびりでゴージャスな旅
たび

になりそうね。 
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         第 4 課 青森県
あおもりけん

      5026-5035 

                畑中
はたなか

 晃
あき

代
よ

 

 本
ほん

州
しゅう

の最
さい

北
ほく

端
たん

に位
い

置
ち

するのが「青
あお

森
もり

県
けん

」です。 

太
たい

平
へい

洋
よう

・日
に

本
ほん

海
かい

・津
つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

に囲
かこ

まれ、漁
ぎょ

業
ぎょう

の盛
さか

んな土
と

地
ち

柄
がら

であると共
とも

に、りんご・ニンニクなどの生
せい

産
さん

が日
に

本
ほん

一
いち

の農
のう

業
ぎょう

県
けん

でもあります。 

 青
あお

森
もり

には世
よ

に誇
ほこ

るべき重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

が沢
たく

山
さん

あります。 

例
たと

えば 12000年
ねん

前
まえ

、日
に

本
ほん

で言
い

う「縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

」の遺
い

跡
せき

である

『三
さん

内
だい

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

』もその一
ひと

つです。広
こう

大
だい

な敷
しき

地
ち

にはお墓
はか

・貝
かい

塚
づか

、約
やく

780軒
けん

にも及
およ

ぶ住
じゅう

居
きょ

跡
あと

などがあり、当
とう

時
じ

の文
ぶん

化
か

を知
し

る

重
じゅう

要
よう

な手
て

掛
がか

りとなっています。 

現
げん

在
ざい

この場
ば

所
しょ

に『縄
じょう

文
もん

時
じ

遊
ゆう

館
かん

』という施
し

設
せつ

が建
けん

設
せつ

され、太
たい

古
こ

さながらの住
じゅう

居
きょ

郡
ぐん

が再
さい

現
げん

され、見
けん

学
がく

者
しゃ

が憩
いこ

い楽
たの

しめる空
くう

間
かん

が広
ひろ

がっています。歴
れき

史
し

や文
ぶん

化
か

に興
きょう

味
み

のある人
ひと

は是
ぜ

非
ひ

訪
おとず

れてほしい場
ば

所
しょ

です。 

次
つぎ

にご紹
しょう

介
かい

するのが『弘
ひろ

前
さき

城
じょう

』です。今
いま

から約
やく

400年
ねん

前
まえ

に

立
た

てられた城
しろ

です。築
ちく

城
じょう

以
い

来
らい

、多
おお

くの変
へん

遷
せん

があったものの、

今
いま

なお 3重
じゅう

の濠
ほり

などが現
げん

存
ぞん

する文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

です。最
さい

近
きん

では弘
ひろ

前
さき

城
じょう

を 中
ちゅう

心
しん

に、桜
さくら

祭
まつ

り・紅
こう

葉
よう

まつり・雪
ゆき

燈
どう

篭
ろう

まつりなど、

四
し

季
き

折
おり

々
おり

の風
ふう

景
けい

が楽
たの

しめる観
かん

光
こう

スポットになっています。              
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最
さい

後
ご

に青
あお

森
もり

を語
かた

るには絶
ぜっ

対
たい

に欠
か

かせない伝
でん

統
とう

的
てき

なお祭
まつ

り、

「ねぶた祭
まつ

り」のご 紹
しょう

介
かい

です。ねぶた祭
まつ

りは日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

す

るお祭
まつ

りで、そのスタイルは 昔
むかし

、戦
せん

場
じょう

において敵
てき

を油
ゆ

断
だん

さ

せる為
ため

に囃
はや

し立
た

てた事
こと

を由
ゆ

来
らい

とするものです。 

近
きん

年
ねん

では日
に

本
ほん

や 中
ちゅう

国
ごく

の伝
でん

説
せつ

や歴
れき

史
し

上
じょう

の人
じん

物
ぶつ

などを題
だい

材
ざい

にして巨
きょ

大
だい

な灯
とう

篭
ろう

を作
つく

り、大
おお

勢
ぜい

で山
だ

車
し

を引
ひ

き、笛
ふえ

やお囃
はや

子
し

と

共
とも

に、町
まち

を練
ね

り歩
ある

くお祭
まつ

りです。参
さん

加
か

する人
ひと

々
びと

を「ハネト」

（跳
はね

人
と

）と呼
よ

び、浴
ゆ

衣
かた

に足袋
た び

、花
はな

笠
がさ

等
など

決
き

まった物
もの

を身
み

に纏
まと

う

と誰
だれ

でも気
き

軽
がる

に参
さん

加
か

できるユニークなお祭
まつ

りでもあります。                                                      

実
じつ

はこのねぶた祭
まつ

り、青
あお

森
もり

県
けん

内
ない

でも大
おお

きく分
わ

けて３種
しゅ

類
るい

もあり、弘
ひろ

前
さき

のねぶた祭
まつ

り、五
ご

所
しょ

川
がわ

原
ら

の「立
たち

佞
ね

武
ぶ

多
た

」など燈
とう

篭
ろう

の 形
かたち

や大
おお

きさ、掛
か

け声
ごえ

もそれぞれ全
まった

く違
ちが

ったお祭
まつ

りにな

っています。各
かく

お祭
まつ

りから文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを楽
たの

しめるのも青
あお

森
もり

の醍
だい

醐
ご

味
み

かもしれません。 

以
い

上
じょう

、自
し

然
ぜん

・歴
れき

史
し

・文
ぶん

化
か

など魅
み

力
りょく

たっぷりの青
あお

森
もり

県
けん

の  

ご 紹
しょう

介
かい

でした。 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

畑中
はたなか

 晃代
あきよ

 

出
しゅっ

身
しん

：北
ほっ

海
かい

道
どう

登
のぼり

別
べつ

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

：主
しゅ

婦
ふ
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中譯 

第 4 課 青森県 

                        畑中 晃代 

   位於日本本州最北邊的是青森縣。青森縣被太平洋、日本海、津

輕海峽圍繞，是漁業興盛之地，同時也是蘋果、大蒜等生産量居日本

首位的農業大縣。 

   「青森縣」有很多值得對世人誇耀的重要文物。例如有 12000 年

歷史，在日本稱之為繩文時代遺跡的「三内丸山遺跡」就是其中之一。

在該遺跡的廣大腹地，發現了墳墓、貝塚以及大約 780 間居家遺跡等，

成為了解當時文化的重要線索。 

  現在這個地方設有「繩文時遊館」，將遠古時代的住居群聚再次呈

現，並開闢了觀光客可以休憩娛樂的空間。對歷史及文化有興趣的人，

請務必要來此探訪。 

  接下來，我要介紹的是弘前城。它是距今約 400 年前所建造的，

築城以來，雖有多次變遷，但仍保存了「3 層濠渠」文化遺産。最近

以弘前城為中心，舉辦櫻花祭、紅葉祭、雪燈籠祭等等，成為可以享

受各種四季風景的觀光景點。 

 最後，我要介紹提到青森就絕對要介紹的傳統祭典――「ねぶた

祭り」(睡魔祭)。「ねぶた祭り」是日本的代表性祭典，它的型式原是

古代戰場為使敵軍輕忽，而嬉笑玩鬧的一種遊戲。 

  近年來，將日本或中國的傳說和歷史人物等當題材，做成巨大的

燈籠，大家一起拉著花車，跟隨著笛子等樂器伴奏，在街上遊行的祭

典。參加的人叫做「跳人」，是只要身上穿帶浴衣，足袋(日式的布襪

子)、花帽等固定的衣物，任何人都可以隨興參與的獨特祭典。 

 事實上，「ねぶた祭り」在青森縣内還可分為三大種類。弘前的「ね

ぶた祭り」(燈籠祭)、五所川原的「立佞武多」(立魔祭)等等，三者之

間燈籠形狀、大小、吆喝聲都各自完全不同。 

  可以借由各個不同的祭典來體會文化差異，可說是「青森縣」的

醍醐味也說不定。 

  以上就是我對自然、歷史、文化等，魅力十足的「青森縣」的介

紹。 
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語彙と表現 

 

囲
かこ

む 圍繞，環繞 盛
さか

ん 旺盛，盛行 

土
と

地
ち

柄
がら

 土地特質 ニンニク 蒜;蒜頭 

誇
ほこ

る 誇耀 重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

 重要文物 

遺
い

跡
せき

 遺蹟 敷
しき

地
ち

 腹地 

手
て

掛
がか

り 線索 施
し

設
せつ

 設施 

見
けん

学
がく

 參觀 憩
いこ

い 休閒，休憩 

変
へん

遷
せん

 變遷 現
げん

存
そん

する 現存 

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

 文化遺産 四
し

季
き

折
おり

々
おり

 各個季節 

スポット 景點 語
かた

る 訴說，傾訴 

代
だい

表
ひょう

する 代表 スタイル 形狀;造型 

油
ゆ

断
だん

する 大意 囃
はや

し立
た

てる 大聲吆喝 

巨
きょ

大
だい

 巨大的，大型的 灯
とう

篭
ろう

 燈籠 

担
かつ

ぐ 扛;抬;背 山
だ

車
し

 花車 

引
ひ

く 拉，拖 練
ね

り歩
ある

く 遊行 

足袋
た び

 日式的布襪子 花
はな

笠
がさ

 花帽 

纏
まと

う 穿;披 ユニーク 獨特的，獨自的 

分
わ

ける 分開 種
しゅ

類
るい

 種類 

掛
か

け声
ごえ

 呼叫聲;吆喝聲 それぞれ 各自，各別 

全
まった

く 完全 違
ちが

う 不同 

醍
だい

醐
ご

味
み

 醍醐味;妙味 たっぷり 滿足的;充分地  
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課文重點解說 

 

1．青
あお

森
もり

には世
よ

に誇
ほこ

るべき重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

が沢
たく

山
さん

あります。 

2．当
とう

時
じ

の文
ぶん

化
か

を知
し

る重
じゅう

要
よう

な手
て

掛
がか

りとなっています。 

3．太
たい

古
こ

さながらの住
じゅう

居
きょ

郡
ぐん

が再
さい

現
げん

され、見
けん

学
がく

者
しゃ

が憩
いこ

い楽
たの

しめる 

  空
くう

間
かん

が広
ひろ

がっています。 

4．歴
れき

史
し

や文
ぶん

化
か

に 興
きょう

味
み

のある人
ひと

は是
ぜ

非
ひ

訪
おとず

れてほしい場
ば

所
しょ

です。 

5．今
いま

から約
やく

400年
ねん

前
まえ

に立
た

てられた城
しろ

です。 

6．築
ちく

城
じょう

以
い

来
らい

、多
おお

くの変
へん

遷
せん

があったものの、今
いま

なお 3重
じゅう

の濠
ほり

   

 などが現
げん

存
そん

する文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

です。 

7．最
さい

後
ご

に青
あお

森
もり

を語
かた

るには絶
ぜっ

対
たい

に欠
か

かせない伝
でん

統
とう

的
てき

なお祭
まつ

り、「ね

ぶた祭
まつ

り」のご紹
しょう

介
かい

です。 

8．昔
むかし

、戦
せん

場
じょう

において敵
てき

を油
ゆ

断
だん

させる。 

9．敵
てき

を油
ゆ

断
だん

させる為
ため

に囃
はや

し立
た

てた。 

10．各
かく

お祭
まつ

りから文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを楽
たの

しめるのも青
あお

森
もり

の醍
だい

醐
ご

味
み

    

  かもしれません。 
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          第 5 課 青森県
あおもりけん

      5036-5045 

会話 1 

呂
ろ

：畑
はた

中
なか

さん、青
あお

森
もり

といえば何
なに

が有
ゆう

名
めい

ですか。 

畑
はた

中
なか

：ええと、ねぶた祭
まつ

り・りんご・不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

温
おん

泉
せん

ですね。 

  どうして、急
きゅう

に青
あお

森
もり

のことを聞
き

くんですか。 

呂
ろ

：この秋
あき

に家
か

族
ぞく

が遊
あそ

びに来
く

る予
よ

定
てい

で、一
いっ

緒
しょ

に青
あお

森
もり

へ行
い

く

つもりなんです。畑
はた

中
なか

さんは行
い

ったことがあります

か。 

畑
はた

中
なか

：青
あお

森
もり

県
けん

は学
がく

生
せい

時
じ

代
だい

に行
い

きました。ねぶた祭
まつ

りを見
み

たり奥
お

入
いら

瀬
せ

川
がわ

を散
さん

歩
ぽ

したり、弘
ひろ

前
さき

城
じょう

を見
けん

物
ぶつ

したりしました。 

それに不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

温
おん

泉
せん

にも行
い

きました。  

呂
ろ

：へえ、不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

温
おん

泉
せん

、不
ふ

思
し

議
ぎ

な名
な

前
まえ

ですね。青
あお

森
もり

県
けん

の

どの辺
へん

にありますか。 

畑
はた

中
なか

：青
あお

森
もり

の一
いち

番
ばん

西
にし

にある黄
こ

金
がね

崎
さき

という 所
ところ

にあって、日
に

本
ほん

海
かい

に

面
めん

した露
ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

の温
おん

泉
せん

です。 

呂
ろ

： 車
くるま

じゃなくても行
い

けます 

畑
はた

中
なか

：ロマンチックな五
ご

能
のう

線
せん

で行
い

くことができますよ。 
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   日
に

本
ほん

海
かい

の 春
しゅん

夏
か

秋
しゅう

冬
とう

の 美
うつく

しさが満
まん

喫
きつ

できるローカ

ル線
せん

として有
ゆう

名
めい

な路
ろ

線
せん

なんですよ。 

呂
ろ

：不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

温
おん

泉
せん

に入
はい

れば、いつまでも若
わか

く美
うつく

しく 

いられるかしら。 

畑
はた

中
なか

：ハハハ。いられるかもね。あそこは日
に

本
ほん

海
かい

の中
なか

にい

るような露
ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

なんですよ。水
すい

平
へい

線
せん

を眺
なが

めて潮
しお

騒
さい

に耳
みみ

をかたむければ、心
こころ

に染
し

み入
い

る感
かん

動
どう

と寛
くつろ

ぎの一
ひと

時
とき

を過
す

ごすことができますからね。 

呂
ろ

：うん、特
とく

別
べつ

な思
おも

い出
で

に残
のこ

るような素
す

晴
ば

らしい旅
たび

にな 

  りそうですね。 
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中譯 

第 5 課 青森縣 

呂：畑中先生，說到青森有什麼有名的呢? 

畑中：嗯～「睡魔祭」、「蘋果」、「不老不死温泉」吧!妳為什麼突然間 

  問起青森的事呢? 

呂：今年秋天，我的家人預定要來玩，我們打算一起去青森。畑中

先生，你有去過青森嗎? 

畑中：我在學生時代去過青森縣，看過睡魔祭，去過奥入瀬川散歩，也

參觀過弘前城，也去過不老不死温泉。  

呂：咦？不老不死温泉，真是個不可思議的名字耶。它在青森縣的

哪個地方呢? 

畑中：它在青森的最西邊、一個叫「黄金崎」的地方，是一個面向日本海

的露天温泉。 

呂：不開車也能去嗎? 

畑中：搭乘浪漫的「五能線」火車就可以去喔 !那是一條以「可以充

分欣賞日本海的春夏秋冬四季美景」而聞名的鐵路線哦。 

  呂：去泡「不老不死温泉」的話，是否可以永遠保持年輕與美貌呢? 

畑中：哈哈哈，說不定可以哦！那是一個像泡在日本海裡的露天温泉

哦！從那裡可以遠眺海平線，傾聽海濤聲，享受一段澈入心扉

的悸動並好好享受一段放鬆心靈的時光。 

呂：嗯，這好像是一個可以創造特別回憶的旅程耶! 
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語彙と表現 

 

課文重點解說 

 

1．青
あお

森
もり

といえば何
なに

が有
ゆう

名
めい

ですか。  

2．一
いっ

緒
しょ

に青
あお

森
もり

へ行
い

くつもりなのです。 

3．畑
はた

中
なか

さんは行
い

ったことがありますか。 

4．ねぶた祭
まつ

りを見
み

たり、奥
お

入
いら

瀬
せ

川
がわ

を散
さん

歩
ぽ

したり、弘
ひろ

前
さき

城
じょう

を 

見
けん

物
ぶつ

したりしました。 

5．車
くるま

じゃなくても、行
い

けますか。 

6．ロマンチックな五
ご

能
のう

線
せん

で行
い

くことができますよ。 

7．不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

温
おん

泉
せん

に入
はい

れば、いつまでも若
わか

く美
うつく

しくいられる 

   かしら。 

どの辺
へん

 那一帶 面
めん

する 面向，朝向 

露
ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

 露天溫泉 ロマンチック 浪漫的 

春
しゅん

夏
か

秋
しゅう

冬
とう

 春夏秋冬 満
まん

喫
きつ

する 充分地品嚐 

いつまでも 永遠 若
わか

い 年輕的 

美
うつく

しい 美麗的 眺
なが

める 眺望 

潮
しお

騒
さい

 潮水聲 かたむける 傾注;向一方集中 

染
し

み入
い

る 浸入 寛
くつろ

ぐ 放鬆;鬆弛 

思
おも

い出
で

 回憶 残
のこ

る 留下;遺留 
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          第 6 課 青森県
あおもりけん

       5046-5055 

会話 2 

 高
こう

：この秋
あき

に十
と

和
わ

田
だ

湖
こ

・奥
お

入
いら

瀬
せ

・八
はっ

甲
こう

田
だ

山
さん

へ旅
りょ

行
こう

しよう  

   と 考
かんが

えています。田
た

中
なか

さんは青
あお

森
もり

に詳
くわ

しいと伺
うかが

った 

   んですが、何
なに

かアドバイスしていただけませんか。 

田
た

中
なか

：そうですか。八
はっ

甲
こう

田
だ

に行
い

ったら城
じょう

ケ倉
くら

大
おお

橋
はし

へぜひ    

   行
い

ってくださいね。そこからは八
はっ

甲
こう

田
だ

山
さん

と岩
いわ

木
き

山
さん

は  

   もちろん、青
あお

森
もり

市
し

街
がい

まで見
み

渡
わた

せるんですよ。120 メー 

   トルの高
たか

さから望
のぞ

む渓
けい

谷
こく

の紅葉
も み じ

は絶
ぜっ

対
たい

に見
み

る価
か

値
ち

が    

   ありますよ。 

高
こう

：あのう、ちょっと節
せつ

約
やく

して東
とう

京
きょう

からバスで行
い

きたいと 

  思
おも

っていますが。 

田
た

中
なか

：それだったら、夜
や

行
こう

バスでいったらどうですか。

青森駅
あおもりえき

に着
つ

くのは翌日
よくじつ

の朝
あさ

ですが。 

高
こう

：着
つ

くのは朝
あさ

ですか。朝
あさ

だったら、ちょうど駅
えき

前
まえ

の 

魚
うお

市
いち

場
ば

で「のっけ丼
どん

」を食
た

べることができる 

でしょうね。 

 



 31 

田
た

中
なか

：そうですね。その後
あと

、路
ろ

線
せん

バス「みずうみ号
ごう

」に乗
の

っ

て、八
はっ

甲
こう

田
だ

ロープウェイのバス停
てい

で降
お

りて、ロープ

ウェイで八
はっ

甲
こう

田
だ

に行
い

ったらどうですか。 

高
こう

：それは面白
おもしろ

そうですね。そうします。 

田
た

中
なか

：そして、時
じ

間
かん

と体
たい

力
りょく

があれば、帰
かえ

りは歩
ある

いたらど

うでしょうか。湿
しつ

原
げん

を歩
ある

いたり、途
と

中
ちゅう

の酸
す

ヶ湯
ゆ

温
おん

泉
せん

に入
はい

ってもいいかもしれませんね。あそこは明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の大
たい

衆
しゅう

浴
よく

場
じょう

みたいな温
おん

泉
せん

なんですよ。 

高
こう

：明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の雰
ふん

囲
い

気
き

のある温
おん

泉
せん

ですか。それは最
さい

高
こう

で

すね。いろいろとアドバイスありがとうございま

す！ぜひそのルートで行
い

ってみます。               

田
た

中
なか

：お役
やく

に立
た

てたらうれしいですね。 

   よい旅
たび

になりますように！ 
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中譯 

第 6 課 青森縣 

  高：我打算今年秋天去十和田湖、奥入瀬、八甲田山等地方旅行。 

   聽說你對青森很熟，可以給我一些建議嗎? 

田中：這樣子啊 ! 那你如果去了八甲田，請一定要去「城之倉大      

橋」哦！從那裡可以眺望八甲田山和岩木山，當然連青森市景 

      也可以看得到哦！從標高 120 公尺的地方遠望溪谷的紅葉，那

絕對是最值得欣賞的美景哦！ 

高：嗯，我想節省一點，打算從東京搭巴士去耶。 

田中：那樣的話，你就搭夜行巴士去如何？隔天早晨，就可以抵達青

森車站。 

高：早晨抵達啊！早上的話，正好我可以在車站前的魚市場吃「の

っけ丼」（隨意海鮮蓋飯）吧！  

田中：是啊！然後你可以搭湖号巴士到八甲田纜車站下車，再搭纜車

上八甲田山，你覺得如何呢？ 

高：那好像很有趣耶，就這麼辦！ 

田中：如果你還有時間和體力的話，回程就用走的如何呢? 在濕地散

散步，也順路去酸之湯温泉泡一下，說不定很不錯哦!那裡是一

個像明治時代的大眾浴場般的温泉喲。 

  高：散發明治時代氛圍的温泉啊？那真是太棒了!謝謝你給我這麼好

的建議，我一定照這個行程去走走看。              

田中：如果對你有幫助，那就太好了，祝你有個美好的旅程! 
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語彙と表現 

 

詳
くわ

しい 詳細的，清楚的 伺
うかが

う (在此表)聽(謙讓語) 

アドバイス 建議 もちろん 當然;不用說 

見
み

渡
わた

す 遠望，眺望 高
たか

さ 高度 

望
のぞ

む 看;眺望 渓
けい

谷
こく

 溪谷 

紅葉
もみじ

 紅葉，變色葉子 絶
ぜっ

対
たい

に  絕對的 

価
か

値
ち

 價值 節
せつ

約
やく

する 節約 

夜
や

行
こう

バス 夜行巴士 着
つ

く 到達 

翌日
よくじつ

 隔日，隔天 ロープウェイ 纜車 

体
たい

力
りょく

 體力 湿
しつ

原
げん

 濕地 

途
と

中
ちゅう

 路上，半途 雰
ふん

囲
い

気
き

 氣氛，氛圍 

最
さい

高
こう

 最好的;最高級 お役
やく

に立
た

つ 有效用;有幫助 
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課文重點解說 

 

1．この秋
あき

に十
と

和
わ

田
だ

湖
こ

・奥
お

入
いら

瀬
せ

・八
はっ

甲
こう

田
だ

山
さん

へ旅
りょ

行
こう

しようと 

考
かんが

えていますが。                

2．何
なに

かアドバイスしていただけませんか。 

3．八
はっ

甲
こう

田
だ

に行
い

ったら城
じょう

ケ倉
くら

大
おお

橋
はし

へぜひ行
い

ってくださいね。 

4．東
とう

京
きょう

からバスで行
い

きたいと思
おも

っていますが。 

5．夜行
や こ う

バスでいったらどうですか。 

6．それは面白
おもしろ

そうですね。 

7．時
じ

間
かん

と体
たい

力
りょく

があれば、帰
かえ

りは歩
ある

いたらどうでしょうか。 

8．途
と

中
ちゅう

の酸
す

ヶ湯
ゆ

温
おん

泉
せん

に入
はい

ってもいいかもしれませんね。 

9．あそこは明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の大
たい

衆
しゅう

浴
よく

場
じょう

みたいな温
おん

泉
せん

なんですよ。 

10．お役
やく

に立
た

てたらうれしいですね。 

11．よい旅
たび

になりますように。 
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      第 7 課 宮
みや

城
ぎ

県
けん

 仙
せん

台
だい

市
し

    5056-5065 

                   古
ふる

館
だて

 ひとみ 

100万
まん

人
にん

の市
し

民
みん

を抱
かか

える仙
せん

台
だい

市
し

は、経
けい

済
ざい

や産
さん

業
ぎょう

など全
すべ

てに

おいて東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の中
ちゅう

心
しん

的
てき

大
だい

都
と

市
し

です。 

新
しん

幹
かん

線
せん

で東
とう

京
きょう

からわずか 1時
じ

間
かん

40分
ぷん

と言
い

う近
ちか

さにもかか

わらず、美
うつく

しい自
し

然
ぜん

や温
おん

泉
せん

、そして新
しん

鮮
せん

な山
さん

海
かい

の幸
さち

に恵
めぐ

ま

れたところです。 

特
とく

に〈松
まつ

島
しま

〉は、日
に

本
ほん

三
さん

景
けい

の一
ひと

つと言
い

われる美
うつく

しい島々
しまじま

が

浮
う

かぶ観
かん

光
こう

地
ち

であり、一
いち

年
ねん

中
じゅう

観
かん

光
こう

客
きゃく

でにぎわっています。 

仙
せん

台
だい

は 1600年
ねん

に「独
どく

眼
がん

竜
りゅう

正
まさ

宗
むね

」の異
い

名
みょう

で知
し

られる「伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

」を開
かい

祖
そ

とした城
しろ

を 中
ちゅう

心
しん

にして開
ひら

けた城
じょう

下
か

町
まち

です。正
まさ

宗
むね

公
こう

の完
かん

全
ぜん

な遺
い

骨
こつ

と副
ふく

葬
そう

品
ひん

の数
かず

々
かず

を展
てん

示
じ

している豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な「瑞
ずい

鳳
ほう

殿
でん

」は、戦
せん

災
さい

で消
しょう

失
しつ

してしまいましたが、現
げん

在
ざい

は再
さい

建
けん

されています。その 周
しゅう

辺
へん

は、昔
むかし

の姿
すがた

をそのまま残
のこ

す石
いし

段
だん

や杉
すぎ

の木
こ

立
だち

と共
とも

に市
し

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な史
し

跡
せき

になっています。 

仙
せん

台
だい

は歴
れき

史
し

的
てき

に有
ゆう

名
めい

であるばかりでなく、現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

人
じん

の

憧
あこが

れの存
そん

在
ざい

なのです。仙
せん

台
だい

駅
えき

のデッキに繋
つな

がる商
しょう

店
てん

街
がい

は六
むっ

つもあり、歩
ほ

行
こう

者
しゃ

天
てん

国
ごく

の町
まち

々
まち

には全
ぜん

国
こく

からショッピングを

楽
たの

しむ人
ひと

々
びと

が 訪
おとず

れます。 
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「森
もり

の都
みやこ

」という愛
あい

称
しょう

をもつ仙
せん

台
だい

は都
と

会
かい

でありながら文
も

字
じ

通
どお

り 緑
みどり

豊
ゆた

かな街
まち

であり、中
ちゅう

心
しん

街
がい

である欅
けやき

並
なみ

木
き

の青
あお

葉
ば

通
どお

りや定
じょう

禅
ぜん

寺
じ

通
どお

りは、四
し

季
き

折
おり

々
おり

の町
まち

並
な

みを楽
たの

しむことができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

古
ふる

館
だて

 ひとみ 

出
しゅっ

身
しん

：仙
せん

台
だい

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
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中譯 

第 7 課 宮城県 仙台市 

                   古館 ひとみ 

 擁有 100 萬市民的仙台市，在經濟及產業等所有層面，都是東北

地方的中心大都市。 

  儘管從東京搭新幹線只需短短 1 小時 40 分鐘的近距離，卻是一個

擁有美麗的大自然及溫泉、新鮮山產、海產的地方。 

  尤其是〈松島〉，被稱為日本三景之一。它是一個美麗的「多島海」

觀光區，整年因許很多觀光客的到訪而熱鬧非凡。 

  仙台是西元 1600 年，尤以別名「獨眼龍正宗」而知名的「伊達政

宗」為開山祖，以舊城為中心所開拓的城下町。豪華絢麗的「瑞鳳殿」

內展示了正宗公完整的遺骸和數件陪葬品，「瑞鳳殿」雖毀於戰火，但

目前正進行重建中。「瑞鳳殿」的週邊景色與保存原貌的石階和杉木樹

林共同成為代表仙台市的重要史蹟。 

  仙台不僅在歴史上享有盛名，也是現代日本人嚮往之所在。連接

仙台車站廣場的商店街多達 6 條，吸引全國各地的人前來設有「徒步

者天堂」的各商店街血拚。 

  有「森林之都」美稱的仙台，雖是大都會，但城如其名，是個綠

意盎然的城市。走在市中心欅木連蔭的「青葉大街」和「定禪寺大街」

上，可以欣賞到四季不同風情的街景。 
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語彙と表現 
 

抱
かか

える 抱;擁抱 全
すべ

て 全部 

わずか 僅僅 近
ちか

い 接近的，近的 

山
さん

海
かい

の幸
さち

 山珍海味 恵
めぐ

まれる 受惠;幸運，幸福 

異
い

名
みょう

 別名 知
し

る 知道 

副
ふく

葬
そう

品
ひん

 陪葬品 数
かず

々
かず

 一個一個;數量很多 

豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

 豪華絢爛 残
のこ

す 留下 

石
いし

段
だん

 石階 憧
あこが

れ 憧憬，嚮往 

デッキ 甲板;廣場 繋
つな

がる 連接 

歩
ほ

行
こう

者
しゃ

天
てん

国
ごく

 行人專用步道 ショッピング 逛街 

愛
あい

称
しょう

 愛稱;暱稱 町
まち

並
な

み 市容，街景 
 
 
 
 

課文重點解說 

 

1．新
しん

幹
かん

線
せん

で東
とう

京
きょう

からわずか 1時
じ

間
かん

40分
ぷん

と言
い

う近
ちか

さにもかか 

   わらず、美
うつく

しい自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれたところです。 

2．その周
しゅう

辺
へん

は、昔
むかし

の姿
すがた

をそのまま残
のこ

す。 

3．仙
せん

台
だい

は歴
れき

史
し

的
てき

に有
ゆう

名
めい

であるばかりでなく、現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

人
じん

の 

   憧
あこが

れの存
そん

在
ざい

なのです。 

4．仙
せん

台
だい

は都
と

会
かい

でありながら文
も

字
じ

通
どお

り緑
みどり

豊
ゆた

かな街
まち

である。 

5．四
し

季
き

折
おり

々
おり

の町
まち

並
な

みを楽
たの

しむことができます。 
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          第 8 課 宮
みや

城
ぎ

県
けん

      5066-5070 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

会話 1 

黄
こう

 ：仙
せん

台
だい

にはたしか、有
ゆう

名
めい

な祭
まつ

りがありますよね。 

田
た

中
なか

：ええ、色
いろ

々
いろ

あるんですよ。 

   東
とう

北
ほく

三
さん

大
だい

祭
まつり

の一
ひと

つ「仙
せん

台
だい

七
たな

夕
ばた

」は 8月
がつ

です。3000本
ぼん

 

余
あま

りの竹
たけ

竿
ざお

が七
たな

夕
ばた

飾
かざ

りで彩
いろど

られます。それはそれは 

見
み

事
ごと

ですよ。 

黄
こう

 ：「七
たな

夕
ばた

祭
まつ

り」は日
に

本
ほん

中
じゅう

で行
おこな

われるんですか。 

田
た

中
なか

：家
か

庭
てい

的
てき

なものは、子
こ

供
ども

のいる家
うち

ではよく行
おこな

われて 

   います。                                   

黄
こう

 ：ほかに 大
おお

きなイベントとしては何
なに

がありますか。 

田
た

中
なか

：12月
がつ

には定
じょう

禅
ぜん

寺
じ

通
どお

りなどで「SENDAI ヒカリの 

   ページェント」が 行
おこな

われます。数
すう

十
じゅう

万
まん

個
こ

の電
でん

球
きゅう

で 

   飾
かざ

られたイルミネーションが作
つく

り出
だ

す 光
ひかり

のトンネル 

   を歩
ある

くのは、夢
ゆめ

のような体
たい

験
けん

です。 

黄
こう

 ：聞
き

いているだけで 心
こころ

が躍
おど

りますね。 

田
た

中
なか

：「大
おお

崎
さき

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

」の「どんと祭
さい

」もすごいですよ。正
しょう

月
がつ

 

   送
おく

りの祭
まつ

りですが、数
すう

千
せん

人
にん

の男
だん

性
せい

が御
ご

神
じん

火
か

をめざし 

   て 裸
はだか

参
まい

りをするさまは迫
はく

力
りょく

満
まん

点
てん

！冬
ふゆ

の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

です。 
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中譯 

第 8 課 宮城県  

川室 京子 

黄 ：我記得仙台有個很有名的祭典，是吧！ 

田中：有很多喲！東北三大祭典之一「仙台七夕」是在 8 月份，用 3000 

   多支的竹竿將七夕的裝飾品點綴起來。那真是很有看頭哦。 

黄 ：「七夕祭典」在日本全國都舉行嗎? 

田中：家庭式規模的，在有小孩的家裡經常舉行喔！                            

黄 ：仙台大規模的活動有哪些呢? 

田中：每年 12 月，在定禪寺大街等地舉行的有「仙台電光遊行」，由 

      數 10 萬個燈泡組裝而成的燈飾散發多彩光芒，走在電光隧道 

      裡，體驗夢幻般的感覺。 

黄 ：光聽你這麼說，我的心就雀躍不已。 

田中：「大崎八幡宮」的「松焚祭」也很盛大哦!那雖然是一個歡送正 

      月 (送神)的祭典，但數千猛男向神火裸奔而去的景象，真令 

      人震憾萬分！它是仙台冬日風情詩的代表作。 
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語彙と表現 

 

たしか 的確是， 色
いろ

々
いろ

 各式各樣 

竹
たけ

竿
ざお

 竹竿 見
み

事
ごと

 出色的;美妙的 

日
に

本
ほん

中
じゅう

 整個日本; 行
おこな

う 舉行 

家
か

庭
てい

的
てき

 家庭式的 ページェント 遊行的隊伍 

イルミネーション 燈飾 作
つく

り出
だ

す 製作出 

光
ひかり

 光，光線 トンネル 隧道 

躍
おど

る 雀躍;跳躍 すごい 太厲害了;太好了 

めざす 朝向(某目標) 迫
はく

力
りょく

 迫力 

満
まん

点
てん

 滿分 風
ふう

物
ぶつ

詩
し

 季節象徵;風情詩 

 

 

 

 

課文重點解說 

 

1. 仙
せん

台
だい

にはたしか、有
ゆう

名
めい

な祭
まつ

りがありますよね。 

2．3000本
ほん

余
あま

りの竹
たけ

竿
ざお

が七
たな

夕
ばた

飾
かざ

りで 彩
いろど

られます。 

3．「七
たな

夕
ばた

祭
まつ

り」は日
に

本
ほん

中
じゅう

で 行
おこな

われるんですか。 

4．トンネルを歩
ある

くのは、夢
ゆめ

のような体
たい

験
けん

です。 

5．こう聞
き

いているだけで心
こころ

が躍
おど

りますね。 
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          第 9 課 宮
みや

城
ぎ

県
けん

       5071-5075 

                                     古
ふる

館
だて

 ひとみ 

会話 2 

金
かね

子
こ

：仙
せん

台
だい

の殿
との

様
さま

、独
どく

眼
がん

竜
りゅう

「伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

」はおしゃれで有名
ゆうめい

な 

んですよ。 

劉
りゅう

 ：と言
い

いますと。 

金
かね

子
こ

：日
に

本
ほん

語
ご

に「伊
だ

達
て

者
もの

」とか「○
なに

○
なに

伊
だ

達
て

」と言
い

う言
こと

葉
ば

が     

   あるんですが、男
だん

性
せい

の「粋
いき

」とか「カッコいい」人
ひと

に  

   使
つか

うんですよ。幼
おさな

い頃
ころ

、病
びょう

気
き

で片
かた

目
め

を 失
うしな

っている    

   ので、その強
つよ

さとともに「独
どく

眼
がん

竜
りゅう

」と言
い

われていま 

   す。 

劉
りゅう

 ：そんな殿
との

様
さま

に会
あ

ってみたいですね。 

金
かね

子
こ

：仙
せん

台
だい

の有
ゆう

名
めい

なもの……、 まだまだありますよ。 

劉
りゅう

 ：例
たと

えば、どんなものがありますか。 

金
かね

子
こ

：例
たと

えば「牛
ぎゅう

タン」・「蒲
かま

鉾
ぼこ

」、それに城
じょう

下
か

町
まち

ですから 

和
わ

菓
が

子
し

で有
ゆう

名
めい

なものもたくさんあります。あっ、忘
わす

れ

るところでした。食
た

べ物
もの

だけじゃないんです。仙
せん

台
だい

は、

仙
せん

台
だい

箪
たん

笥
す

という工
こう

芸
げい

品
ひん

も有
ゆう

名
めい

ですし、日
に

本
ほん

のフィギ

ュアスケート発
はっ

祥
しょう

の地
ち

は、仙
せん

台
だい

なんですよ！ 
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中譯 

第 9 課 宮城県  

                                     古館 ひとみ 

金子：仙台領主獨眼龍「伊達政宗」，可是出名的帥哦! 

 劉 ：是怎麼一回事? 

金子：日語中有「伊達者」或「某某伊達」這樣的單字，這是使用於 

      「瀟灑」或「帥氣」的男性身上單字哦。伊達政宗由於幼時， 

      生病失去了一隻眼睛，但憑其堅強意志而成功，所以被稱為「獨

眼龍」。 

 劉 ：很想見見那樣的領主吔! 

金子：仙台有名的東西…，還有好多好多。 

 劉 ：我也是這樣想，其他還有什麼呢? 

金子：還有「牛舌」、「魚板」等等。仙台是一個「城下町」，所以有許 

      多有名的「和菓子」。啊!我差點忘了，不只是食物有名，仙台      

的工藝品被稱為「仙台衣櫃」也很有名。還有，日本「花式溜 

      冰」的發祥地也是在仙台喔！ 
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語彙と表現 

 

殿
との

様
さま

 
(對君主;主人的敬稱)殿
下;主人 おしゃれ 時髦的 

伊
だ

達
て

者
もの

 有風度;氣勢的人 言
こと

葉
ば

 單字;語言 

粋
いき

 風度;品格 幼
おさな

い 幼小的 

幼
おさな

い頃
ころ

 小時候 片
かた

目
め

 單眼 

失
うしな

う 失去 強
つよ

い 強壯的，強的 

例
たと

えば 例如，比如 牛
ぎゅう

タン 牛舌 

蒲
かま

鉾
ぼこ

 魚板 箪
たん

笥
す

 衣櫃 

工
こう

芸
げい

品
ひん

 工藝品 フィギュアスケート 花式溜冰 

 

課文重點解說 

 

1．「伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

」はおしゃれで有名
ゆうめい

なんですよ。 

2．男
だん

性
せい

の「粋
いき

」とか「カッコいい」人
ひと

に使
つか

うんですよ。 

3．その強
つよ

さとともに「独
どく

眼
がん

竜
りゅう

」と言
い

われています。 

4．会
あ

ってみたいですね。 

5．「 牛
ぎゅう

タン」・「蒲
かま

鉾
ぼこ

」、それに城
じょう

下
か

町
まち

ですから和
わ

菓
が

子
し

で有
ゆう

名
めい

 

 なものもたくさんあります。 

6．忘
わす

れるところでした。 
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        第 10 課    東
と う

京
きょう

都
と

 浅
あ さ

草
く さ

     5076-5085 

                  川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

1400年
ねん

の歴
れき

史
し

をもつ浅
せん

草
そう

寺
じ

を中
ちゅう

心
しん

とする浅
あさ

草
くさ

は、江
え

戸
ど

 

と現
げん

代
だい

が体
たい

験
けん

できる超
ちょう

庶
しょ

民
みん

的
てき

な観
かん

光
こう

地
ち

です。年
ねん

間
かん

3000万
まん

 

人
にん

もの人
ひと

々
びと

が 訪
おとず

れます。 

東
とう

京
きょう

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

の一
ひと

つである上
うえ

野
の

駅
えき

から、地
ち

下
か

鉄
てつ

やバスで  

15分
ふん

ほどというアクセスのよさも人
にん

気
き

の理
り

由
ゆう

でしょう。日
に

本
ほん

では珍
めずら

しい二
に

階
かい

建
だ

て観
かん

光
こう

バスも走
はし

っています。 

 浅
あさ

草
くさ

には、日
に

本
ほん

人
じん

はもとより外
がい

国
こく

人
じん

も大
だい

好
す

きな和
わ

風
ふう

の品
しな

 

々
じな

が揃
そろ

っています。扇
せん

子
す

・ 簪
かんざし

・着
き

物
もの

・履
はき

物
もの

はもちろん、様
さま

 

々
ざま

な伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

店
てん

を始
はじ

め、天
てん

ぷら・もんじゃ焼
や

き・お好
この

み焼
やき

に 

うなぎ・すき焼
や

きなど庶
しょ

民
みん

に愛
あい

されたあらゆる食
た

べ物
もの

の店
みせ

が 

軒
のき

を並
なら

べ、毎
まい

日
にち

祭
まつ

りのように大
おお

賑
にぎ

わいです。 

変
か

わった所
ところ

では、120年
ねん

近
ちか

く 昔
むかし

に作
つく

られたブランデー「電
でん

気
き

ブラン」の発
はっ

祥
しょう

地
ち

として今
いま

も多
おお

くのファンが通
かよ

う「神
かみ

谷
や

バ

ー」もあります。ただし、それは 40度
ど

という強
つよ

いお酒
さけ

です

から、うっかり飲
の

まないでくださいね。  

 



 46 

浅
あさ

草
くさ

は隅
すみ

田
だ

川
がわ

のそばにあって、春
はる

は 桜
さくら

、夏
なつ

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

 

から続
つづ

く花
はな

火
び

大
だい

会
かい

や屋
や

形
かた

船
ぶね

に乗
の

っての舟
ふな

遊
あそ

びなど、季
き

節
せつ

ご

との風
ふ

情
ぜい

を満
まん

喫
きつ

できる街
まち

なのです。日
に

本
ほん

の国
こく

技
ぎ

である大
おお

相
ず

撲
もう

が開
かい

催
さい

される両
りょう

国
ごく

国
こく

技
ぎ

館
かん

もこのすぐ近
ちか

くです。運
うん

がよけ

ればマゲ姿
すがた

のお相
す

撲
もう

さんに会
あ

えるかもしれません。 

この浅
あさ

草
くさ

の近
ちか

くに 2012年
ねん

5月
がつ

、日
に

本
ほん

の新
しん

名
めい

所
しょ

が生
う

まれまし

た。「東
とう

京
きょう

スカイツリー」です。 

高
たか

さ 634 メートル。世
せ

界
かい

一
いち

の自
じ

立
りつ

電
でん

波
ぱ

塔
とう

です。今
いま

までの 

東
とう

京
きょう

タワーのなんと、倍
ばい

の高
たか

さです。他
ほか

のタワーと違
ちが

って、

ほっそりとした白
しろ

い立
た

ち姿
すがた

が自
じ

慢
まん

です。展
てん

望
ぼう

台
だい

から東
とう

京
きょう

の

大
だい

パノラマを満
まん

喫
きつ

するのも、その下
した

に「ソラマチ」という大
だい

ショッピングセンターも今
いま

世
せ

界
かい

中
じゅう

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

で溢
あふ

れて

います。新
あたら

しい観
かん

光
こう

地
ち

と一
いち

番
ばん

のお勧
すす

めです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

川
かわ

室
むろ

京
きょう

子
こ

 

出
しゅっ

身
しん

：東
とう

京
きょう

都
と

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
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中譯 

第 10 課    東京都 淺草 

                         川室 京子  

    以擁有 1400年歷史的淺草寺為中心的浅草是江戶時代與現代融合

的超級庶民性觀光地，一年有 3000 萬人前來造訪。 

    從東京大門之一的上野車站搭地下鐵或巴士大約 15 分鐘，交通方

便是它受歡迎的原因，街上可以見到在日本很少見的雙層觀光巴士。  

    在淺草，日本人原本就喜歡、外國人也很喜歡的日式物品一應俱

全。賣扇子、髮髻、和服、鞋子類的店和各式各樣的傳統工藝品店不

在話下，天婦羅，文字燒，喜物燒，鰻魚，壽喜燒等，廣受庶民喜愛

餐飲店是櫛比鱗次，每天都像祭典一樣，非常熱鬧。 

    比較特別的是，淺草是大約 120 年前就開始生產的白蘭地「電氣

ブラン」的發祥地，至今還有許多愛好者會去的「神谷吧」。但是，那

可是 40 度的烈酒，請不要一不留神就喝下去哦。 

  淺草位於隅田川畔，春天有櫻花，夏天有從江戸時代延續下來的

煙火大會和可以乘「屋形船」（日式遊舫）遊樂等，是個可以充分品嚐

各個季節不同風情的城市。離舉辦日本的國技----大相撲的「兩國國技

館」也非常近。運氣好的話，你說不定還能遇見「マゲ姿」（相撲者特

有的髮型）的相撲選手。 

    淺草，在平成 24 年 5 月（2012 年 5 月）誕生了一個日本的新名勝，

「東京スカイツリー」（東京晴空塔），塔高 634 公尺，是世界第一高

的自立式電波塔，比現在東京塔，足足高出一倍。和其他的塔不同，

它最驕傲的是它那纖細的白色姿態。從展望台上可以眺望東京廣闊的

全景，並且在東京晴空塔週邊有個名為「ソラマチ」（天空城)的大購

物商圈更是湧進了來自世界各地的觀光客，是值得推薦的新觀光景點。 
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語彙と表現 

 

混
こん

在
ざい

する 混雜 超
ちょう

 超～。 

玄
げん

関
かん

口
ぐち

 大門口，入口 アクセス 交通 

理
り

由
ゆう

 理由 二
に

階
かい

建
だ

て 二層建造的 

もとより 原來，本來 大
だい

好
す

き 最喜歡 

和
わ

風
ふう

 日式的 品
しな

々
じな

 商品，產品 

揃
そろ

う 齊備;一應俱全 扇
せん

子
す

 扇子 

簪
かんざし

 髮髻 着
き

物
もの

 和服 

履
はき

物
もの

 鞋子類的總稱 様
さま

々
ざま

 各式各樣的 

伝
でん

統
とう

 傳統 工
こう

芸
げい

店
てん

 工藝品店 

愛
あい

す 喜愛 あらゆる 所有的 

軒
のき

 屋簷 並
なら

べる 並列;陳列 

変
か

わった 所
ところ

 不同的地方;特別之處  ブランデー 白蘭地 

発
はっ

祥
しょう

地
ち

 發源地 ファン 愛好者;迷 

通
かよ

う 往來;通行 うっかり 不注意，不留神 

屋
や

形
かた

船
ぶね

 日式遊舫 舟
ふな

遊
あそ

び 搭船遊樂 

風
ふ

情
ぜい

 情趣，風情 満
まん

喫
きつ

する 充分品嚐 

開
かい

催
さい

する 開幕 ほっそりとした 纖細的; 細長的 

姿
すがた

 姿態;體形 大
だい

パノラマ 廣闊的鳥瞰圖 
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課文重點解說 

 

1．江
え

戸
ど

と現
げん

代
だい

が混
こん

在
ざい

する超
ちょう

庶
しょ

民
みん

的
てき

な観
かん

光
こう

地
ち

です。 

2．浅
あさ

草
くさ

には、日
に

本
ほん

人
じん

はもとより外
がい

国
こく

人
じん

も大
だい

好
す

きな和
わ

風
ふう

の 

   品
しな

々
じな

が揃
そろ

っています。 

3．祭
まつ

りのように大
おお

賑
にぎ

わいです。 

4．うっかり飲
の

まないでください。  

5．浅
あさ

草
くさ

は季
き

節
せつ

ごとの風
ふ

情
ぜい

を満
まん

喫
きつ

できる街
まち

なのです。 

6． 日
に

本
ほん

の国
こく

技
ぎ

である大
おお

相
ず

撲
もう

が開
かい

催
さい

される両
りょう

国
ごく

国
こく

技
ぎ

館
かん

もこ

のすぐ近
ちか

くです。 

7． 運
うん

がよければマゲ姿
すがた

のお相
す

撲
もう

さんに会
あ

えるかもしれま

せん。 

8．今
いま

までの東
とう

京
きょう

タワーのなんと、倍
ばい

の高
たか

さです。 

9． 他
ほか

のタワーと違
ちが

って、ほっそりとした白
しろ

い立
た

ち姿
すがた

が自
じ

慢
まん

 

   です。 

10．新
あたら

しい観
かん

光
こう

の 形
かたち

としてお勧
すす

めです。 
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       第 11 課 東
と う

京
きょう

都
と

 浅
あ さ

草
く さ

      5086-5095 

                                       川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

  

会話 1  

王
おう

 ：浅
あさ

草
くさ

の街
まち

の特
とく

徴
ちょう

はどんなところですか。 

安部
あ べ

：とにかく、庶
しょ

民
みん

的
てき

なところです。下
した

町
まち

の代
だい

表
ひょう

選
せん

手
しゅ

で 

   すね。住
す

んでいる人
ひと

たちの生
せい

活
かつ

が伝
つた

わってくるよう 

   なところともいえます。何
なに

か一
いち

年
ねん

中
じゅう

お祭
まつ

りをしてい 

   るような町
まち

です。 

王
おう

 ：一
いち

番
ばん

にぎやかな 所
ところ

はどこですか。 

安部
あ べ

：何
なん

と言
い

っても｢ 雷
かみなり

門
もん

｣から始
はじ

まる仲
なか

見
み

世
せ

通
どお

りです。 

   数
かぞ

え切
き

れないおみやげ物
もの

屋
や

が並
なら

んでいます。 

王
おう

 ：｢ 雷
かみなり

門
もん

｣って面
おも

白
しろ

い名
な

前
まえ

ですね。 

安部
あ べ

： すごく大
おお

きくて赤
あか

い 提
ちょう

灯
ちん

が下
さ

がっていて、それも 

      名
めい

物
ぶつ

の一
ひと

つです。経
けい

営
えい

の神
かみ

様
さま

と言
い

われたナショナル 

     の創
そう

立
りつ

者
しゃ

が寄
き

進
しん

したそうです。 

王
おう

 ：へえ、そうなんですか。 

安部
あ べ

：近
ちか

くの｢田
た

原
わら

町
ちょう

｣は｢道
どう

具
ぐ

の町
まち

｣といわれて、特
とく

に 

   キッチン用
よう

品
ひん

は何
なん

でも揃
そろ

っています。 

   見
み

てるだけでも時
じ

間
かん

を忘
わす

れてしまうほどです。 

   食
しょく

堂
どう

でよく見
み

るでしょ？ 
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王
おう

 ：何
なに

を？ 

安部
あ べ

：あの蝋
ろう

で作
つく

った 料
りょう

理
り

サンプル。観
かん

光
こう

客
きゃく

にも 

   大
だい

人
にん

気
き

だそうですよ。 

王
おう

 ：あれ、びっくりするほど本
ほん

物
もの

そっくりですよね。 

安部
あ べ

：そうそう、あれ出
だ

されたら間
ま

違
ちが

いなく手
て

が出
で

ますよね。 

王
おう

 ：そうですね。 
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中譯 

第 11 課 東京都 淺草 

                                               川室 京子  

王 ：淺草市街的特色在哪兒呢？ 

安部：總之，它的特色就是具有庶民性的地方，是老街中最具代表性 

      的哦！它可說是一個可以真實反應百姓生活的城市，也是一個

彷彿整年都在辦祭典的城市。 

王 ：最熱鬧的地方是在哪裡呢？ 

安部：毫無疑問的，是從「雷門」開始到「仲見世街」的這條街，兩

旁有數不清的特產商店。 

王 ：「雷門」，好有趣的名字哦！ 

安部：懸掛著非常大的紅色燈籠，那燈籠也是名勝之一。據說，那是 

      當時被稱為經營之神的「國際牌」的創始者所貢獻的。 

王 ：哦！是這樣的啊! 

安部：附近的「田原鎮」被稱為「工具之鄉」，尤其是廚房用品，一應 

      俱全。光只是隨便看一看，都幾乎要忘了時間的！在餐廳不是   

      也經常看見嗎？ 

王 ：看見什麼？ 

安部：那用蠟做成的料理樣本，聽說也大受觀光客歡迎哦！ 

王 ：這個啊！好驚訝，就跟真的沒兩樣耶。 

安部：對呀！對呀！要是端出那個來的話，可是毫無疑問會伸手去挾哦。 

王 ：就是這樣啊！ 
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語彙と表現 
 

 

課文重點解說 

1．住
す

んでいる人
ひと

たちの生
せい

活
かつ

が伝
つた

わってくる。   

2．｢ 雷
かみなり

門
もん

｣って面
おも

白
しろ

い名
な

前
まえ

ですね。 

3．経
けい

営
えい

の神
かみ

様
さま

といわれたナショナルの創
そう

立
りつ

者
しゃ

が寄
き

進
しん

した 

  そうです。 

4．特
とく

にキッチン用
よう

品
ひん

は何
なん

でも揃
そろ

っています。 

5．見
み

てるだけでも時
じ

間
かん

を忘
わす

れてしまうほどです。 

6．時
じ

間
かん

を忘
わす

れてしまうほどですよ。 

7．あの蝋
ろう

で作
つく

った料
りょう

理
り

サンプルは観
かん

光
こう

客
きゃく

にも大
だい

人
にん

気
き

だ 

   そうですよ。 

8．あれ、びっくりするほど本
ほん

物
もの

そっくりですよね。 

9．あれ出
だ

されたら間
ま

違
ちが

いなく手
て

が出
で

ますよね。 

特
とく

徴
ちょう

 特徵 とにかく 總之;反正 

下
した

町
まち

 工商業區;老街 伝
つた

わる 傳達，流傳 

何
なん

と言
い

っても 不管怎麼說 始
はじ

まる 開始 

数
かぞ

え切
き

れない 數不清的 提
ちょう

灯
ちん

 燈籠 

下
さ

がる 降下，放下 経
けい

営
えい

 經營 

寄
き

進
しん

する 捐贈 キッチン 廚房 

蝋
ろう

 蠟 びっくりする 嚇一跳 

本
ほん

物
もの

 真實的東西 そっくり 極像，一模一樣 

間
ま

違
ちが

いない 不會錯 手
て

が出
で

る 出手 
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       第 12 課 東
と う

京
きょう

都
と

 浅
あ さ

草
く さ

       5096-5105 

                                        川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

   

会話 2 

呉
ご

 ：浅
あさ

草
くさ

って、一
ひと

言
こと

で言
い

ったらどんなところ？。 

藤
ふじ

原
わら

：季
き

節
せつ

感
かん

のあるところですね。 

   夏
なつ

は｢ほうずき市
いち

｣。12月
がつ

には｢酉
とり

の市
いち

｣といって、一
いち

年
ねん

に感
かん

謝
しゃ

して来
らい

年
ねん

の幸
こう

運
うん

を願
ねが

う意
い

味
み

で｢熊
くま

手
で

｣という

縁起物
えんぎもの

を売
う

る市
いち

がでます。 

呉
ご

 ：へえ、面白
おもしろ

そうですね。 

藤
ふじ

原
わら

：そして、｢羽
は

子
ご

板
いた

市
いち

｣は、正
しょう

月
がつ

の女
おんな

の子
こ

の遊
あそ

び「羽
はね

撞
つ

 

き」の板
いた

を売
う

るのですが、芸
げい

術
じゅつ

的
てき

でそれは美
うつく

しい 

ものです。どれも全
ぜん

国
こく

から観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れる有
ゆう

名
めい

な 

市
いち

なんですよ 

呉
ご

 ：華
はな

やかなんでしょうね。 

藤
ふじ

原
わら

：ほうずき市
いち

は夏
なつ

の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

です。 

呉
ご

 ：ほうずきは漢
かん

方
ぽう

でも使
つか

うことがありますよ。 

藤
ふじ

原
わら

：そうですか。浅
あさ

草
くさ

は川
かわ

の町
まち

ですから、屋
や

形
かた

船
ぶね

といっ 

   て、中
なか

で食
た

べたり飲
の

んだりできる船
ふね

を借
か

りて川
かわ

遊
あそ

び 

   もできます。風
ふう

流
りゅう

で人
にん

気
き

がありますよ。 
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呉
ご

 ：楽
たの

しそうですね。でも、高
たか

そう！ 

藤
ふじ

原
わら

：そうですね。でも、大
おお

勢
ぜい

で乗
の

ればそんなにはね。 

浅
あさ

草
くさ

から水
すい

上
じょう

バスにのって都
と

心
しん

の新
しん

橋
ばし

に戻
もど

るという 

のも、手
て

軽
がる

な観
かん

光
こう

ルートで面
おも

白
しろ

いですよ。 

広
ひろ

くてゆったりした川
かわ

から都
と

会
かい

の様
よう

子
す

を見
み

るのは、また 

楽
たの

しいものです。 
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中譯 

第 12 課 東京都 淺草 

                                        川室 京子   

吳 ：如果要用一句來說明淺草的話，它是個什麼樣的地方呢？ 

藤原：是個有季節性的地方。 

   夏天有｢酸漿草市｣，12 月有｢酉市｣的市集活動，販賣一些感謝

今年並祈求明年幸運名為｢熊手｣的幸運物。 

吳 ：哦，是這樣子啊！ 

藤原：而且，在｢羽子板市｣會賣正月時女孩們遊戲用的「打羽球」的 

     板子，做得很有藝術，很美，不管是哪個市集都有觀光客從全

國各地過來參加哦。 

吳 ：很繁華、很熱鬧吧！。 

藤原：｢酸漿草市｣是夏日的風情詩。 

吳 ：酸漿草也被用在中藥哦。 

藤原：淺草是河岸城市，所以有稱為「屋形船」的船舫，遊客可在裡

面用餐，也可租來遊河，風雅十足，很受歡迎哦！ 

吳 ：好像很好玩的樣子耶。但是，好像也很貴。 

藤原：是啊，但是，如果是很多人一起坐的話，也就沒那麼貴了。 

      從淺草搭水上巴士，回到位於都心的新橋，這也是個不貴又有

意思的觀光路線。從寬廣、和緩的河川觀賞都會的樣貌，又是

另一種享受。 
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語彙と表現 

 

一
ひと

言
こと

 一句話 季
き

節
せつ

感
かん

 季節感，季節性 

願
ねが

う 祈求，請求 意
い

味
み

 意思 

縁起物
えんぎもの

 吉祥物 売
う

る 賣 

華
はな

やか 華麗的 漢
かん

方
ぽう

 中藥 

大
おお

勢
ぜい

 很多人 水
すい

上
じょう

バス 水上巴士 

都
と

心
しん

 都會 戻
もど

る 返回;回復 

手
て

軽
がる

 輕易的，簡單的 観
かん

光
こう

ルート 觀光路線 

ゆったりした 悠閒的 様
よう

子
す

 樣子;景像 

 

課文重點解說 

 

1．浅
あさ

草
くさ

って、一
ひと

言
こと

で言
い

ったらどんなところ。 

2．季
き

節
せつ

感
かん

のあるところですね。 

3．｢熊
くま

手
で

｣という縁起物
えんぎもの

を売
う

る市
いち

がでます。 

4．全
ぜん

国
こく

から観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れる有
ゆう

名
めい

な市
いち

なんですよ。 

5．華
はな

やかなんでしょうね。 

6．ほうずきは漢
かん

方
ぽう

でも使
つか

うことがありますよ。 

7．楽
たの

しそうですね。でも、高
たか

そう！ 

8．大
おお

勢
ぜい

で乗
の

ればそんなにはね。 

9．広
ひろ

くてゆったりした川
かわ

から都
と

会
かい

の様
よう

子
す

を見
み

るのは、 

   また楽
たの

しいものです。 
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        第 13 課 東
とう

京
きょう

都
と

 町
まち

田
だ

市
し

    5106-5115 

加
か

藤
とう

 喜
よし

人
と

 

 町
まち

田
だ

市
し

の特
とく

徴
ちょう

をひとことで 表
あらわ

すと、「東
とう

京
きょう

のベッドタウ

ン」ということができます。 

それは地
ち

理
り

的
てき

条
じょう

件
けん

が大
おお

きく関
かん

係
けい

しています。日
に

本
ほん

のオフ

ィス街
がい

として有
ゆう

名
めい

な新
しん

宿
じゅく

、渋
しぶ

谷
や

まで電
でん

車
しゃ

で 30分
ぷん

～40分
ぶん

の距
きょ

離
り

にあり、また 港
みなと

町
まち

として有
ゆう

名
めい

な横
よこ

浜
はま

までも電
でん

車
しゃ

に乗
の

って

30分
ぷん

ほどで到
とう

着
ちゃく

できるからです。 

鉄
てつ

道
どう

の駅
えき

は市
し

内
ない

にたくさんありますが、中
ちゅう

心
しん

は私
し

鉄
てつ

の小
お

田
だ

急
きゅう

線
せん

とＪＲ横
よこ

浜
はま

線
せん

の乗
のり

換
かえ

駅
えき

である町
まち

田
だ

駅
えき

で、そこから多
おお

くの住
じゅう

宅
たく

団
だん

地
ち

に向
む

けてバスが発
はっ

着
ちゃく

しています。つい最
さい

近
きん

、

東
とう

京
きょう

で初
はじ

めてとなる 2両
りょう

連
れん

結
けつ

のバスが走
はし

り始
はじ

めました。 

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

は若
わか

者
もの

のファッションをリードすることで知
し

られ

る「渋
しぶ

谷
や

1
いち

0
まる

9
きゅう

」の支
し

店
てん

をはじめ、様
さま

々
ざま

な店
みせ

が集
あつ

まり周
しゅう

辺
へん

の市
し

町
ちょう

村
そん

からも多
おお

くの買
かい

物
もの

客
きゃく

でにぎわう一
いち

大
だい

商
しょう

業
ぎょう

圏
けん

と

なっています。 

 さて、町
まち

田
だ

市
し

の特
とく

徴
ちょう

を語
かた

る上
うえ

で忘
わす

れてはならないことは

文
ぶん

化
か

都
と

市
し

としての顔
かお

もまた持
も

ち合
あ

わせているということで

す。それは私
し

立
りつ

大
だい

学
がく

6校
こう

が市
し

内
ない

にキャンパスを置
お

いているこ

とにまず現
あら

われています。それだけではなく、版
はん

画
が

中
ちゅう

心
しん

の美
び
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術
じゅつ

館
かん

としては世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

の 収
しゅう

蔵
ぞう

を誇
ほこ

る町
まち

田
だ

市
し

立
りつ

国
こく

際
さい

版
はん

画
が

美
び

術
じゅつ

館
かん

がある都
と

市
し

としても知
し

られているのです。 

 海
かい

外
がい

から多
おお

くの人
ひと

々
びと

が 訪
おとず

れるいわゆる観
かん

光
こう

地
ち

ではありま

せん。そして浅
あさ

草
くさ

の三
さん

社
じゃ

祭
まつり

や、青
あお

森
もり

のねぶた祭
まつり

のような有
ゆう

名
めい

な祭
まつ

りもありません。しかし、人
ひと

が生
せい

活
かつ

する上
うえ

では暮
く

ら

しやすい都
と

市
し

だと言
い

えるでしょう。 

なぜなら、少
しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

現
げん

象
しょう

が 著
いちじる

しく進
しん

行
こう

し、人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

社
しゃ

会
かい

に突
とつ

入
にゅう

した日
に

本
ほん

にあって、いまなお僅
わず

かながら人
じん

口
こう

が

増
ぞう

加
か

し続
つづ

けているからです。これには様
さま

々
ざま

な理
り

由
ゆう

がありま

すが、一
いち

番
ばん

大
おお

きなことは都
と

市
し

化
か

が進
すす

んでいく中
なか

でも自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を残
のこ

す努
ど

力
りょく

を地
じ

道
みち

に続
つづ

けてきたことだと言
い

えるでしょ

う。もし機
き

会
かい

があればぜひお訪
たず

ねください。 

世
せ

界
かい

に知
し

られた観
かん

光
こう

地
ち

以
い

外
がい

にも日
に

本
ほん

を肌
はだ

で感
かん

じることが

できる場
ば

所
しょ

のあることにきっと気
き

づくことでしょう。 

町
まち

田
だ

市
し

もそのような都
と

市
し

なのです。  

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

加
か

藤
とう

 喜
よし

人
と

 

出
しゅっ

身
しん

：東
とう

京
きょう

都
と

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

・放
ほう

送
そう

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん
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中譯 

第 13 課 東京都 町田市 

加藤 喜人 

   如果要用一句話來表現町田市的特徵的話，它可說是「東京的住

宅區」。 

  那與地理條件有很大的關係，因為它距離日本以商業區聞名的新

宿、涉谷等地，搭電車只要大約 30 分鐘到 40 分鐘；還有到有名的港

都横濱搭電車也大約 30 分鐘左右就可以到達。 

  鐵路車站在町田市內總共有 10 站，其中心點是私鐵「小田急線」

與ＪＲ(日本國鐵)「横濱線」的轉運站町田站。從那裡有很多巴士開往

住宅社區。不久之前，東京首輛 2 車廂連結的巴士開始行駛了。 

 町田車站週邊，以帶動年輕人流行而聞名的「涉谷 109」分店為首，

各式商店群集。很多購物的人潮，從週邊的城市、鄉鎮、村莊湧入，

遂形成了一個大型商業圏。 

  此外，在談及町田市的特徵時，不能忘記的是它同時還具有所謂

「文化都市」的一面。首先，它出現了 6 所私立大學在町田市内設置

大學校園的現象。不僅如此，町田市也因專門收藏版畫，以館藏世界

限量珍品為傲的「町田市立國際版畫美術館」而聞名。 

  它並非海外遊客如織的觀光地。也沒有像淺草的「三社祭」或青

森的「睡魔祭」那樣有名的祭典。但是，它應該可以說是個生活機能 

不錯的都市吧。 

 原因何在？這主要是因為日本正急速進入「少子高齡化現象」，人

口減少，町田市是少數人口仍在持續增加的城市。究其原因，雖然不

少，但最大的原因應該是町田市在都市化的過程當中，仍持續致力於

保存自然環境吧!   

  有機會的話，請大家務必來玩。 

  除了眾所皆知的觀光景點以外，在町田市你一定會發現其它可以

親身體驗日本的地方吧！町田市就是這樣的一個城市。 



 61 

語彙と表現 

 

表
あらわ

す 表現，顯現 ベッドタウン 住宅區 

条
じょう

件
けん

 條件 住
じゅう

宅
たく

団
だん

地
ち

 住宅區 

発
はっ

着
ちゃく

する 出發及到達 つい (時間;距離)不遠;剛剛 

周
しゅう

辺
へん

 週邊 若
わか

者
もの

 年輕人 

ファッション 流行 リードする 領導 

にぎわう 熱鬧;興旺 商
しょう

業
ぎょう

圏
けん

 商業區 

語
かた

る 訴說，傾訴 顔
かお

 臉;表情;表象 

キャンパス 大學校園 世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

 世界上少有的 

誇
ほこ

る 誇耀;驕傲 訪
おとず

れる 訪問 

いわゆる 所謂 著
いちじる

しい 顯著的 

突
とつ

入
にゅう

する 衝入;進入 なお 還有;尚且;更加 

僅
わず

か 僅僅 続
つづ

ける 繼續，持續 

進
すす

む 進展，前進 残
のこ

す 留下 

努
ど

力
りょく

 努力 地
じ

道
みち

 道地的 

肌
はだ

で感
かん

じる 親身體驗 気
き

づく 發覺;注意到 
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課文重點解說 

 

1． 私
わたくし

のふるさと東
とう

京
きょう

・町
まち

田
だ

市
し

について、…。 

2．町
まち

田
だ

市
し

の特
とく

徴
ちょう

をひとことで 表
あらわ

すと、「東
とう

京
きょう

のベットタ

ウン」だということができます。 

3．住
じゅう

宅
たく

団
だん

地
ち

に向
む

けてバスが発
はっ

着
ちゃく

しています。 

4．2両
りょう

連
れん

結
けつ

のバスが走
はし

り始
はじ

めました。 

5．「渋
しぶ

谷
や

1
いち

0
まる

9
きゅう

」の支
し

店
てん

をはじめ、様
さま

々
ざま

な店
みせ

が集
あつ

まります。 

6．買
かい

物
もの

客
きゃく

でにぎわう一
いち

大
だい

商
しょう

業
ぎょう

圏
けん

となっています。 

7．忘
わす

れてはならないことは文
ぶん

化
か

都
と

市
し

としての顔
かお

もまた持
も

ち

合
あ

わせているということです。 

8．田
だ

市
し

立
りつ

国
こく

際
さい

版
はん

画
が

美
び

術
じゅつ

館
かん

がある都
と

市
し

としても知
し

られている 

 のです。 

9．浅
あさ

草
くさ

の三
さん

社
じゃ

祭
まつり

や、青
あお

森
もり

のねぶた 祭
まつり

のような有
ゆう

名
めい

な祭
まつ

り 

  もありません。 

10．人
ひと

が生
せい

活
かつ

する上
うえ

では暮
く

らしやすい都
と

市
し

だと言
い

えるでしょう。 

11．なぜなら、いまなお僅
わず

かながら人
じん

口
こう

が増
ぞう

加
か

し続
つづ

けて 

    いるからです。 

12．もし機
き

会
かい

があればぜひお訪
たず

ねください。 

13．世
せ

界
かい

に知
し

られた観
かん

光
こう

地
ち

以
い

外
がい

にも日
に

本
ほん

を肌
はだ

で感
かん

じることが

できる場
ば

所
しょ

のあることにきっと気
き

づくことでしょう。 
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      第 14 課   東
とう

京
きょう

都
と

 町
まち

田
だ

市
し

    5116-5125 

加
か

藤
とう

 喜
よし

人
と

 

会話 

謝
しゃ

 ：町
まち

田
だ

市
し

はどんな都
と

市
し

なんですか。 

加
か

藤
とう

：東
とう

京
きょう

のベッドタウンですよ。 

謝
しゃ

 ：ベッドタウンとはどのような意
い

味
み

ですか？ 

加
か

藤
とう

：昼
ひる

間
ま

は東
とう

京
きょう

都
と

心
しん

に勤
つと

めている会
かい

社
しゃ

員
いん

が夜
よる

、自
じ

宅
たく

で寝
ね

る 

ために帰
かえ

る。そういう人
ひと

たちがたくさん住
す

んでいる 

都
と

市
し

というところからそう呼
よ

ばれているのよ。 

謝
しゃ

 ：加
か

藤
とう

さん、町
まち

田
だ

市
し

は観
かん

光
こう

地
ち

としてはあまり有
ゆう

名
めい

じゃ 

      ないと思
おも

いますが…。 

加
か

藤
とう

：そうですね。でも謝
しゃ

さんがよく知
し

っている新
しん

宿
じゅく

や渋
しぶ

谷
や

 

      から電
でん

車
しゃ

で 3、40分
ぷん

くらいの距
きょ

離
り

なんです。そう、横
よこ

 

   浜
はま

へも同
おな

じくらいの距
きょ

離
り

ですよ。 

謝
しゃ

 ：でも、それは町
まち

田
だ

市
し

に行
い

く理
り

由
ゆう

になりませんよね？ 

加
か

藤
とう

：うーん、でも、町
まち

田
だ

市
し

には世
せ

界
かい

的
てき

に有
ゆう

名
めい

な国
こく

際
さい

版
はん

画
が

美
び

 

   術
じゅつ

館
かん

があるし、渋
しぶ

谷
や

1
いち

0
まる

9
きゅう

の支
し

店
てん

もありますよ。 

謝
しゃ

 ： 美
び

術
じゅつ

やファッションに 興
きょう

味
み

がない人
ひと

にとって魅
み

力
りょく

 

   ある場
ば

所
しょ

は他
ほか

にありますか。 
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加
か

藤
とう

：例
たと

えば、リス園
えん

がありますね。タイワンリスが 400匹
ぴき

 

   も放
はな

し飼
が

いされていて、えさも直
じか

にやれるし、触
ふ

れ合
あ

 

   うことができて楽
たの

しいですよ。 

謝
しゃ

 ：へぇ～、子
こ

供
ども

や若
わか

いカップルが好
す

きそうなところで

すね。 

加
か

藤
とう

：他
ほか

には、薬
やく

師
し

池
いけ

公
こう

園
えん

もいいですね。茶室
ちゃしつ

で抹茶
まっちゃ

が飲
の

め 

      たり、植物
しょくぶつ

の生
い

きた化石
か せ き

と言
い

われる大
おお

賀
が

ハスの花
はな

な 

   どもきれいですよ。 

謝
しゃ

 ：茶室
ちゃしつ

で抹茶
まっちゃ

を飲
の

んだり花
はな

を見
み

たりできるなんて、 

   のんびりしていて優
ゆう

雅
が

ですね。 

加
か

藤
とう

：ハハハ、謝
しゃ

さんに話
はな

していたら町田市
ま ち だ し

にも魅力的
みりょくてき

な場所
ば し ょ

 

   がたくさんあることに今
いま

さらながら気
き

がつきました。 

謝
しゃ

 ：なんだか行
い

ってみたくなりました。 

加
か

藤
とう

：機
き

会
かい

があれば、ぜひ遊
あそ

びに来
き

てくださいね。喜
よろこ

んで   

   案内
あんない

しますよ。 
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中譯 

第 14 課   東京都 町田市 

加藤 喜人 

謝 ：町田市是個什麼樣的城市呢? 

加藤：是東京的「bed town」哦!。 

謝 ：「bed town」是什麼意思啊? 

加藤：因為有很多上班族白天通勤到東京工作，晚上才回到自己家睡 

   覺，這樣的城市，所以我們稱它為「bed town」。 

謝 ：加藤先生，我覺得町田市好像不是個很有名氣的觀光區耶。 

加藤：說得也是，但是，它離你很熟悉的新宿或涉谷搭電車只要 30～ 

   40 分鐘哦。還有，離横濱也是同樣的距離哦。 

謝 ：但是，那好像還不足以成為去町田市的理由耶! 

加藤：你這麼說就不對了。町田市可是擁有世界聞名的「國際版畫美 

      術館」，又有「涉谷 109」分店哦！。 

謝 ：對美術和時尚流行沒有興趣的人而言，町田市有沒有其他有魅 

      力的地方呢？ 

加藤：譬如，「松鼠園」呀！那裡放養了 400 多隻的台灣松鼠，可以 

   直接餵養飼料，也可以直接接觸，很開心喲！ 

謝 ：啊！好像是小孩和年輕的情侶們會喜歡的地方的樣子耶！ 

加藤：其他，像「藥師池公園」也不錯哦。可以在茶室裡喝抹茶，號 

      稱植物活化石的「大賀蓮」也很漂亮哦！ 

謝 ：在茶室喝抹茶，賞花真是好悠閒，好優雅啊! 

加藤：哈哈哈，跟你說完後，我現在才發現町田市還有這麼多具有魅力 

   的地方。 

謝 ：我總覺得有一股想去看看的衝動。 

加藤：有機會的話，請一定要來玩，我很樂意來接待你喲! 
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語彙と表現 

 

勤
つと

める 工作;上班 自
じ

宅
たく

 自己的家 

ために 為了 違
ちが

う 不同 

支
し

店
てん

 分店 ファッション 流行 

興
きょう

味
み

 興趣 魅
み

力
りょく

 魅力 

他
ほか

に 其他的 例
たと

えば 例如，比如 

リス 松鼠 放
はな

し飼
が

い 放養 

えさ 餌;飼料 直
じか

に 直接的 

触
ふ

れ合
あ

う 接觸，接近 カップル 情侶 

化
か

石
せき

 化石 のんびり 悠閒的 

優
ゆう

雅
が

 優雅 今
いま

さら 事到如今 

気
き

がつく 發覺 なんだか 總覺得 

機
き

会
かい

がある 有機會 喜
よろこ

ぶ 高興 
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課文重點解說 

 

1.ベッドタウンとはどのような意
い

味
み

ですか？ 

2.そういう人
ひと

たちがたくさん住
す

んでいる都
と

市
し

というとこ  

 ろからそう呼
よ

ばれているのよ。 

3.町
まち

田
だ

市
し

は観
かん

光
こう

地
ち

としてはあまり有
ゆう

名
めい

じゃないと思
おも

います。 

4.それは町
まち

田
だ

市
し

に行
い

く理
り

由
ゆう

になりませんよね。 

5.町
まち

田
だ

市
し

には世
せ

界
かい

的
てき

に有
ゆう

名
めい

な国
こく

際
さい

版
はん

画
が

美
び

術
じゅつ

館
かん

があるし、 

 渋
しぶ

谷
や

109 の支
し

店
てん

もありますよ。 

6.興
きょう

味
み

がない人
ひと

にとって魅
み

力
りょく

ある場
ば

所
しょ

は他
ほか

にありますか。 

7.タイワンリスが 400匹
ぴき

も放
はな

し飼
が

いされていて、えさも直
じか

に 

 やれるし、触
ふ

れ合
あ

うことができて楽
たの

しいですよ。 

8.子
こ

供
ども

や若
わか

いカップルが好
す

きそうなところですね。 

9. 茶室
ちゃしつ

で抹茶
まっちゃ

を飲
の

んだり花
はな

を見
み

たりできるなんて、のんび 

 りしていて優
ゆう

雅
が

ですね。 

10.たくさんの魅力的
みりょくてき

な場所
ば し ょ

があることに今
いま

さらながら 

  気
き

がつきましたわ。 

11.なんだか行
い

ってみたくなりました。 

12.機
き

会
かい

があれば、ぜひ遊
あそ

びに来
き

てくださいね。 

13.喜
よろこ

んで案内
あんない

しますよ。 



 68 

     第 15 課 東
とう

京
きょう

都
と

 都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

     5126-5135 

黒
くろ

澤
さわ

 之
いずる

 

都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

は


、東
とう

京
きょう

都
と

交
こう

通
つう

局
きょく

が運
うん

営
えい

する路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

です。

東
とう

京
きょう

における路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

の歴
れき

史
し

は、路
ろ

面
めん

軌
き

道
どう

の動
どう

力
りょく

を馬
ば

車
しゃ

か

ら電
でん

気
き

に変
か

えた 1903年
ねん

に 遡
さかのぼ

ります。全
ぜん

盛
せい

期
き

の路
ろ

線
せん

延
えん

長
ちょう

は

210 キロ以
い

上
じょう

ありましたが、その後
ご

路
ろ

線
せん

廃
はい

止
し

が進
すす

み、荒
あら

川
かわ

線
せん

を残
のこ

すのみとなっています。 

荒
あら

川
かわ

線
せん

は


、東
とう

京
きょう

都
と

荒
あら

川
かわ

区
く

の三
み

ノ
の

輪
わ

橋
ばし

停
てい

留
りゅう

所
じょ

から同
どう

新
しん

宿
じゅく

区
く

西
にし

早
わ

稲
せ

田
だ

の早
わ

稲
せ

田
だ

停
てい

留
りゅう

所
じょ

を結
むす

び、路
ろ

線
せん

延
えん

長
ちょう

約
やく

12 キロ、

30 の停
てい

留
りゅう

所
じょ

があり、踏
ふみ

切
きり

の数
かず

は 100 か所
しょ

を超
こ

えます。全
ぜん

線
せん

の所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

は約
やく

50分
ぷん

、バスとほぼ同
おな

じ大
おお

きさの車
しゃ

両
りょう

が一
いち

両
りょう

でゆっくりと走
はし

ります。道
どう

路
ろ

上
じょう

を自
じ

動
どう

車
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に走
はし

る区
く

間
かん

もありますが、大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は専
せん

用
よう

の軌
き

道
どう

を走
はし

ります。幹
かん

線
せん

道
どう

路
ろ

と

交
こう

差
さ

する踏
ふみ

切
きり

では、幹
かん

線
せん

道
どう

路
ろ

側
がわ

の交
こう

通
つう

が優
ゆう

先
せん

するため、電
でん

車
しゃ

の方
ほう

が信
しん

号
ごう

待
ま

ち
ち

をする不
ふ

思
し

議
ぎ

な光
こう

景
けい

が見
み

られます。 

こう言うと、首
しゅ

都
と

東
とう

京
きょう

の公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

としては違
い

和
わ

感
かん

がある

のではないでしょうか。この路
ろ

線
せん

が残
のこ

ったのは理
り

由
ゆう

があり

ます。まず、並
へい

行
こう

する大
おお

通
どお

りが渋
じゅう

滞
たい

します。その点
てん

、大
だい

部
ぶ

分
ぶん

が専
せん

用
よう

軌
き

道
どう

の都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

は、渋
じゅう

滞
たい

に巻
ま

き込
こ

まれる危
き

険
けん

が少
すく

なく、所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

が予
よ

測
そく

できます。また、地
ち

下
か

鉄
てつ

、JR や私
し

鉄
てつ

な
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ど他
た

の鉄
てつ

道
どう

とは 8 か所
しょ

の停
てい

留
りゅう

所
じょ

で接
せつ

続
ぞく

します。つまり、立
りっ

派
ぱ

な“都
と

民
みん

の足
あし

”なのです。 

沿
えん

線
せん

は変
へん

化
か

に富
と

み、低
てい

層
そう

の住
じゅう

宅
たく

地
ち

や商
しょう

店
てん

街
がい

など住
す

む人
ひと

の

生
せい

活
かつ

が垣
かい

間
ま

見
み

える下
した

町
まち

も、有
ゆう

名
めい

大
だい

学
がく

がある山
やま

の手
て

も通
とお

りま

す。古
ふる

いお寺
でら

もあれば、東
とう

京
きょう

スカイツリーや池
いけ

袋
ぶくろ

サンシャ

イン 60 などの高
こう

層
そう

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を背
はい

景
けい

に従
したが

えて走
はし

る区
く

間
かん

もあり

ます。 

遊
あそ

び 心
ごころ

も満
まん

載
さい

で、昔
むかし

の姿
すがた

を復
ふく

元
げん

した停
てい

留
りゅう

所
じょ

や車
しゃ

両
りょう

、退
たい

役
えき

車
しゃ

両
りょう

を展
てん

示
じ

した車
しゃ

庫
こ

、線
せん

路
ろ

際
ぎわ

花
か

壇
だん

など、興
きょう

味
み

は尽
つ

きるこ

とがありません。祝
しゅく

日
じつ

には車
しゃ

両
りょう

の前
ぜん

面
めん

に小
ちい

さな国
こっ

旗
き

を掲
かか

げ

ます。 

このように、都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

は単
たん

なる交
こう

通
つう

ではなく、東
とう

京
きょう

の生
せい

活
かつ

と風
ふう

景
けい

に溶
と

け込
こ

んだ存
そん

在
ざい

です。東
とう

京
きょう

滞
たい

在
ざい

で時
じ

間
かん

があれば、

この都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

にぜひ乗
の

ってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

黒
くろ

澤
さわ

之
いずる

 

出
しゅっ

身
しん

：神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

在
ざい

住
じゅう

 

職
しょく

業
ぎょう

：地
ち

方
ほう

公
こう

務
む

員
いん
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中譯 

第 15 課 東京都 市電「荒川線」 

黑澤 之 

  市電「荒川線」是東京都交通局所經營的路面電車。東京市電的

歷史可追溯西元 1903 年，鐵軌動力由馬車轉變成電力。全盛時期，路

線總長 210 公里以上。但那之後，開始廢止鐵道路線，就只剩「荒川

線」碩果僅存了。 

 「荒川線」從東京都荒川區的「三之輪橋站」連結到同樣在新宿區

的西早稻田「早稻田站」，路線總長約 12 公里，共有 30 個站，平交道

總數超過 100 處，全線所需時間約 50 分鐘，由一輛和巴士差不多大小

的車輛在路線上行駛。雖然區塊會出現在路上與汽車一起行駛的情

形，但是，大部分都是行駛在專用軌道上的。當電車行駛到大馬路的

平交道時，因為是以大馬路的交通為優先，所以會看見電車在等紅綠

燈的奇異光景。 

  這麼說來，那不是會與首善之都東京的公共交通產生不相融的感

覺嗎？其實留下這條線路是有理由的，首先是與之平行的大馬路會塞

車。此外，大半時段都行駛在專用軌道的市電「荒川線」沒有被捲入

塞車的危險，能夠預測交通需要的時間。此外，它有 8 個站與地下鐵、

JR 或私鐵等其他鐵路相連，可說是完美的「都民的腳」。 

  沿線風景充滿變化，有經過低樓層的住宅區和商店街，也經過可

一窺市井小民生活的老街，也經過知名大學所在的高級住宅區，沿線

有古老的神社寺廟，也有以東京晴空塔和池袋太陽城等高層建築物為

背景行駛的區段。 

市電荒川線可以滿載遊玩的心，可以欣賞復古的車站和車身，展示

退役車輛的車庫，鐵路沿線旁的花壇等等，有說不完的有趣的事物。

每逢國定假日電車還會在車輛的前面掛小國旗。 

  像這樣，市電「荒川線」並不只是交通工具，而是融入東京生活

和風景的存在。如果你有時間在東京停留的話，請您務必去搭這條市

電「荒川線」，到處去看看。 
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語彙と表現 

 

路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

 路面電車 軌
き

道
どう

 軌道 

遡
さかのぼ

る 回遡 進
すす

む 進展;前進 

以
い

降
こう

 以後 のみ 只有;僅僅 

結
むす

ぶ 連結 約
やく

 約;大約 

踏
ふみ

切
きり

 平交道 数
かず

 數目 

超
こ

える 超過;超越 ほぼ 大致上 

信
しん

号
ごう

 紅綠燈 不
ふ

思
し

議
ぎ

 不可思議 

光
こう

景
けい

 光景，景象 違
い

和
わ

感
かん

 不協調的感覺 

並
へい

行
こう

する 平行 渋
じゅう

滞
たい

する 塞車 

巻
ま

き込
こ

む 捲入進，捲 危
き

険
けん

 危險的 

予
よ

測
そく

 預測 接
せつ

続
ぞく

する 接續 

立
りっ

派
ぱ

 雄偉的 変
へん

化
か

 變化 

富
と

む 豐富 垣
かい

間
ま

見
み

る 窺視，偷看 

下
した

町
まち

 商業區;老行 立
りっ

地
ち

する 座落，位於 

従
したが

える 遵循 昔
むかし

 從前，以前 

尽
つ

きる 完了;限於 祝
しゅく

日
じつ

 假日 

前
ぜん

面
めん

 前頭 掲
かか

げる 高舉 

単
たん

なる 單單，只是 風
ふう

景
けい

 風景 
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課文重點解說 

 

1．東
とう

京
きょう

における路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

の歴
れき

史
し

は、路
ろ

面
めん

軌
き

道
どう

の動
どう

力
りょく

を馬
ば

車
しゃ

から電
でん

気
き

に変
か

えた 1903年
ねん

に 遡
さかのぼ

ります。 

2．1972年
ねん

以
い

降
こう

は荒
あら

川
かわ

線
せん

を残
のこ

すのみとなっています。 

3．踏
ふみ

切
きり

の数
かず

は 100 か所
しょ

を超
こ

えます。 

4．全
ぜん

線
せん

の所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

は約
やく

50分
ぷん

、バスとほぼ同
おな

じ大
おお

きさの車
しゃ

両
りょう

が

一
いち

両
りょう

でゆっくりと走
はし

ります。 

5．首
しゅ

都
と

東
とう

京
きょう

の公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

としては違
い

和
わ

感
かん

があるのではない  

  でしょうか。 

6．つまり、立
りっ

派
ぱ

な“都
と

民
みん

の足
あし

”なのです。 

7．古
ふる

いお寺
てら

もあれば、東
とう

京
きょう

スカイツリーや池
いけ

袋
ぶくろ

 

  サンシャイン 60 などの高
こう

層
そう

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を背
はい

景
けい

に 従
したが

えて走
はし

   

  る区
く

間
かん

もあります。 

8．興
きょう

味
み

は尽
つ

きることがありません。 

9．東
とう

京
きょう

滞
たい

在
ざい

で時
じ

間
かん

があれば、この都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

にぜひ 

  乗
の

ってみてください。 
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    第 16 課 東
とう

京
きょう

都
と

 都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

    5136-5145 

会話 

江
こう

：ずっと前
まえ

から、東
とう

京
きょう

に唯
ゆい

一
いつ

残
のこ

る路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

の都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

に乗
の

ってみたいと思
おも

っていたんですが、なかなか 

  行
い

くチャンスがなかったんです。 

    黒
くろ

澤
さわ

：都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

は通
つう

称
しょう

、チンチン電
でん

車
しゃ

と呼
よ

ばれているん 

     ですよ。初
はじ

めて乗
の

った時
とき

は、東
とう

京
きょう

のいろいろな表
ひょう

情
じょう

 

     が感
かん

じられるかわいい電
でん

車
しゃ

だなという印
いん

象
しょう

でしたよ。 

江
こう

：チンチン電
でん

車
しゃ

ですか、かわいい名
な

前
まえ

ですね。 

    そう、そう、ようやく、今
こん

度
ど

の日
にち

曜
よう

日
び

、友
とも

達
だち

と 

    チンチン電
でん

車
しゃ

に乗
の

ることにしましたよ。黒
くろ

澤
さわ

さんも 

  一
いっ

緒
しょ

に行
い

きませんか。 

黒
くろ

澤
さわ

：いいですね。１日
にち

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

で沿
えん

線
せん

の名
めい

所
しょ

をのんびりと 

   散
さん

歩
ぽ

しましょう。 

江
こう

：黒
くろ

澤
さわ

さん、沿
えん

線
せん

にはどんな面
おも

白
しろ

いところがありますか。 

黒
くろ

澤
さわ

：えーと、例
たと

えば、 昔
むかし

の東
とう

京
きょう

の面
おも

影
かげ

を探
さが

したければ、

終
しゅう

着
ちゃく

駅
えき

の早稲
わ せ

田
だ

の手
て

前
まえ

の停
てい

留
りゅう

所
じょ

の「面
おも

影
かげ

橋
ばし

」が   

あります。 

江
こう

：停
てい

留
りゅう

所
じょ

？ 
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黒
くろ

澤
さわ

：ああ、都
と

電
でん

では駅
えき

ではなく停
てい

留
りゅう

所
じょ

と言
い

いますから。 

江
こう

：ああ、そうですか。 

黒
くろ

澤
さわ

：それから、飛鳥山
あすかやま

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

からの桜
さくら

の名
めい

所
しょ

で、庚
こう

申
しん

塚
づか

には巣
す

鴨
がも

地
じ

蔵
ぞう

通
どお

り 商
しょう

店
てん

街
がい

などいっぱいありますよ 

  江
こう

：わあ、聞
き

いてるだけで早
はや

く行
い

きたくなりますね。 

黒
くろ

澤
さわ

：うん、日
にち

曜
よう

日
び

、楽
たの

しみですね。 
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中譯 

第 16 課 東京都 都電荒川線 

   江：我從很久以前就一直想去坐看看，在東京唯一留下的市電「都

電荒川線」，但就是遲遲沒有機會去坐。 

黒澤：「都電荒川線」一般叫做「チンチン電車」。我第一次搭乘的時

候，就留下深刻印象，覺得它是能夠感受東京各種面貌的可愛

電車啊！ 

  江：「チンチン電車」嗎？好可愛的名字喔！對了！我好不容易決定

在下個星期天要和朋友去搭乘「チンチン電車」。黑澤先生，你

要不要也一起去呢？ 

黒澤：好啊！我們就使用１日乘車券，悠哉悠哉的逛逛沿線的名勝吧！ 

江：黒澤先生，都電的沿線有哪些有趣的地方呢？ 

黒澤：嗯，例如，如果想尋訪東京昔日舊影的話，可到終點站「早稻

田」的前一個停留所「面影橋」尋訪。 

江：「停留所」？ 

黒澤：啊～，都電的車站不叫車站，而叫「停留所」。 

江：啊，是這樣子啊！ 

黒澤：還有，「飛鳥山」自江戶時代以來即為賞櫻名勝，此外「庚申

塚」有「巢鴨地藏通商店街」等很多景點哦！ 

  江：哇！光只是聽，就好想早點去看看。 

黒澤：嗯，好期待星期日的到來啊! 
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語彙と表現 
 

ずっと前
まえ

 很久以前 唯
ゆい

一
いつ

 唯一 

残
のこ

る 留下;遺留 なかなか 相當;頗 

チャンス 機會 通
つう

称
しょう

 通稱 

表
ひょう

情
じょう

 表情;景像 ようやく 總算 

沿
えん

線
せん

 沿線 名
めい

所
しょ

 名勝 

のんびり 悠閒的;放鬆的 例
たと

えば 例如，譬如 

昔
むかし

 從前 面
おも

影
かげ

 面容 

探
さが

す 尋找;探尋 手
て

前
まえ

 前面 

 

課文重點解說 

1.都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

に乗
の

ってみたいと思
おも

っていた。 

2.なかなか行
い

くチャンスがなかったんです。 

3.東
とう

京
きょう

のいろいろな 表
ひょう

情
じょう

が感
かん

じられるカワイイ電
でん

車
しゃ

だな  

 という印
いん

象
しょう

でしたよ。 

4.ようやく、今
こん

度
ど

の日
にち

曜
よう

日
び

、友
とも

達
だち

とチンチン電
でん

車
しゃ

に乗
の

る 

 ことにしましたよ。 

5.黒
くろ

澤
さわ

さんも一
いっ

緒
しょ

に行
い

きませんか。 

6.昔
むかし

の東
とう

京
きょう

の面
おも

影
かげ

を探
さが

したければ、終
しゅう

着
ちゃく

駅
えき

の早稲
わ せ

田
だ

の 

 手
て

前
まえ

の停
てい

留
りゅう

所
じょ

の「面
おも

影
かげ

橋
ばし

」があります。 

7.都
と

電
でん

では駅
えき

ではなく停
てい

留
りゅう

所
じょ

と言
い

いますから。 

8.わあ、聞
き

いてるだけで早
はや

く行
い

きたくなりますね。 
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        第 17 課  神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

 横
よこ

浜
はな

市
し

     5146-5155 

早
はや

川
かわ

 優
う

生
み

 

皆
みな

さんは横
よこ

浜
はま

をご存
ぞん

知
じ

ですか？。 

横
よこ

浜
はま

市
し

の人
じん

口
こう

は 369万
まん

人
にん

。日
に

本
ほん

で 最
もっと

も人
じん

口
こう

の多
おお

い市
し

です。

国
こく

際
さい

都
と

市
し

としても、150 を超
こ

える国
くに

や地
ち

域
いき

から、約
やく

8万
まん

人
にん

も

の人々
ひとびと

が居
きょ

住
じゅう

しています。積
せっ

極
きょく

的
てき

に国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を推
すい

進
しん

して

いて多
おお

くの文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

がなされています。 

横
よこ

浜
はま

は 昔
むかし

から港
みなと

町
まち

として栄
さか

え、歴
れき

史
し

的
てき

な建
けん

築
ちく

物
ぶつ

も多
おお

く 

見
み

られます。 

 ヨーロッパを思
おも

わせる開
かい

港
こう

記
き

念
ねん

館
かん

、イスラム寺
じ

院
いん

風
ふう

の 

横
よこ

浜
はま

税
ぜい

関
かん

、五
ご

重
じゅう

の塔
とう

をイメージした県
けん

庁
ちょう

など、海
かい

外
がい

の文
ぶん

化
か

が今
いま

でも昔
むかし

のままの形
かたち

で残
のこ

っています。 

私
わたし

が観
かん

光
こう

地
ち

として紹
しょう

介
かい

したいのは、アジアの人々
ひとびと

に 

とって特
とく

に馴染
な じ

み深
ぶか

い『中
ちゅう

華
か

街
がい

』です。6000人
にん

を超
こ

える 

中
ちゅう

国
ごく

人
じん

が住
す

み、500店
てん

以
い

上
じょう

の店
みせ

が並
なら

ぶ、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の 

チャイナタウンです。一
いっ

歩
ぽ

足
あし

を踏
ふ

み入
い

れれば中
ちゅう

国
ごく

に旅
りょ

行
こう

し

ている感
かん

覚
かく

です。特
とく

に肉
にく

まんを食
た

べながらのショッピング

は格
かく

別
べつ

です。日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

から連
れん

日
じつ

観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れます。 
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横
よこ

浜
はま

の名
めい

物
ぶつ

に『焼
しゅう

売
まい

弁
べん

当
とう

』があります。日
に

本
ほん

人
じん

なら横
よこ

浜
はま

と

いえば誰
だれ

もが焼
しゅう

売
まい

と連
れん

想
そう

するほど有
ゆう

名
めい

です。もともと焼売
しゅーまい

は 中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

ですが、日
に

本
ほん

の『駅
えき

弁
べん

』という文
ぶん

化
か

の中
なか

で、冷
さ

めても美味
お い

しく食
た

べられる焼
しゅう

売
まい

として研
けん

究
きゅう

されました。 

これは異
い

文
ぶん

化
か

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

の融
ゆう

合
ごう

した傑
けっ

作
さく

といえます。 

まさに横
よこ

浜
はま

という街
まち

をよく表
あらわ

した名
めい

物
ぶつ

です。 

横
よこ

浜
はま

は、東
とう

洋
よう

と西
せい

洋
よう

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

、未
み

来
らい

都
と

市
し

が合
がっ

体
たい

した不
ふ

思
し

議
ぎ

で魅
み

力
りょく

的
てき

な街
まち

です。 

是
ぜ

非
ひ

一
いち

度
ど

遊
あそ

びに来
き

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

早
はや

川
かわ

優
う

生
み

 

（大
だい

学
がく

４
よん

年
ねん

生
せい

） 

出
しゅっ

身
しん

：神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

横
よこ

浜
はな

市
し

 

趣
しゅ

味
み

：バスケットボール 
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中譯 

第 17 課  神奈川縣 横濱市 

早川 優生 

  各位，你們知道横濱嗎？ 

  横濱市人口有 369 萬人。是日本人口最多的國際化都市，來自超 

過 150 個國家或地區，約有 8 萬名外國人住在這裡。它是一個積極的

推動國際交流，與多樣的文化交流的多文化城市。 

  横濱自古就因是「港町」(商埠，港口城市)而繁榮，也可以看得到

很多歷史性的建築物。 

   歐洲風的「開港紀念館」，伊斯蘭寺院風的「横濱税關」，以五重

塔為模範的「縣政府」等等，至今留下的國外文化都還保有其舊時的

景觀。 

  我想介紹給各位的是，被當作觀光景點，對亞洲人而言，會感到

特別親切的是『中華街』。超過 6000 名的中國人，在中華街開了 500

間以上的商店，是日本最大的「中國城」。只要一踏進中國城就有進入

中國旅行的感覺。尤其是邊吃「肉包」邊逛街是一種很特別的體驗。

連日從日本各地前來的觀光客絡繹不絕。 

  說起横濱的名產「燒賣便當」，有名到只要日本人一說起横濱，任

誰都會連想到它。原本「燒賣」是中華料理，但在日本的『車站便當』

文化中，被研發成為即使冷了也很好吃的「燒賣」。它可說是異國文化

與日本文化所融合的傑作。完美展現了横濱這個城市的風格。 

  横濱是一個匯集東洋與西洋，融合日本文化與未來都市於一體的

不可思議且有魅力的城市。請你一定要來玩喔! 
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語彙と表現 

 

 

 

 

 

 

ご存
ぞん

知
じ

ですか 您知道嗎? 最
もっと

も 最 

超
こ

える 超過 積
せっ

極
きょく

的
てき

 積極的 

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

 國際交流 推
すい

進
しん

する 推展 

多
た

文
ぶん

化
か

 多樣的文化 共
きょう

生
せい

 共生 

栄
さか

える 繁榮;興盛 ヨーロッパ 歐洲 

イメージする 想像;印象 昔
むかし

のまま 保存以前的樣子 

形
かたち

 造形;形狀 残
のこ

る 殘留;遺留 

馴染
な じ

み深
ぶか

い 熟悉的 一
いっ

歩
ぽ

 一歩 

踏
ふ

み入
い

れる 踏入 感
かん

覚
かく

 感覺 

肉
にく

まん 肉包 ショッピング 逛街;購物 

格
かく

別
べつ

 格外的，分外的 連
れん

日
じつ

 連日 

観
かん

光
こう

客
きゃく

 觀光客 名
めい

物
ぶつ

 名勝 

連
れん

想
そう

する 連想 ほど  (助詞)表程度 

有
ゆう

名
めい

 有名的 駅
えき

弁
べん

 車站便當 

冷
さ

める 冷卻 異
い

文
ぶん

化
か

 異國文化 

融
ゆう

合
ごう

する 融合 傑
けっ

作
さく

 傑作 

まさに 正是;的確是 表
あらわ

す 顯現，表現 
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課文重點解說 

1．皆
みな

さんは横
よこ

浜
はま

をご存
ぞん

知
じ

ですか？ 

2．積
せっ

極
きょく

的
てき

に国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を推
すい

進
しん

していて多
おお

くの文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

、 

 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

がなされています。 

3．横
よこ

浜
はま

は昔
むかし

から 港
みなと

町
まち

として栄
さか

え、歴
れき

史
し

的
てき

な建
けん

築
ちく

物
ぶつ

も多
おお

く

みられます。 

4．海
かい

外
がい

の文
ぶん

化
か

が今
いま

でも昔
むかし

のままの形
かたち

で残
のこ

っています。 

5．アジアの人々
ひとびと

にとって特
とく

に馴染
な じ

み深
ぶか

い『 中
ちゅう

華
か

街
がい

』です。 

6． 一
いっ

歩
ぽ

足
あし

を踏
ふ

み入
い

れれば中
ちゅう

国
ごく

に旅
りょ

行
こう

している感
かん

覚
かく

です。 

7．特
とく

に肉
にく

まんを食
た

べながらのショッピングは格
かく

別
べつ

です。 

8．日
に

本
ほん

人
じん

なら横
よこ

浜
はま

といえば誰
だれ

もが焼
しゅう

売
まい

と連
れん

想
そう

するほど有
ゆう

名
めい

 

 です。 

9．冷
さ

めても美味
お い

しく食
た

べられる焼売
しゅーまい

として研
けん

究
きゅう

されました。 

10．これは異
い

文
ぶん

化
か

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

の融
ゆう

合
ごう

した傑
けっ

作
さく

といえます。 

11．まさに横
よこ

浜
はま

という街
まち

をよく表
あらわ

した名
めい

物
ぶつ

です。 

12．横
よこ

浜
はま

は、東
とう

洋
よう

と西
せい

洋
よう

と日
に

本
ほん

文
ぶんか

化、未
み

来
らい

都
と

市
し

が合
がっ

体
たい

した 

  不
ふ

思
し

議
ぎ

で魅
み

力
りょく

的
てき

な街
まち

です。 

 

 



 82 

       第 18 課  神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

 横
よこ

浜
はな

市
し

     5156-5165 

会話 

彭
ほう

：早
はや

川
かわ

さん、日
にち

曜
よう

日
び

に鎌
かま

倉
くら

や江
え

ノ島
しま

に行
い

きませんか。 

  朝
あさ

早
はや

く行
い

ってゆっくり遊
あそ

んで、夜
よる

は横
よこ

浜
はま

の中
ちゅう

華
か

街
がい

で

食
しょく

事
じ

しようと思
おも

うんですよ。 

早
はや

川
かわ

：いいですね。行
い

きは大
おお

船
ふな

からモノレールで江
え

ノ島
しま

に 

   直
ちょっ

行
こう

して、そこで昼
ひる

ごはんを食
た

べましょう。 

 彭
ほう

：江
え

ノ島
しま

に行
い

ったら、まず食
た

べたいのはしらすですね。

それから、江
え

ノ島
しま

で有
ゆう

名
めい

なカップルの聖
せい

地
ち

「龍
りゅう

恋
れん

の

鐘
かね

」にも、ちょっと寄
よ

ってみたいんです。 

早
はや

川
かわ

：そうですね。それから江
え

ノ電
でん

であちこち途
と

中
ちゅう

下
げ

車
しゃ

 

   しながら、鎌
かま

倉
くら

駅
えき

方
ほう

面
めん

に行
い

けばいいですね。 

彭
ほう

：そうそう。 

  鎌
かま

倉
くら

ではシンボルの鶴
つる

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

、鎌
かま

倉
くら

大
だい

仏
ぶつ

などを見
けん

物
ぶつ

してから小
こ

町
まち

通
どお

りで、おみやげを買
か

って帰
かえ

りましょう。 

早
はや

川
かわ

：そうしましょう。そして、夜
よる

は 中
ちゅう

華
か

街
がい

で食
しょく

事
じ

ですね。

中
ちゅう

華
か

街
がい

は横
よこ

浜
はま

駅
えき

で「みなとみらい線
せん

」に乗
の

りかえて、

終
しゅう

点
てん

の「元
もと

町
まち

・中
ちゅう

華
か

街
がい

駅
えき

」で降
お

りたらすぐ近
ちか

くです

よ。 
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彭
ほう

：中
ちゅう

華
か

街
がい

は早
はや

川
かわ

さんが詳
くわ

しいようなので、食
しょく

事
じ

の場
ば

所
しょ

はお任
まか

せしますよ。いいでしょう？ 

早
はや

川
かわ

：ええ、バイキング式
しき

の 所
ところ

はどうですか。最
さい

近
きん

、は

やっていますから。 

彭
ほう

：う～ん それ！いいですね。よろしくお願
ねが

いします。 

早
はや

川
かわ

：任
まか

せてくださ～い。 
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中譯 

第 18 課  神奈川縣 横濱市 

 

  彭：早川先生，我們星期天去「鎌倉」和「江之島」好不好呢？我

想一大早就出發去好好玩一玩，晚上就在「横濱中華街」用晚

餐。 

早川：很好啊！我們去程從「大船」搭單軌電車直接到「江之島」，   

   然後在那裡吃午餐吧！ 

  彭：好啊！去「江之島」首先想吃的就是魩仔魚耶。還有，我也想 

      要繞到 「江之島」有名的情侶聖地「龍戀之鐘」去看一下。 

早川：說得也是！然後，我們再搭「江ノ電」電車，沿途可隨處下車

玩玩，然後再往「鎌倉車站」方向前進就可以了。 

  彭：嗯。我們去鎌倉最具代表性的「鶴岡八幡宮」、「鎌倉大佛」 

      參觀之後，再去「小町通」買紀念品回家吧！ 

早川：就這麼辦。然後，晚上因為要在「中華街」吃飯，我們就在横

濱車站轉乘「みなとみらい線」到終點站「元町・中華街站」，

中華街就在那附近。 

  彭：早川先生，你好像對「中華街」很熟，所以吃飯的地方就麻煩

你找了，沒問題吧！ 

早川：我們去吃歐式自助餐如何？最近很流行的。 

  彭：嗯！很好啊！那就麻煩你了。 

早川：你就看我的了！ 
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語彙と表現 

 

課文重點解說 

 

1．日
にち

曜
よう

日
び

に鎌
かま

倉
くら

や江
え

ノ島
しま

に行
い

きませんか。 

2．夜
よる

は横
よこ

浜
はま

の 中
ちゅう

華
か

街
がい

で食
しょく

事
じ

しようと思
おも

うんですよ。 

3．「龍
りゅう

恋
れん

の鐘
かね

」にも、ちょっと寄
よ

ってみたいんです。 

4．江
え

ノ電
でん

であちこち途
と

中
ちゅう

下
げ

車
しゃ

しながら、鎌
かま

倉
くら

駅
えき

方
ほう

面
めん

に 

 行
い

けばいいですね。 

5．中
ちゅう

華
か

街
がい

は早
はや

川
かわ

さんが詳
くわ

しいようなので、食
しょく

事
じ

の場
ば

所
しょ

は 

 お任
まか

せしますよ。 

朝
あさ

早
はや

く 一大早 モノレール 單軌電車 

直
ちょっ

行
こう

する 直行;直接去 まず 首先 

しらす 魩仔魚 カップル 情侶 

聖
せい

地
ち

 聖地 寄
よ

る 順道前往 

あちこち 到處 途
と

中
ちゅう

下
げ

車
しゃ

 中途下車 

シンボル 象徵 見
けん

物
ぶつ

する 參觀 

乗
の

りかえる 轉乘 終
しゅう

点
てん

 終點 

すぐ 馬上 詳
くわ

しい 詳細 

場
ば

所
しょ

 地點，場所 任
まか

せる 委託;託付 

バイキング 西式自助餐 はやる 流行 
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           第 19 課 三
さん

溪
けい

園
えん

      5166-5175 

黒
くろ

澤
さわ

 之
いずる

 

 横
よこ

浜
はま

の本
ほん

牧
もく

にある三
さん

渓
けい

園
えん

は 100年
ねん

ほど前
まえ

、貿
ぼう

易
えき

商
しょう

として 

財
ざい

を成
な

した原
はら

 三
さん

渓
けい

によって造
つく

られました。 

 三
さん

渓
けい

は幼
おさな

い頃
ころ

から絵
かい

画
が

・漢
かん

学
がく

・詩
し

文
ぶん

など文
ぶん

学
がく

や芸
げい

術
じゅつ

の 

才
さい

能
のう

に恵
めぐ

まれ、早
わ

稲
せ

田
だ

大
だい

学
がく

の前
ぜん

身
しん

である東
とう

京
きょう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

で 

政
せい

治
じ

や法
ほう

律
りつ

を学
まな

びました。大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、跡
あと

見
み

学
がく

園
えん

の先
せん

生
せい

に 

なりましたが、事
じ

業
ぎょう

家
か

である原
はら

家
け

の 娘
むすめ

と結
けっ

婚
こん

し、家
か

業
ぎょう

を継
つ

ぎました。 

 その後
ご

は、生
き

糸
いと

輸
ゆ

出
しゅつ

をはじめ、会
かい

社
しゃ

経
けい

営
えい

に才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

し 

実
じつ

業
ぎょう

家
か

として成
せい

功
こう

しました。横
よこ

浜
はま

の本
ほん

牧
もく

に 住
じゅう

居
きょ

を定
さだ

めた 

三
さん

渓
けい

は、東
とう

京
きょう

湾
わん

に面
めん

したその広
こう

大
だい

な土
と

地
ち

を本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

として整
せい

備
び

したのです。 

 庭
てい

内
ない

には、京
きょう

都
と

や鎌
かま

倉
くら

から移
い

築
ちく

された歴
れき

史
し

的
てき

価
か

値
ち

の有
あ 

る 

いくつかの建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

が見
み

られます。 

 三
さん

渓
けい

は庭
てい

園
えん

の整
せい

備
び

を 行
おこな

っただけではなく、ここを新
しん

進
しん

芸
げい

術
じゅつ

家
か

のための育
いく

成
せい

と支
し

援
えん

の拠
きょ

点
てん

としました。前
まえ

田
だ

青
せい

邨
そん

、横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

、下村
しもむら

観山
かんざん

など日
に

本
ほん

の絵
かい

画
が

史
し

に残
のこ

る画
が

家
か

たちがここで
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三渓
さんけい

の庇護
ひ ご

をうけながら創作
そうさく

に励み
はげ  

後
こう

世
せい

に残
のこ

る大
たい

家
か

に育
そだ

っ

ていったのです。園内
えんない

の博物館
はくぶつかん

には、三渓
さんけい

自身
じ し ん

による作品
さくひん

も

残されて
のこ      

います。 

 三
さん

渓
けい

園
えん

は戦
せん

争
そう

で大
おお

きな被
ひ

害
がい

を受
う

けましたが、今
いま

は立
りっ

派
ぱ

に

再
さい

建
けん

され、都
と

心
しん

に近
ちか

い本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

として横
よこ

浜
はま

を代
だい

表
ひょう

する観光
かんこう

スポットになっています。 

機
き

会
かい

があったら、是
ぜ

非
ひ

訪
おとず

れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

黒
くろ

澤
さわ

之
いずる

 

出
しゅっ

身
しん

：神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

在
ざい

住
じゅう

 

職
しょく

業
ぎょう

：地
ち

方
ほう

公
こう

務
む

員
いん
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中譯 

第 19 課 三溪園 

                          黑澤 之 

    位於横濱本牧的「三溪園」是在 100 年前左右，由貿易商原三溪

所建造。三溪從小就具繪畫、漢學、詩文等文學和藝術才能，並在現

在「早稻田大學」的前身「東京專門學校」學習政治和法律。大學畢

業後，在「跡見學園」當老師，然後與實業家原氏家族的千金結婚並

繼承了家業。 

   之後，三溪以出口「生絲」，首先發揮了他的經營長才，成為一位

企業家，並定居於横濱本牧的「三溪」，將面對東京灣的一大片廣大土

地整備成正統的日式庭園。在庭園裡我們可以看到好幾棟從京都和鎌

倉等地移築過來的建築物，都具有相當的歷史價値。 

   三溪並不僅做庭園的整備而已，他還將這裡規劃成為培育與支援

新進藝術家的據點。前田青邨、横山大觀、下村觀山等在日本繪畫史

上的畫家們，都曾在此備受三溪照顧，致力於創作日後成為享有盛名 

的繪畫大師。園内博物館也保留了三溪本身的作品。 

   「三溪園」雖在戰爭中遭受很大的破壞，但現已完美重建，是離

都市最近的正統的日式庭園，成為横濱市具代表性的觀光景點。 

    各位，有機會的話，請一定要來參觀參觀！ 
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語彙と表現 
 

財
ざい

を成
な

す 謀財 造
つく

る 建造 

幼
おさな

い 幼小的 恵
めぐ

む 恩惠 

前
ぜん

身
しん

 前身 学
まな

ぶ 學習 

家
か

業
ぎょう

を継
つ

ぐ 繼承家業 住
じゅう

居
きょ

 居住;住家 

定
さだ

める 決定；選定 面
めん

する 面向 

広
こう

大
だい

 廣大的 本
ほん

格
かく

的
てき

 正式的;真正的 

移
い

築
ちく

する 移築 建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

 建築物 

ため 為了;因為 育
いく

成
せい

 培養;栽培 

励
はげ

む 努力;勤奮 被
ひ

害
がい

 災害 

立
りっ

派
ぱ

 雄偉的 観光
かんこう

スポット 觀光景點 
 

課文重點解說 

1．原
はら

 三
さん

渓
けい

によって造
つく

られました。 

2．生
き

糸
いと

輸
ゆ

出
しゅつ

をはじめ、会
かい

社
しゃ

経
けい

営
えい

に才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

し、実
じつ

業
ぎょう

家
か

 

  として大
たい

成
せい

しました。 

3．広
こう

大
だい

な土
と

地
ち

を本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

として整
せい

備
び

したのです。 

4．歴
れき

史
し

的
てき

価
か

値
ち

のあるいくつかの建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

が見
み

られます。 

5．庭
てい

園
えん

の整
せい

備
び

を 行
おこな

っただけではなく、ここを新
しん

進
しん

芸
げい

術
じゅつ

家
か

   

  のための育
いく

成
せい

と支
し

援
えん

の拠
きょ

点
てん

としました。 

6．三渓
さんけい

の庇護
ひ ご

をうけながら創作
そうさく

に励み
はげ  

ます。 

7．都
と

心
しん

に近
ちか

い観光
かんこう

スポットになっています。 
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          第 20 課 三
さん

溪
けい

園
えん

        5176-5185  

会話 

羅
ら

：渡
わた

辺
なべ

さん、今
こん

回
かい

の社
しゃ

員
いん

旅
りょ

行
こう

は横
よこ

浜
はま

観
かん

光
こう

にしたいと 

  考
かんが

えていますが、ここだけは絶
ぜっ

対
たい

行
い

かないと惜
お

しい

と思
おも

う名
めい

所
しょ

を教
おし

えていただけないでしょうか？ 

渡
わた

辺
なべ

：そうですね。観
かん

光
こう

スポットとしては、三
さん

渓
けい

園
えん

、港
みなと

の見
み

える丘
おか

公
こう

園
えん

、横
よこ

浜
はま

中
ちゅう

華
か

街
がい

、山
やま

下
した

公
こう

園
えん

、赤
あか

レンガ倉
そう

庫
こ

な

どがありますが、 私
わたし

個
こ

人
じん

として一
いち

番
ばん

気
き

に入
い

っている

のは何
なん

と言
い

っても三
さん

渓
けい

園
えん

ですね。 

羅
ら

：三
さん

渓
けい

園
えん

ですか。名
な

前
まえ

だけ聞
き

いたことがあるような気
き

が

しますが。どんなところですか。 

渡
わた

辺
なべ

：京
きょう

都
と

や鎌
かま

倉
くら

などから移
い

築
ちく

された歴
れき

史
し

的
てき

価
か

値
ち

のある建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

が見
み

られる本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

ですよ。 

   それに、茶
ちゃ

店
みせ

など古
こ

風
ふう

で風
ふ

情
ぜい

のある施
し

設
せつ

もあるので、

本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

に触
ふ

れることができる場
ば

所
しょ

だと

思
おも

いますよ。 

羅
ら

：三
さん

渓
けい

園
えん

には特
とく

別
べつ

なイベントがありますか？  
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渡
わた

辺
なべ

：え～と国
くに

の名
めい

勝
しょう

に指
し

定
てい

されている古
ふる

い建
たて

物
もの

の公
こう

開
かい

、 

   観
かん

桜
おう

会
かい

、蓮
はす

見
み

の会
かい

や朝
あさ

顔
がお

の会
かい

などの花の季
き

節
せつ

には 

   それぞれに応
おう

じたイベントがありますよ。  

 羅
ら

：じゃ、ちょうど、ハスの花
はな

に間
ま

に合
あ

いますね。 

   良
よ

かった！ 

渡
わた

辺
なべ

：園内
えんない

の茶
さ

寮
りょう

や茶
ちゃ

店
みせ

では抹茶
まっちゃ

を頂く
いただ

こともできるんで

すよ。抹茶
まっちゃ

体験
たいけん

のできる店
みせ

もあるはずです。 

   夏
なつ

の盛り
さか

には６時
じ

には開園
かいえん

して、早朝
そうちょう

の清々しい
すがすが

園
えん

内
ない

を楽
たの

しむこともできるんです。特
とく

に蓮
はす

の花
はな

は朝
あさ

早い
はや

方
ほう

がいいですからね。 

羅
ら

：わかりました。いろいろ教
おし

えてくださってありがと

うございます。決
き

まりぃ～、今
こん

回
かい

の社
しゃ

員
いん

旅
りょ

行
こう

のメイ

ンコースは三
さん

渓
けい

園
えん

を見
けん

学
かく

することにします。 

渡
わた

辺
なべ

：三
さん

渓
けい

園
えん

の雰
ふん

囲
い

気
き

をぜひ存
ぞん

分
ぶん

に楽
たの

しんで来
き

てください。  
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中譯 

第 20 課 三溪園 

 

 羅：渡邊先生，這次員工旅遊我們考慮要去横濱觀光，你可以介紹 

      一些你覺得非去不可，不去可惜的名勝嗎？ 

渡邊：這樣子啊！觀光區有三溪園以及可以看到港口的港丘公園、横

濱中華街、 山下公園、紅磚倉庫等，但不管怎麼說我個人最喜

歡的就是「三溪園」了。 

  羅：「三溪園」啊!我好像有聽過這個名字，那是什麼樣的地方呢？ 

渡邊：那是個可以欣賞到從京都和鎌倉等地移建過來的，具有歷史      

性價値建築物的真正日式庭園哦！此外，還有散發復古幽情的

茶室，所以我認為那裡是一個可以真正接觸到日本文化的地方

哦！。 

  羅：「三溪園」有什麼特別的活動嗎？ 

渡邊：嗯～，有。它被列為國家級觀光景點，開放參觀歷史建築，另 

      外配合各個花季還有賞櫻大會，賞蓮大會，牽牛花大會等活動。  

 羅：那，我們剛好趕得上蓮花季，真好！ 

渡邊：你們也可以在園内的茶寮或茶室裡喝抹茶喔！我想應該也有可

以喝抹茶的店。夏天在６點開園，你們可以享受到園内早晨的

清爽風情。賞蓮最好是一大早嘍。 

  羅：我知道了。謝謝你告訴我這麼多。就這麼說定！這次員工旅遊 

      ，我們的主要行程就是去參觀「三溪園」! 

渡邊：請你們一定要去好好欣賞「三溪園」的風情。 
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語彙と表現 

 

 

 

社
しゃ

員
いん

旅
りょ

行
こう

 員工旅遊 考
かんが

える 思考 

絶
ぜっ

対
たい

 絕對 惜
お

しい 可惜 

名
めい

所
しょ

 名勝 スポット 景點 

港
みなと

 港口;海港 赤
あか

レンガ 紅色磚塊 

倉
そう

庫
こ

 倉庫 個
こ

人
じん

 個人 

気
き

に入
い

る 喜歡，中意 何
なん

と言
い

っても 不管怎麼說 

気
き

がする 總覺得，好像 歴
れき

史
し

的
てき

 歷史性的 

価
か

値
ち

 價值 古
こ

風
ふう

 古早味 

風
ふ

情
ぜい

 風情 触
ふ

れる 接觸;感觸 

特
とく

別
べつ

 特別的 イベント 活動;節目 

公
こう

開
かい

 開放 蓮
はす

 蓮花;荷花 

朝
あさ

顔
がお

 牽牛花 季
き

節
せつ

 季節 

応
おう

じる 回應;響應 間
ま

に合
あ

う 來得及，趕得上 

はず 應該～、理應～ 盛り
さか

 全盛時期 

早 朝
そうちょう

 一大早 清々しい
すがすが

 清爽的 

特
とく

に 特別是 メインコース 主要行程 

雰
ふん

囲
い

気
き

 氣氛 存
ぞん

分
ぶん

 足夠的，盡興的 
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課文重點解說 

1．今
こん

回
かい

の社
しゃ

員
いん

旅
りょ

行
こう

は横
よこ

浜
はま

観
かん

光
こう

にしたいと考えていますが。 

2．ここだけは絶
ぜっ

対
たい

行
い

かないと惜
お

しい。 

3．名
めい

所
しょ

を教
おし

えていただけないでしょうか？ 

4．観
かん

光
こう

スポットとしては、三
さん

渓
けい

園
えん

、赤
あか

レンガ倉
そう

庫
こ

などがあ 

  ります。 

5. 名
な

前
まえ

だけ聞
き

いたことがあるような気
き

がしますが。 

6. 名
な

前
まえ

だけ聞
き

いたことがあるような気
き

がしますが。 

7．歴
れき

史
し

的
てき

価
か

値
ち

のある建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

が見られる 

8．本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

ですよ。 

9．本
ほん

格
かく

的
てき

な日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

に触
ふ

れることができる場
ば

所
しょ

だと思
おも

い 

  ますよ。 

10.抹茶
まっちゃ

体験
たいけん

のできる店
みせ

もあるはずです。 

11.特
とく

に蓮
はす

の花
はな

は朝
あさ

早い
はや

方
ほう

がいいです。 

12.いろいろ教
おし

えてくださってありがとうございます。 

13.三
さん

渓
けい

園
えん

の雰
ふん

囲
い

気
き

をぜひ存
ぞん

分
ぶん

に楽
たの

しんで来
き

てください。  
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         第 21 課 新
にい

潟
がた

県
けん

 上
じょう

越
えつ

市
し

     5186-5195 

（社
し ゃ

団
だ ん

法
ほ う

人
じ ん

）上
じょう

越
え つ

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

 

Joetsu International Network  (JOIN) 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

上
じょう

越
えつ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

(JOIN)についてお 話
はなし

しましょう。 

どこの国
くに

にも外
がい

国
こく

や外
がい

国
こく

人
じん

との交
こう

流
りゅう

を手
て

助
だす

けするための

団
だん

体
たい

や機
き

関
かん

があって「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

」と名
な

乗
の

っています。 

新
にい

潟
がた

県
けん

の 3番
ばん

目
め

の都
と

市
し

、ここ上
じょう

越
えつ

市
し

にも市
し

が作
つく

った協
きょう

会
かい

がありましたが、2004年
ねん

JOIN は市
し

から独
どく

立
りつ

して社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

に

なりました。 

多
おお

くの協
きょう

会
かい

が市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

を主
おも

な目
もく

的
てき

にしているのとは 

違
ちが

って、JOIN は地
ち

域
いき

に住
す

む外
がい

国
こく

人
じん

が市
し

民
みん

として快
かい

適
てき

な生
せい

活
かつ

を 

おくる事
こと

ができるために、あらゆるサポートをすることを 

目
もく

的
てき

としています。 

上
じょう

越
えつ

地
ち

区
く

にも様
さま

々
ざま

な立
たち

場
ば

の外
がい

国
こく

人
じん

が生
せい

活
かつ

しています。 

それぞれの立
たち

場
ば

の人
ひと

たちが、あらゆる不
ふ

利
り

益
えき

を受
う

けずに 上
じょう

越
えつ

で 幸
しあわ

せに暮
く

らしてほしい、上
じょう

越
えつ

に来
き

て、日
に

本
ほん

に来
き

てよかった

と思
おも

ってほしいというのがわたしたちの基
き

本
ほん

の 考
かんが

え方
かた

なので

す。その為
ため

の 柱
はしら

は三
みっ

つあります。 

一
ひと

つ目
め

は、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の運営
うんえい

です。受
じゅ

講
こう

料
りょう

はもちろん 

無
む

料
りょう

です。 

二
ふた

つ目
め

は、外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

部
ぶ

です。外
がい

国
こく

人
じん

が必
ひつ

要
よう

とする法
ほう

律
りつ

に
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詳
くわ

しい相
そう

談
だん

員
いん

があらゆる相
そう

談
だん

に対
たい

処
しょ

しています。新
にい

潟
がた

県
けん

で

は一
いち

番
ばん

のレベルをもつ相
そう

談
だん

部
ぶ

ですから、県
けん

内
ない

はもとより県
けん

外
がい

の市
し

からも外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

への指
し

導
どう

要
よう

請
せい

が来
く

るほどです。 

三
みっ

つ目
め

は、親
おや

の結
けっ

婚
こん

で母
ぼ

国
こく

からいきなり日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

に入
い

れられる外
がい

国
こく

人
じん

の子
こ

供
ども

たちへの支
し

援
えん

です。それには 2 つの

コースがあって、「日
に

本
ほん

語
ご

支
し

援
えん

」と「教
きょう

科
か

支
し

援
えん

」です。 

日
に

本
ほん

語
ご

支
し

援
えん

は学
がっ

校
こう

で行
おこな

う個
こ

人
じん

授
じゅ

業
ぎょう

で、これは市
し

役
やく

所
しょ

との

協
きょう

働
どう

です。教
きょう

科
か

支
し

援
えん

は、授
じゅ

業
ぎょう

がわからない生
せい

徒
と

に勉
べん

強
きょう

を

教
おし

える事
こと

で、地
じ

元
もと

の 教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

との協
きょう

働
どう

で行
おこな

い、時
とき

には母
ぼ

語
ご

を話
はな

す留
りゅう

学
がく

生
せい

もサポートに入
はい

ります。外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

だけでな

く、周
まわ

りの先
せん

生
せい

達
たち

や父
ふ

母
ぼ

のために役
やく

立
だ

つ「学
がっ

校
こう

内
ない

用
よう

語
ご

集
しゅう

」

も作
さく

成
せい

して新
にい

潟
がた

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の HP に UP しています。 

今
こ

年
とし

は外
がい

国
こく

人
じん

女
じょ

性
せい

対
たい

象
しょう

の 乳
にゅう

癌
がん

検
けん

診
しん

も 行
おこな

ったところ、早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

率
りつ

は日
に

本
ほん

人
じん

の二倍
ばい

にもなってびっくり！でした。ま

だまだ情
じょう

報
ほう

が外
がい

国
こく

人
じん

に届
とど

きにくい現
げん

状
じょう

を知
し

りました。  

外国人
がいこくじん

に市
し

民
みん

と同
おな

じ 情
じょう

報
ほう

を届
とど

けることも、大
だい

事
じ

な使
し

命
めい

の

一
ひと

つです。喜
よろこ

ばれることはなんでもしちゃう！だから、わ

たしたちも楽
たの

しいのです 

                           

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

川
かわ

室
むろ

京
きょう

子
こ

 

出
しゅっ

身
しん

：東
とう

京
きょう

都
と

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
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中譯 

第 21 課 新瀉縣 上越市 （社團法人）上越國際交流協會 

    川室 京子     

    讓我來介紹一下有關上越國際交流協會(JOIN)。 

  不管哪個國家都有協助與外國或外國人交流的團體或機關，一般 

稱之為「國際交流協會」。 

  在新瀉縣的第 3 大都市――上越市也有由市府成立的協會 JOIN，

但已於 2004 年由市政府脫離而成為獨立社團法人。 

 跟大多數以市民交流為主要目的的協會不同，JOIN 是「為了使住

在上越市的外國人能夠以一個市民的身份舒適地生活」而提供所有的

支援為目的而設立的協會。 

  在上越地區，有許多立場不同的外國人在這裡生活。我們希望每

個立場不同的人都不會遇到任何不利的事情，幸福地在上越市生活。 

我們的基本宗旨是希望大家來到上越後，覺得來日本真是不虛此行。 

  因此，協會基本上有三大主軸: 

  一、開設日語教室，當然是不用學費。 

  二、設立外國人諮商部門。由精通外國人需求的法律諮商員協助 

解決所有的諮商。這個部門是新瀉縣最高水準的諮商部門，

因此別說是縣內，就連其他縣市也會來請我們指導他們做外

國人的諮商服務。 

  三、提供資源給因為父母的婚姻關係，突然從自已的國家被轉到

日本就讀的外國小孩。其中有 2 個項目，一是日語支援，二

是學科支援。 

  所謂的｢日語支援」是在學校對外國小孩的個人指導，這是和市政

府合作的工作。所謂的「學科支援」是教上課聽不懂的學生學習，這

是和在地的教育大學合作共同進行的工作。有時會請熟諳其母語的留

學生來協助。除了針對外國學生外，我們也針對身邊的父母和老師們

和編寫了一本校園會話手冊並上傳到新瀉縣國際交流協會的網頁上。 

  今年我們也舉辦了外籍女性為對対象的乳癌健檢活動，結果乳癌

的早期發現率竟是日本人的二倍，真令人嚇了一大跳！同時，我們也

發現有些資訊還是難以傳達給外國人的現狀。對外國人提供與市民一

樣的資訊，這也是我們 JOIN 的重要使命之一。總之，只要是會讓人開

心的事，我們什麼都做。因此，我們都很快樂！ 
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語彙と表現 

 

手
て

助
だす

けする 幫助;伸出援手 名
な

乗
の

る 取名;報名號 

独
どく

立
りつ

する 獨立 目
もく

的
てき

 目的 

快
かい

適
てき

 舒適;舒服 生
せい

活
かつ

をおくる 過生活 

あらゆる 所有的 サポート 支持支援 

暮
く

らす 生活 基
き

本
ほん

 基本 

考
かんが

え方
かた

 想法 柱
はしら

 柱子;支柱 

運
うん

営
えい

 營運 受
じゅ

講
こう

料
りょう

 學費 

法
ほう

律
りつ

 法律 詳
くわ

しい 詳細的 

相
そう

談
だん

員
いん

 咨商員 対
たい

処
しょ

する 處置 

レベル 第級;層次 もとより 本來，原來 

要
よう

請
せい

 請求;要求 親
おや

 父母 

都
つ

合
ごう

 情况;理由，原因 いきなり 突然間，忽然的 

支
し

援
えん

 支援 コース 課程;學科 

行
おこな

う 舉行 協
きょう

働
どう

 一起作事;一起努力 

生
せい

徒
と

 高中以下(學生) 地
じ

元
もと

 當地人 

時
とき

に 有時 役
やく

立
だ

つ 起作用;有幫助 

周
まわ

り 週圍;週邊;週遭 対
たい

象
しょう

 對象 

検
けん

診
しん

 健檢 乳
にゅう

癌
がん

 乳癌 

発
はっ

見
けん

率
りつ

 發現比率 びっくり 嚇一跳;吃驚 

届
とど

ける 送達 大
だい

事
じ

 重要;珍惜 

使
し

命
めい

 使命 喜
よろこ

ばれる 令人開心 
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課文重點解說 

 

1．上
じょう

越
えつ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

(JOIN)についてお話
はなし

しましょう。 

2．どこの国
くに

にも外
がい

国
こく

や外
がい

国
こく

人
じん

との交
こう

流
りゅう

を手
て

助
だす

けするための

団
だん

体
たい

や機
き

関
かん

がある。 

3．「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

」と名
な

乗
の

っています。 

4．2004年
ねん

JOIN は市
し

から独
どく

立
りつ

して社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

になりました。 

5．JOIN は地
ち

域
いき

に住
す

む外
がい

国
こく

人
じん

が市
し

民
みん

として快
かい

適
てき

な生
せい

活
かつ

を 

 おくる事
こと

ができる。 

6．あらゆるサポートをすることを目
もく

的
てき

としています。 

7．それぞれの立
たち

場
ば

の人
ひと

たちがあらゆる不
ふ

利
り

益
えき

を受
う

けずに 

   上
じょう

越
えつ

で 幸
しあわ

せに暮
く

らしてほしい。 

8．上
じょう

越
えつ

で 幸
しあわ

せに暮
く

らしてほしい。 

9．上
じょう

越
えつ

に来
き

て、日
に

本
ほん

に来
き

てよかった。 

10．わたしたちの基
き

本
ほん

の考
かんが

え方
かた

なのです。 

11．新
にい

県
けん

内
ない

はもとより県
けん

外
がい

の市
し

からも外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

への

指
し

導
どう

要
よう

請
せい

が来
く

るほどです。 

13．いきなり日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

に入
い

れられる。 

14．外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

だけでなく、周
まわ

りの先
せん

生
せい

達
たち

や父
ふ

母
ぼ

のために 

   役
やく

立
だ

つ「学
がっ

校
こう

内
ない

用
よう

語
ご

集
しゅう

」も作
さく

成
せい

する。 

15．大
だい

事
じ

な使
し

命
めい

の一
ひと

つです。 

16．喜
よろこ

ばれることはなんでもしちゃう。 
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     第 22 課 上
じょう

越
え つ

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

(JOIN)   5196-5200 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

会話 1 

楊
よう

 ：エミさんの JOIN での思
おも

い出
で

は何
なん

ですか。 

エミ：たくさんありますよ。例
たと

えばお花
はな

見
み

、夏
なつ

まつり、世
せ

界
かい

の 料
りょう

理
り

や日
に

本
ほん

語
ご

スピーチコンテスト、小
しょう

旅
りょ

行
こう

なども

忘
わす

れられません。 

楊
よう

 ：お花
はな

見
み

や夏
なつ

祭
まつ

りってどんなことをするのですか。  

エミ：桜
さくら

の花
はな

の下
した

でご馳
ち

走
そう

を食
た

べたりお酒
さけ

をのんだり歌
うた

を 

歌
うた

ったりして、雪
ゆき

の多
おお

い 上
じょう

越
えつ

市
し

では桜
さくら

が咲
さ

くのを 

みんな本
ほん

当
とう

に楽
たの

しみにしているんですよ。 

楊
よう

 ：楽
たの

しそうですね。どこでするんですか。 

エミ：城
しろ

跡
あと

公
こう

園
えん

に 4000本
ぼん

もの 桜
さくら

の木
き

があって、ほとんどの 

      市
し

民
みん

は公
こう

園
えん

に行
い

きます。いろんなグループの人
ひと

と何
なん

回
かい

も 

      お花
はな

見
み

をするそうです。 

楊
よう

 ：夏
なつ

祭
まつ

りはにぎやかですか  

エミ：会
かい

社
しゃ

ごとや仲
なか

間
ま

同
どう

士
し

が揃
そろ

いのゆかたを着
き

てグループ 

   で民
みん

謡
よう

流
なが

しに参
さん

加
か

します。JOIN の｢連
れん

｣にはいつも 100 

   人
にん

くらいの外
がい

国
こく

人
じん

が参
さん

加
か

します。 

      それはそれは楽
たの

しい思
おも

い出
で

ですよ。 
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中譯 

第 22 課 上越國際交流協會(JOIN) 

        川室 京子 

楊 ：エミ小姐，妳在 JOIN 的回憶是什麼呢？ 

エミ：有好多耶！比如說：賞櫻大會、夏日祭典、世界的料理、日語

演講比賽、小小旅行等，都讓我難以忘懷。 

楊 ：賞櫻大會和夏日祭典都在做些什麼呢？ 

エミ：在櫻花樹下享用美食啦，喝喝酒啦，唱唱歌啦，在豪雪的上越 

      市，大家真的都很期待櫻花盛開哦！ 

楊 ：好像很開心的樣子耶！你們都在哪裡辦賞櫻大會呢？ 

エミ：城蹟公園有多達 4000 棵的櫻花樹，所以幾乎所有的市民都會到

城蹟公園賞櫻。聽說有些單位都辦好幾場賞櫻大會耶。 

楊 ：夏日祭典很熱鬧嗎？ 

エミ：每個公司或好友們，每人穿著同樣的浴衣，組成一個團體 

      參加民謡遊行，比如 JOIN 所組成的連(隊伍)就有大約 100 名 

      外國人参加。那真是，好快樂的回憶啊！ 

 

 

 

 

 

 



 102 

語彙と表現 

 

思
おも

い出
で

 回憶 例
たと

えば 例如;比如 

スピーチ 演講 コンテスト 比賽 

ご馳
ち

走
そう

 好吃的東西 ほとんど 幾乎;全部 

いろん 各式各樣的 グループ 團體 

仲
なか

間
ま

同
どう

士
し

 伙伴 揃
そろ

い 一樣的 

ゆかた 浴衣 民
みん

謡
よう

流
なが

し 祭典的活動 

連
れん

 隊伍 参
さん

加
か

する 參加 

 

課文重點解說 

1．お花
はな

見
み

や夏
なつ

祭
まつ

りってどんなことをするのですか。  

2．桜
さくら

の花
はな

の下
した

でご馳
ち

走
そう

を食
た

べたりお酒
さけ

をのんだり歌
うた

を 

歌
うた

ったりする。 

3．雪
ゆき

の多
おお

い 上
じょう

越
えつ

市
し

では桜
さくら

が咲
さ

くのをみんな本
ほん

当
とう

に楽
たの

しみに 

  しているんですよ。 

4．楽
たの

しそうですね。 

5．どこでするんですか。 

6．いろんなグループの人
ひと

と何
なん

回
かい

もお花
はな

見
み

をするそうです。 

7．会
かい

社
しゃ

ごとや仲
なか

間
ま

同
どう

士
し

が揃
そろ

いのゆかたを着
き

てグループに 

なって民
みん

謡
よう

流
なが

しに参
さん

加
か

します。 

8．それはそれは楽
たの

しい思
おも

い出
で

ですよ。 
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     第 23 課 上
じょう

越
え つ

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

(JOIN)   5201-5205 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

会話 2  

張
ちょう

 ：｢日
に

本
ほん

語
ご

スピーチコンテスト｣は、どんな外
がい

国
こく

人
じん

が参
さん

加
か

するのですか。 

エミ：どんな国
くに

でも、どんな仕
し

事
ごと

の人
ひと

でも参
さん

加
か

できます。 

民
みん

族
ぞく

衣
い

装
しょう

で出
で

る人
ひと

もいますよ。 

張
ちょう

 ：大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

の前
まえ

で話
はな

すのは、緊
きん

張
ちょう

しませんか。 

エミ：もちろん大
たい

変
へん

ですよ。でも、日
に

本
ほん

に来
き

てからのことを 

   話
はなし

すのですから、いろんな人
ひと

の経
けい

験
けん

や考
かんが

え方
かた

が 

   わかって、とても楽
たの

しいですよ。 

張
ちょう

 ：JOIN は難
むずか

しい仕
し

事
ごと

ばかりだと思
おも

っていましたが、 

   おもしろい事
こと

も多
おお

いのですね。 

エミ：イベントではないのですが、語
ご

学
がく

教
きょう

室
しつ

もいいですよ。 

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

教
きょう

室
しつ

は 留
りゅう

学
がく

生
せい

が先
せん

生
せい

をすることもあるんです。 

張
ちょう

 ：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

もあるんでしょう？ 

エミ：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

は週
しゅう

に 4回
かい

もあって、市
し

民
みん

がボランティア 

      として先
せん

生
せい

をしています。 

      上
じょう

越
えつ

市
し

には数
すう

十
じゅう

名
めい

もの市
し

民
みん

先
せん

生
せい

がいるんですよ。 

      これも JOIN の自
じ

慢
まん

の一
ひと

つですね。   
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中譯 

第 23 課 上越國際交流協會(JOIN) 

   川室 京子 

 張 ：｢日語演講比賽｣都是那些外國人參加呢？ 

エミ：什麼國家，什麼工作的人都能參加，還有人會穿民族服裝參加 

      哦！ 

 張 ：在那麼多人面前演講，不會緊張嗎？ 

エミ：當然很緊張啊！但是，因為是談每個人來日本以後的事，所以 

      可以知道許多人的經驗和想法，很開心哦！ 

 張 ：我一直以為「JOIN」的工作都只是在處理困難的事務，沒想到

還有許多有趣的事務。 

エミ：「JOIN」不只是辦活動，也有開語言課程哦！中文課程裡，也有

請留學生在當中文老師。 

 張 ：也有日語課程吧！ 

エミ：一週有 4 次日語課程，由市民義務來當老師，上越市有數十名的 

   市民老師哦！這也是「JOIN」引以為傲的事務之一。 
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語彙と表現 

 

出
で

る 參加 大
おお

勢
ぜい

 很多人 

緊
きん

張
ちょう

する 緊張 もちろん 當然;不用說 

大
たい

変
へん

 非常;辛苦 経
けい

験
けん

 經驗 

考
かんが

え方
かた

 想法 難
むずか

しい 困難的 

イベント 節目;活動 語
ご

学
がく

教
きょう

室
しつ

 語言課 

留
りゅう

学
がく

生
せい

 留學生 週
しゅう

 每週;一週 

ボランティア 義工;志工 自
じ

慢
まん

 驕傲的;自豪的 

 

 

課文重點解說 

1．どんな国
くに

でも、どんな仕
し

事
ごと

の人
ひと

でも参
さん

加
か

できます。 

2．大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

の前
まえ

で話
はな

すのは、緊
きん

張
ちょう

しませんか。 

3．日
に

本
ほん

に来
き

てからのことを話
はなし

すのです。 

4．JOIN は難
むずか

しい仕
し

事
ごと

ばかりだと思
おも

っていましたが、 

  おもしろい事
こと

も多
おお

いのですね。 

5．日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

は 週
しゅう

に 4回
かい

もある。 

6．市
し

民
みん

がボランティアとして先
せん

生
せい

をします。 

7．これも JOIN の自
じ

慢
まん

の一
ひと

つですね。   
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           第 24 課    佐渡島
さ ど し ま

      5206-5215 

                    斎
さい

藤
とう

 博
ひろ

文
ふみ

  

 佐渡島
さ ど し ま

は、日
に

本
ほん

の 中
ちゅう

部
ぶ

地
ちほう

方、新
にい

潟
がた

県
けん

の沖
おき

にある離
り

島
とう

で、

面
めん

積
せき

は東
とう

京
きょう

23区
く

の約
やく

1.4倍
ばい

もあります。日
に

本
ほん

の島
しま

の中
なか

で、沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

に次
つ

ぐ面
めん

積
せき

を持
も

ち、人
じん

口
こう

は約
やく

62,000人
にん

です。                                                               

  春
はる

、山
やま

の雪
ゆき

解
ど

けと同
どう

時
じ

に山
やま

開
びら

きが行
おこな

われる大
おお

佐
さ

渡
ど

山
さん

地
ち

で

は、雪
ゆき

割
わり

草
そう

を始
はじ

め様
さま

々
ざま

な山
やま

の花
はな

が咲
さ

き誇
ほこ

り、特
とく

にシラネア

オイの群
ぐん

生
せい

は日
に

本
ほん

一
いち

と言
い

われています。６月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

、佐
さ

渡
ど

の

「市
し

の花
はな

」に指
し

定
てい

されているトビシマカンゾウの大
だい

群
ぐん

生
せい

が

大
おお

野
の

亀
がめ

の一
いっ

帯
たい

を黄
き

色
いろ

く 彩
いろど

ります。海
うみ

辺
べ

ではワカメの水
みず

揚
あ

げ

が始
はじ

まり、鮮
せん

烈
れつ

な磯
いそ

の香
かお

りが 食
しょく

卓
たく

を包
つつ

みます。 

  夏
なつ

、日
に

本
ほん

の海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

100選
せん

に選
えら

ばれた二
ふた

ツ亀
がめ

海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

を

はじめ、佐
さ

渡
ど

には数
かず

多
おお

くの海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

があります。ヨットや

ジェットスキー、スキューバダイビングなどのマリンスポ

ーツもお好
この

みのままです。思
おも

いっきり海
うみ

を楽
たの

しんだ後
あと

は、水
すい

平
へい

線
せん

に沈
しず

む夕
ゆう

日
ひ

を眺
なが

めながらの夏
なつ

のひと時
とき

は忘
わす

れえぬ思
おも

い

出
で

になることでしょう。 

  秋
あき

、標
ひょう

高
こう

1172ｍの金
きん

北
ぽく

山
さん

は頂
ちょう

上
じょう

から順
じゅん

番
ばん

にあざやかな

紅葉
も み じ

の模
も

様
よう

をその身
み

にまとっていきます。秋
あき

は収
しゅう

穫
かく

の季
き

節
せつ

、

特
とく

産
さん

品
ひん

である「佐
さ

渡
ど

産
さん

コシヒカリ」や「おけさ柿
かき

」も収
しゅう

穫
かく

の

最
さい

盛
せい

期
き

を迎
むか

え、島
とう

内
ない

各
かく

地
ち

で 収
しゅう

穫
かく

を祝
いわ

う秋
あき

祭
まつ

りが開
かい

催
さい

されま

す。 
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  冬
ふゆ

、食
しょく

の 宝
たから

島
じま

としての佐
さ

渡
ど

を最
さい

大
だい

に堪
たん

能
のう

できる季
き

節
せつ

です。

代
だい

表
ひょう

格
かく

の寒
かん

ブリをはじめ、ベニズワイガニ、南
なん

蛮
ばん

エビ、牡
か

蠣
き

などが旬
しゅん

を迎
むか

え、冬
ふゆ

の味
み

覚
かく

を堪
たん

能
のう

するイベントも多
た

数
すう

開
かい

催
さい

されます。島
しま

の至
いた

る 所
ところ

に湧
わ

き出
で

る温
おん

泉
せん

で冷
ひ

えた体
からだ

を温
あたた

め

た後
あと

、しぼりたての日
に

本
ほん

酒
しゅ

とともに美
お

味
い

しい冬
ふゆ

の味
み

覚
かく

に舌
した

鼓
つづみ

を打
う

つのは何
なん

とも言
い

えない贅
ぜい

沢
たく

です。 

  佐
さ

渡
ど

は金
きん

山
ざん

の島
しま

として有
ゆう

名
めい

です。歴
れき

史
し

上
じょう

で佐
さ

渡
ど

が注
ちゅう

目
もく

さ

れたのも、金
きん

銀
ぎん

山
ざん

の発
はっ

見
けん

からと言
い

えます。江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

直
ちょっ

轄
かつ

の天
てん

領
りょう

として、金
きん

銀
ぎん

山
ざん

の開
かい

発
はつ

が進
すす

められ、日
に

本
ほん

で最大
さいだい

、世
せ

界
かい

で

も有数
ゆうすう

な金銀鉱山
きんぎんこうざん

のある島
しま

として知
し

られています。金
きん

山
ざん

の

開
かい

発
はつ

により全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から人
ひと

々
びと

が集
あつ

まり、そこで独
どく

特
とく

の文
ぶん

化
か

も生
う

まれました。鬼
おに

太
たい

鼓
こ

や文
ぶん

弥
や

人
にん

形
ぎょう

などの佐
さ

渡
ど

を代
だい

表
ひょう

する

郷
きょう

土
ど

芸
げい

能
のう

は、島
しま

の各
かく

地
ち

集
しゅう

落
らく

で今
いま

でも根
ね

強
づよ

く受
う

け継
つ

がれてい

ます。 

  佐
さ

渡
ど

は、これらの観
かん

光
こう

素
そ

材
ざい

がぎっしりと詰
つ

まった人
にん

情
じょう

あ

ふれる島
しま

です。 

 

  

 

                                                                     

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

斎
さい

藤
とう

 博
ひろ

文
ふみ

  

出
しゅっ

身
しん

：佐
さ

渡
ど

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

：佐
さ

渡
ど

市
し

役
やく

所
しょ

 公
こう

務
む

員
いん
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中譯 

第 24 課    佐渡島 

                        齋藤 博文  

   佐渡島位於日本中部的北方，是隸屬於新瀉縣的一個離島，面積

約為東京 23 區的 1.4 倍，在日本島嶼中，面積僅次於沖繩本島，人口

約有 62,000 人。                                                               

    每年春天，當山上積雪開始溶化的同時，大佐渡山上便會舉辦開

山活動，以「雪割草」為首，各種山花盛開，特別是白根葵花群生的

面積堪稱日本第一。6 月上旬，被指定為佐渡市花的鮮黃花群體綻放，

將大野龜一帶全面染黄，海邊也開始摘海菜，強烈的海岸的香味，讓

餐桌四處飄香。 

    佐渡島有許多海水浴場，每到夏日，以被選為日本百大海水浴塲

的二龜海水浴塲為首，有帆船、水上摩托車、潛水等各種海上運動任

君挑選。在盡情的享受海水浴之後，遠眺夕陽沉入水平線的夏日時光，

將會成為令人難忘的回憶吧！ 

    秋天，標高 1172 公尺的金北山上，從山頂開始，很有層次地逐漸

染成豔麗的楓紅。豐饒的秋收時節，也是特産品「佐渡越光米」和「酒

柿」的盛產期，島上各地會舉辦慶祝豐收的「秋祭」。 

   冬天，是號稱「美食寶島」的佐渡最能盡情享受的季節。為了迎

接最具代表性的寒鰤、紅帝王蟹、南蠻蝦、牡蠣等的盛產期，島上舉

辦了許多可以盡情挑戰冬日味蕾的美食活動。你也可以利用島上各地

湧出的温泉泡暖了身體後，再和剛榨成的日本酒一起享用，那真是不

可言喻的奢侈享受。 

    佐渡以號稱「金山之島」而聞名。在歷史上，佐渡島是從發現金

銀的礦山後才受到矚目的。做為江戸幕府的直轄領地，佐渡開始進行

金銀山的開採，並以擁有日本最大且是世上數一數二的金銀礦山而聞

名於世。因為開採金山全國各地的人蜂擁而至，並在島上發展出獨特

的文化。「鬼太鼓」和「文彌人形」（布袋戲）等代表佐渡的鄉土藝術，

至今仍在島上各地根深蒂固傳承著。 

    滿載著以上所說的這些觀光資源，佐渡真是個充滿人情味的海島。 
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語彙と表現 

 

属
ぞく

する 隸屬 離
り

島
とう

 離島 

次
つ

ぐ 接着;之後 雪
ゆき

解
ど

け 溶雪 

咲
さ

き誇
ほこ

る 盛開 香
かお

り 香味 

選
えら

ばれる 被選中 お好
この

み 喜好 

思
おも

いっきり 盡情 ひと時
とき

 一段時光 

頂
ちょう

上
じょう

 山頂 順
じゅん

番
ばん

 照順序 

あざやか 鮮豔的 模
も

様
よう

 模樣 

身
み

にまとう 纏身 収
しゅう

穫
かく

 收穫 

祝
いわ

う 慶祝 堪
たん

能
のう

する 十分滿足 

旬
しゅん

 季節 至
いた

る 所
ところ

 到處; 各地 

湧
わ

き出
で

る 湧出 冷
ひ

える 冰冷 

温
あたた

める 使之溫暖 しぼりたて 現榨的，剛擠出來的 

舌
した

鼓
つづみ

を打
う

つ (台語:誇獎得彈舌) 贅
ぜい

沢
たく

 奢侈 

注
ちゅう

目
もく

される 受注目 発
はっ

見
けん

 發現 

直
ちょっ

轄
かつ

 直轄 進
すす

める 進行 

郷
きょう

土
ど

芸
げい

能
のう

 鄉土藝術 根
ね

強
づよ

い 根深蒂固 

受
う

け継
つ

ぐ 傳承 ぎっしりと 塞得滿滿的 

詰
つ

まった 裝得滿滿的 あふれる 充滿，洋溢 
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課文重點解說 

 

1．沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

に次
つ

ぐ面
めん

積
せき

を持
も

ちます。                                                               

2．春
はる

、山
やま

の雪
ゆき

解
ど

けと同
どう

時
じ

に山
やま

開
びら

きが 行
おこな

われる。 

3．佐
さ

渡
ど

の「市
し

の花
はな

」に指
し

定
てい

されているトビシマカンゾウの 

  大
だい

群
ぐん

生
せい

が大
おお

野
の

亀
がめ

の一
いっ

帯
たい

を黄
き

色
いろ

く 彩
いろど

ります。 

4．日
に

本
ほん

の海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

100選
せん

に選
えら

ばれた。 

5．お好
この

みのままです。 

6. 夏
なつ

のひと時
とき

は忘
わす

れえぬ思
おも

い出
で

になることでしょう。 

7.しぼりたての日
に

本
ほん

酒
しゅ

とともに美
お

味
い

しい冬
ふゆ

の味
み

覚
かく

に舌
した

鼓
つづみ

を 

 打
う

つのは何
なん

とも言
い

えない贅
ぜい

沢
たく

です。 

8．金
きん

山
ざん

の開
かい

発
はつ

により全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から人
ひと

々
びと

が集
あつ

まり、そこで独
どく

   

 特
とく

の文
ぶん

化
か

も生
う

まれました。 

9．佐
さ

渡
ど

を代
だい

表
ひょう

する郷
きょう

土
ど

芸
げい

能
のう

は、島
しま

の各
かく

地
ち

集
しゅう

落
らく

で今
いま

でも根
ね

  

 強
づよ

く受
う

け継
つ

がれています。 
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       第 25 課 上越教育大学
じょうえつきょういくだいがく

     5216-5225 

鄭
ジョン

 新
シン

喜
ヒ

 

上
じょう

越
えつ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

は、新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

に本
ほん

部
ぶ

を置
お

く日
に

本
ほん

の国
こく

立
りつ

大
だい

学
がく

です。上
じょう

越
えつ

市
し

は、冬
ふゆ

は寒
さむ

く雪
ゆき

の多
おお

い地
ち

域
いき

で、日
に

本
ほん

 

スキー発
はっ

祥
しょう

の地
ち

としても知
し

られています。 

  豊
ほう

富
ふ

で新
しん

鮮
せん

な雪
ゆき

溶
ど

け水
みず

と、きれいな空
くう

気
き

のある自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

で作
つく

られたお米
こめ

は、美
お

味
い

しいと評
ひょう

判
ばん

です。水
みず

と米
こめ

が美
お

味
い

しい地
ち

域
いき

の特
とく

性
せい

を生
い

かして造
つく

られた地
じ

酒
ざけ

も有
ゆう

名
めい

です。 

 また、直
なお

江
え

津
つ

港
こう

で揚
あ

がる新
しん

鮮
せん

な 魚
さかな

も自
じ

慢
まん

の一
ひと

つです。 

このように自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

に恵
めぐ

まれた 上
じょう

越
えつ

市
し

に、 教
きょう

員
いん

の 教
きょう

育
いく

・養
よう

成
せい

を目
もく

的
てき

として、1978年
ねん

に上
じょう

越
えつ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

は開
かい

学
がく

しま

した。 

大
だい

学
がく

院
いん

在
ざい

学
がく

生
せい

600人
にん

のうち、約
やく

150人
にん

が 小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

の 

現
げん

職
しょく

教
きょう

員
いん

です。教
きょう

員
いん

を目
め

指
ざ

して勉
べん

強
きょう

に励
はげ

む学
がく

生
せい

にとっては、 

授
じゅ

業
ぎょう

などで、現
げん

職
しょく

教
きょう

員
いん

の経
けい

験
けん

・知
ち

識
しき

を直
じか

に教
おそ

わり、教
きょう

育
いく

に 

ついて語
かた

り合
あ

える場
ば

になっています。 

自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれた環
かん

境
きょう

の中
なか

、大
だい

学
がく

のキャンパスに隣
りん

接
せつ

してい

る学
がく

生
せい

宿
しゅく

舎
しゃ

には、北
きた

は北
ほっ

海
かい

道
どう

から 南
みなみ

は沖
おき

縄
なわ

県
けん

まで全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から集
あつ

まった 700人
にん

以
い

上
じょう

の学
がく

生
せい

が入
にゅう

居
きょ

しています。 
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また、外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

は 32人
にん

在
ざい

籍
せき

し、ほとんど全
ぜん

員
いん

が国
こく

際
さい

学
がく

生
せい

宿
しゅく

舎
しゃ

に 入
にゅう

居
きょ

しています。 

大
だい

学
がく

では、留
りゅう

学
がく

生
せい

のために「 留
りゅう

学
がく

生
せい

補
ほ

強
きょう

プログラム」

を設
もう

け、留
りゅう

学
がく

生
せい

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を図
はか

っています。 

また、留
りゅう

学
がく

生
せい

の研
けん

究
きゅう

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

だけでなく、毎
まい

年
とし

２月
がつ

の

「 留
りゅう

学
がく

生
せい

スキーのつどい」を皮
かわ

切
き

りに、４月
がつ

に日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

夜
よ

桜
ざくら

として有
ゆう

名
めい

な高
たか

田
だ

公
こう

園
えん

で開
ひら

かれる「お花
はな

見
み

会
かい

」、５月
がつ

の

「 上
じょう

越
えつ

地
ち

域
いき

の散
さん

策
さく

」、９月
がつ

の「研
けん

修
しゅう

ツアー」など様
さま

々
ざま

な 

催
もよお

しを通
とお

して、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

を体
たい

感
かん

できるような 留
りゅう

学
がく

生
せい

交
こう

流
りゅう

の 充
じゅう

実
じつ

・発
はっ

展
てん

にも力
ちから

を注
そそ

いでいます。 

 留
りゅう

学
がく

生
せい

たちは、このような活
かつ

動
どう

を通
とお

して、みんながお互
たが

い

に親
しん

交
こう

を深
ふか

めながら、 充
じゅう

実
じつ

した留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

を送
おく

っています。 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

：
 

鄭
ジョン

 新
シン

喜
ヒ

 

出
しゅっ

身
しん

：韓
かん

国
こく

・釜
ぷ

山
さん

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

： 上
じょう

越
えつ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

修
しゅう

了
りょう

生
せい
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中譯 

第 25 課 上越教育大學 

                       鄭 新喜 

  上越教育大學是國立大學，校本部設在新瀉縣上越市。上越市冬

日寒冷多雪，因是日本的滑雪發祥地而享有盛名。 

    受惠於豐富而新鮮的溶雪和大自然的新鮮空氣，當地栽種出來的

稻米，美味可口，素享美譽。利用好水好米的地域特性所生產出來的

地方酒也很有名。 

   此外，從直江津港口上岸的新鮮魚獲也是上越市自豪的特色之一。 

  如此受惠於大自然恩澤的上越市，於 1978 年成立了以培育教師，

培養教師為目的的上越教育大學。其中，研究所 600 名學生當中，約

有 150 名是小學、中學的現職教師。對每一個用功學習，將來想成為

教師的學生而言，上越教育大學是一個「可以透過上課方式直接得到

現任教師的經驗與知識教導，並針對教育相關問題共同討論」的學習

環境。 

  在受惠於大自然恩澤的環境中，學生宿舍與大學校園比鄰相連。 

學生宿舍裡住著北從北海道，南至沖繩縣來的 700 多名學生。目前 2012

年有 32 名外國留學生在學，幾乎都住在國際學生宿舎裡。 

  上越教育大學還特別為了留學生開設「留學生加強課程」，以提

升留學生的日語能力。此外，不單是對留學生的研究活動提供支援，

以每年 2 月舉辦的「留學生滑雪集會」為開端，4 月在高田公園(以日

本三大夜櫻之一而聞名)舉辦「賞櫻大會」，5 月舉辦「上越地區散步」，

9 月舉辦「研習旅行」等，上越教育大學提供許多能夠體會日本文化

的活動，致力於留學生交流的充實與發展。 

   留學生們透過這些活動，可以增進彼此的了解與往來，並渡過充

實的留學生活。 
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語彙と表現 
 

本
ほん

部
ぶ

 校本部 置
お

く 放置 

地
ち

域
いき

 地區 発
はっ

祥
しょう

 發源 

豊
ほう

富
ふ

 豐富的 雪
ゆき

溶
と

け 溶雪 

評
ひょう

判
ばん

 評價 特
とく

性
せい

 特性 

生
い

かす 活用 地
じ

酒
ざけ

 當地生產的酒 

養
よう

成
せい

 培養 目
もく

的
てき

 目的 

設
もう

ける 設置 小
しょう

学
がっ

校
こう

 小學 

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 國中 現
げん

職
しょく

 現職，現任 

目
め

指
ざ

す 朝向某目標 励
はげ

む 努力;勤勉 

知
ち

識
しき

 知識 直
じか

に 直接;親自 

教
おそ

わる 受教;學習 語
かた

り合
あ

える場
ば

 溝通;交流的場所 

キャンパス 校園 隣
りん

接
せつ

する 比鄰相連 

宿
しゅく

舎
しゃ

 宿舍 入
にゅう

居
きょ

する 入住 

在
ざい

籍
せき

する 在籍 ほとんど 幾乎 

お互
たが

い 互相 親
しん

交
こう

 深交;親密交往 

深
ふか

める 深入 充
じゅう

実
じつ

する 充實 

補
ほ

強
きょう

 補強，加強 プログラム 課程;節目表 

向
こう

上
じょう

 向上 図
はか

る 企圖;策劃 

支
し

援
えん

 支援，協助 つどい 集會 

皮
かわ

切
き

り 發端;起頭 散
さん

策
さく

 散步 

ツアー 團體旅行 様
さま

々
ざま

 各式各樣的 

催
もよお

し 集會;活動 体
たい

感
かん

する 親身體會 

注
そそ

ぐ 注入，傾入 立
た

ち寄
よ

る 順路到 
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課文重點解說 

1.上
じょう

越
えつ

市
し

は、冬
ふゆ

は寒
さむ

く雪
ゆき

の多
おお

い地
ち

域
いき

で、日
に

本
ほん

スキー発
はっ

祥
しょう

の 

   地
ち

としても知
し

られています。 

2．豊
ほう

富
ふ

で新
しん

鮮
せん

な雪
ゆき

溶
と

け水
みず

と、きれいな空
くう

気
き

のある自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

で作られたお米
こめ

は、美
お

味
い

しいと評
ひょう

判
ばん

です。 

3.水
みず

と米
こめ

が美
お

味
い

しい地
ち

域
いき

の特
とく

性
せい

を生
い

かして造
つく

られた地
じ

酒
ざけ

も 

  有
ゆう

名
めい

です。 

4.大
だい

学
がく

院
いん

在
ざい

学
がく

生
せい

600人
にん

のうち、約
やく

150人
にん

が小
しょう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

の 

  現
げん

職
しょく

教
きょう

員
いん

です。 

5.教
きょう

員
いん

を目
め

指
ざ

して勉
べん

強
きょう

に励
はげ

む学
がく

生
せい

にとっては、教
きょう

育
いく

に 

 ついて語
かた

り合
あ

える場
ば

になっています。 

6.留
りゅう

学
がく

生
せい

の人
にん

数
ずう

が少
すく

ない分
ぶん

、みんながお互
たが

いに親
しん

交
こう

を    

  深
ふか

めながら、充
じゅう

実
じつ

した 留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

を送
おく

っています。 

7.大
だい

学
がく

では、留
りゅう

学
がく

生
せい

のために「外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

補
ほ

強
きょう

 

  プログラム」を設
もう

けます。 

8.留
りゅう

学
がく

生
せい

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

向
こう

上
じょう

を図
はか

っています。 

9.毎
まい

年
とし

２月
がつ

の「留
りゅう

学
がく

生
せい

スキーのつどい」を皮
かわ

切
き

りに、４月
がつ

に 

 日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

夜
よ

桜
ざくら

として有
ゆう

名
めい

な高
たか

田
だ

公
こう

園
えん

で開
ひら

かれます。 

10.上
じょう

越
えつ

にお越
こ

しの際
さい

には、 上
じょう

越
えつ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

にぜひ一
いち

度
ど

 

  お立
た

ち寄
よ

りください。 
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      第 26 課 上越教育大学
じょうえつきょういくだいがく

      5226-5235 

鄭
ジョン

 新
シン

喜
ヒ

 

会話 

石
いし

川
かわ

：邱
きゅう

さん、上
じょう

越
えつ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

に 留
りゅう

学
がく

していた時
とき

に、一
いち

番
ばん

印
いん

象
しょう

深
ぶか

いというか、楽
たの

しかったことは何
なん

ですか。 

邱
きゅう

 :うん～。いろいろありますけど。 

   初
はじ

めて学
がっ

校
こう

へ行
い

った日
ひ

は 4月
がつ

8日
か

だったんですよ。 

     それから、すぐ 桜
さくら

が咲
さ

いて「お花
はな

見
み

会
かい

」に参
さん

加
か

した 

   んです。その 桜
さくら

の美
うつく

しい様
よう

子
す

が一
いち

番
ばん

印
いん

象
しょう

的
てき

でしたね。 

石
いし

川
かわ

：その花
はな

見
み

会
かい

があったのは高
たか

田
だ

公
こう

園
えん

でしたか？ 

邱
きゅう

 : ええ、そうですよ。 

石
いし

川
かわ

：高
たか

田
だ

公
こう

園
えん

は、青
あお

森
もり

県
けん

の弘
ひろ

前
さき

公
こう

園
えん

と東
とう

京
きょう

上
うえ

野
の

の恩
おん

賜
し

公
こう

園
えん

と 

      共
とも

に、日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

夜
よ

桜
ざくら

として有
ゆう

名
めい

なところですよ。 

邱
きゅう

 :本
ほん

当
とう

にそうですね。ライトアップした 桜
さくら

のトンネルが 

     とてもきれいでしたね。 

石
いし

川
かわ

：その花
はな

見
み

会
かい

には、留
りゅう

学
がく

生
せい

だけで行
い

ったんですか。 
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邱
きゅう

 : 学
がっ

校
こう

の何
なん

人
にん

かの先
せん

生
せい

と日
に

本
ほん

人
じん

の学
がく

生
せい

も一
いっ

緒
しょ

に行
い

って

くれました。桜
さくら

の木
き

の下
した

でおいしいものをたべたり、

歌
うた

を歌
うた

ったりして本当
ほんとう

に楽
たの

しかったです。 

石
いし

川
かわ

：おー、国
こく

際
さい

色
しょく

豊
ゆた

かな花
はな

見
み

会
かい

だったんですね。友
とも

達
だち

も

いっぱいできて、きっと 邱
きゅう

さんにはいい経
けい

験
けん

になっ

たでしょうね。 

邱
きゅう

 :そうなんですよ。それは私の 留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

の中
なか

で忘
わす

れら

れない思
おも

い出
で

の一
ひと

つです。 
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中譯 

第 26 課 上越教育大學 

  鄭 新喜 

石川：邱小姐，妳在上越教育大學留學時，印象最深刻或是最快樂的

事是什麼呢？ 

  邱 :嗯～。有好多好多耶…。初到學校那一天是 4 月 8 日。之後，

櫻花馬上就開了，我就參加了「賞櫻大會」的活動。那時，櫻

花盛開的美景是最令我印象深刻的了。 

石川：「賞櫻大會」是在「高田公園」舉行的嗎？ 

  邱 : 是啊！ 

石川：「高田公園」與青森縣的「弘前公園」和東京上野的「恩賜公園」是

以「日本三大夜櫻」而聞名的地方哦！ 

 邱 : 真的是這樣耶！點燈後的櫻花隧道，真的非常漂亮！ 

石川：「賞櫻大會」只有留學生參加嗎？ 

  邱：學校也有幾位老師和日本學生也一起參加了。在櫻花樹下吃好

吃的東西啦，唱唱歌啦，真的好開心！ 

石川：哦，那真是個充滿國際色彩的「賞櫻大會」啊！又可以交到許      

多朋友，我想對妳而言，一定是個很棒的體驗，是吧！ 

  邱：就是啊！那可是我留學生活中最難忘的回憶之一哦！ 
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語彙と表現 
 

印
いん

象
しょう

深
ぶか

い 印象深刻 初
はじ

めて 第一次 

様
よう

子
す

 模樣 印
いん

象
しょう

的
てき

 印象 

ライトアップする 點燈 
トンネル 

隧道 

国
こく

際
さい

色
しょく

 國際性的 豊
ゆた

か 豐富的 

いっぱい 很多的;滿滿的 経
けい

験
けん

 經驗 

忘
わす

れられない 無法忘懷 思
おも

い出
で

 回憶 

 

課文重點解說 

 

1．一
いち

番
ばん

印
いん

象
しょう

深
ぶか

いというか、楽
たの

しかったことは何
なん

ですか。 

2．その桜
さくら

の美
うつく

しい様
よう

子
す

が一
いち

番
ばん

印
いん

象
しょう

的
てき

でしたね。 

3．高
たか

田
だ

公
こう

園
えん

は、青
あお

森
もり

県
けん

の弘
ひろ

前
さき

公
こう

園
えん

と東
とう

京
きょう

上
うえ

野
の

の恩
おん

賜
し

公
こう

園
えん

と

ともに、日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

夜
よ

桜
ざくら

として有
ゆう

名
めい

なところですよ。 

4．日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

夜
よ

桜
ざくら

として有
ゆう

名
めい

なところですよ。 

5．学
がっ

校
こう

の何
なん

人
にん

かの先
せん

生
せい

と日
に

本
ほん

人
じん

の学
がく

生
せい

も一
いっ

緒
しょ

に行
い

って 

   くれました。 

6．桜
さくら

の木
き

の下
した

でおいしいものをたべたり、歌
うた

を歌
うた

ったり 

して本当
ほんとう

に楽
たの

しかったんです。 

7．きっと邱
きゅう

さんにはいい経
けい

験
けん

になったでしょうね。 

8．それは私の留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

の中
なか

で忘
わす

れられない思
おも

い出
で

の一
ひと

つ 

です。 
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諺
ことわざ

 

1． 青
あお

は藍
あい

より出
い

でて 藍
あい

より青
あお

し 

2． 言
い

いたいことは明
あ

日
す

言
い

え 

3． 上
うえ

には上
うえ

がある 

4． 蝦
えび

で鯛
たい

を釣
つ

る 

5． 老
お

いたる馬
うま

は道
みち

を忘
わす

れず 

6． 同
あな

じ釜
かま

の飯
めし

を食
く

う 

7． 金
かね

は天下
てんか

の回
まわ

り物
もの

 

8． 尻
しり

に火
ひ

がつく 

9． 鬼
おに

の念
ねん

仏
ぶつ

 

10． 尺
しゃく

で鯛
たい

を釣
つ

る 

11． 拙
つたな

さは勤
きん

 勉
べん

で補
おぎな

え 

12． 火
ひ

のない 所
ところ

には 煙
けむり

は立
た

たぬ 

13． 獄
ごく

極
ごく

楽
らく

はこの世
よ

にある 

14． 押
お

し付
つ

けられた縁
えん

は続
つづ

かない 

15． 身
み

から出
で

た錆
さび

 

16． 見
み

栄
え

を張
は

る 

17． 捨
す

てる神
かみ

あれば助
たす

ける神
かみ

あり 
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18．  鉄
てつ

は熱
あつ

いうちに打
う

て 

19．  思
おも

いも寄
よ

らないことだ 

20．  能
のう

ある鷹
たか

は爪
つめ

を隠
かく

す 

21．  相
あい

手
て

のない喧
けん

嘩
か

はできぬ 

22．  足
あし

下
もと

に火
ひ

がつ 

23．  頭
あたま

隠
かく

して尻
しり

隠
かく

さず 

24．  あちら立
た

てればこちらが立
た

たぬ 

25．  案
あん

ずるより生
う

むが易
やす

い 

26．  井
い

の中
なか

の 蛙
かわず

大
たい

海
かい

を知
し

らず 

27．  一
いち

文
もん

惜
お

しみの 百
ひゃく

失
うしな

い 

28．  一
いっ

挙
きょ

両
りょう

得
とく

 

29．  一
いっ

髪
ぱつ

千
せん

鈞
きん

を引
ひ

く 

30．  牛
うし

に対
たい

して琴
こと

を弾
だん

ず 

31．  後
うしろ

髪
がみ

を引
ひ

かれる 

32．  鵜
う

のまねをする 烏
からす

 

33．  裏
うら

には裏
うら

がある 

34．  噂
うわさ

をすれば影
かげ

がさす 

35．  英
えい

雄
ゆう

色
いろ

を好
この

む 
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36． 大
おお

風
ぶ

呂
ろ

敷
しき

を広
ひろ

げる 

37． 岡
おか

目
め

八
はち

目
もく

 

38． 鬼
おに

の目
め

にも 涙
なみだ

 

39． おぶえば抱
だ

かりよう 

40． 隠
かく

すことは現
あら

われる 

41． 河童
かっぱ

に水
すい

練
れん

 

42． 金
かね

の切
き

れ目
め

が縁
えん

の切
き

れ目
め

 

43． 株
かぶ

を守
まも

りて 兎
うさぎ

を待
ま

つ 

44． 可
か

愛
わい

いい子
こ

には旅
たび

をさせよ 

45． 巻
かん

を開
ひら

けば益
えき

あり 

46． 堪
かん

忍
にん

袋
ぶくろ

の緒
お

が切
き

れる 

47． 急
きゅう

行
こう

列
れっ

車
しゃ

で花
はな

見
み

をする 

48． 九
きゅう

仞
じん

の功
こう

を一
いっ

簣
き

に欠
か

く 

49． 今日
きょう

は今日
きょう

，明
あ

日
す

は明
あ

日
す

 

50． 郷
ごう

に人
い

れば郷
ごう

に 従
したが

え 

51． 苦
くる

しい時
とき

の神
かみ

だのみ 

52． 朱
しゅ

に交
まじ

われば赤
あか

くなる 
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      長青天地 

 

   生活日語講義（6） 
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         第 27 課 上
じょう

越
えつ

まつり     6001-6010 

                                     高
たか

倉
くら

 則
のり

男
お

 

冬
ふゆ

に東
とう

京
きょう

駅
えき

から上
じょう

越
えつ

新
しん

幹
かん

線
せん

に乗
の

り、群
ぐん

馬
ま

県
けん

の長
なが

いトンネ

ルを抜
ぬ

けると白
はく

銀
ぎん

の世
せ

界
かい

が迎
むか

えてくれます。白
はく

銀
ぎん

の最
さい

初
しょ

の

駅
えき

は、越
えち

後
ご

湯
ゆ

沢
ざわ

駅
えき

です。越
えち

後
ご

湯
ゆ

沢
ざわ

駅
えき

で、特
とっ

急
きゅう

はくたかに乗
の

り

換
か

え約
やく

1時
じ

間
かん

、直
なお

江
え

津
つ

駅
えき

に着
つ

きます。そこが新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

で

す。 

 新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

は、面
めん

積
せき

約
やく

970 キロ平米
へいべい

、人
じん

口
こう

約
やく

20万
まん

人
にん

の都
と

市
し

で、平
へい

野
や

部
ぶ

、山
さん

間
かん

部
ぶ

、海
かい

岸
がん

部
ぶ

と変
へん

化
か

に富
と

んだ地
ち

形
けい

を有
ゆう

し、

あわせて四
し

季
き

の変
へん

化
か

が、はっきりしている自
し

然
ぜん

にめぐまれ

た都
と

市
し

です。特
とく

に冬
ふゆ

は、全
ぜん

国
こく

有
ゆう

数
すう

の豪
ごう

雪
せつ

地
ち

帯
たい

として知
し

られ

ています。 

 今
こん

回
かい

は、上
じょう

越
えつ

市
し

のお祭
まつ

りについて紹
しょう

介
かい

します。上
じょう

越
えつ

市
し

で

伝
でん

統
とう

のお祭
まつ

りというと「 上
じょう

越
えつ

まつり」です。 

  昔
むかし

は、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

といわれていましたが、高
たか

田
だ

市
し

と直
なお

江
え

津
つ

市
し

が

合
がっ

併
ぺい

して 上
じょう

越
えつ

市
し

となった時
とき

に「 上
じょう

越
えつ

まつり」と名
な

前
まえ

を変
か

え

ました。 

   上
じょう

越
えつ

まつりは、毎
まい

年
とし

7月
がつ

23日
にち

から 7月
がつ

29日
にち

に 行
おこな

われます。   

直
なお

江
え

津
つ

地
ち

区
く

にある八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

の「おみこし」が、23日
にち

から 26日
にち

までは城
じょう

下
か

町
まち

高
たか

田
た

地
ち

区
く

を、26日
にち

から 28日
にち

までは港
みなと

町
まち

直
なお

江
え

津
つ
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地
ち

区
く

を渡
と

御
ぎょ

します。おみこしは、その 町
ちょう

内
ない

の人
ひと

たちが町
ちょう

内
ない

を

かついで歩
ある

き、次
つぎ

の町
ちょう

内
ない

の人
ひと

たちに渡
わた

します。 

  リレーのようにおみこしは、次
つぎ

の 町
ちょう

内
ない

へ、また次
つぎ

の町
ちょう

内
ない

へ

と引
ひ

き渡
わた

されていきます。 

また、上
じょう

越
えつ

まつりの期
き

間
かん

中
ちゅう

は、花
はな

火
び

大
たい

会
かい

、みこしの川
かわ

下
くだ

り、

民
みん

謡
よう

流
なが

し、マーチングパレード、歩
ほ

行
こう

者
しゃ

天
てん

国
ごく

でのパフォーマ

ンスなど多
た

彩
さい

なイベントが開
かい

催
さい

されます。 

そして、最
さい

終
しゅう

日
び

の 29日
にち

に上
じょう

越
えつ

まつり一
いち

番
ばん

の見
み

どころ、 

「お饌
せん

米
まい

奉
ほう

納
のう

」が行
おこな

われます。五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

を祈
き

願
がん

して、お饌
せん

米
まい

を八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

に奉
ほう

納
のう

するのです。港
みなと

町
まち

直
なお

江
え

津
つ

地
ち

区
く

19町
ちょう

内
ない

の

若
わか

者
もの

が、俵
たわら

に入
はい

ったお饌
せん

米
まい

をそれぞれの町
ちょう

内
ない

の屋
や

台
たい

に乗
の

せ、

笛
ふえ

太
だい

鼓
こ

で囃
はや

しながら練
ね

り歩
ある

きます。 

  八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

の参
さん

道
どう

前
まえ

からは、若
わか

者
もの

がお饌
せん

米
まい

を肩
かた

に担
かつ

ぎ、神
じん

社
じゃ

の中
なか

へ威
い

勢
せい

よく走
はし

って行
い

きます。そして神
じん

社
じゃ

に奉
ほう

納
のう

して、上
じょう

越
えつ

まつりは終
お

わります。 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

高
たか

倉
くら

則
のり

夫
お

 

出
しゅっ

身
しん

：新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

：事
じ

務
む

員
いん
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中譯 

第 27 課 上越祭 

                                                  高倉  則男 

  冬天，從「東京車站」東京車站搭乘「上越新幹線」，只要一穿過

群馬縣的長長的隧道就有一個銀白世界在迎接我們。這銀白世界的第

一站是越後湯澤車站。在越後湯澤車站轉乘特快列車「はくたか」號，

約莫 1 個小時便可抵達直江津車站，那裡就是新瀉縣的上越市。 

   新瀉縣上越市是一個面積約 970 平方公里，人口約 20 萬人的都

市，擁有平原區、山區、海岸區等饒富變化的地形，是一個四季分明，

自然景觀多變的城市，特別是以冬季下豪雪的地帶在日本屈指可數而

聞名。 

   藉此機會，讓我來介紹上越市的祭典。提起上越市的傳統祭典，就

不得不提到是「上越祭」了。上越祭從前叫做祇園祭，在高田市與直江

津市合併成上越市後，改稱為上越祭。上越祭在每年的 7 月 23 日到 7

月 29 日舉行。直江津地區八坂神社的神轎從 23 日至 26 日間，神明會出

巡到城下町的高田地區，26 日到 28 日間神明到港町直江津地區出巡，

神轎由該村莊裡的人抬著遊行，然後交給下一個村莊的人，像接力賽一

樣，神轎一個村莊又下一個村莊地移駕下去。 

  此外，在上越祭的這段時間裡，市民們會舉辦煙火大會、神轎放水

流、民謡走唱、軍樂隊遊行等等活動，並在行人專用步道上表演節目，

活動多彩多姿。 

  最後一天的 7 月 29 日，上越祭的壓軸好戲登埸，「白米奉納」儀式

是為了祈求五穀豐收，向「八坂神社」奉納白米的一種儀式。港町直江

津地區共 19 個村莊的年輕人，將裝在草袋子裡的白米，放在各自的「花

車」上，邊吹笛打鼓邊繞街遊行。 

    從八坂神社大門前的參拜大道，年輕人肩上扛著白米，氣勢十足

的走向八坂神社，接過奉納的白米，貢奉給神社後，「上越祭」就此劃

下句點。 
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語彙と表現 
 

トンネル 隧道 抜
ぬ

ける 穿過; 

白
しろ

銀
がね

 白銀 最
さい

初
しょ

 最初 

乗
の

り換
か

える 轉乘 約
やく

 大約 

着
つ

く 到達 富
と

む 富有，豐富 

地
ち

形
けい

 地形 有
ゆう

する 擁有 

はっきり 清楚的，明白帛 合
がっ

併
ぺい

する 合併 

変
か

える 改變 おみこし 神轎 

渡
と

御
ぎょ

する 神明出巡 担
かつ

ぐ 扛，擔 

引
ひ

き渡
わた

す 交給;提交 歩
ほ

行
こう

者
しゃ

天
てん

国
ごく

 行人專用步道 

パフォーマンス 表演 多
た

彩
さい

 多彩多姿 

イベント 活動 最
さい

終
しゅう

日
び

 最後一天 

奉
ほう

納
のう

 奉納;奉獻 五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

 五穀豐收 

祈
き

願
がん

する 祈願，祈求 若
わか

者
もの

 年輕人 

俵
たわら

 裝米的草袋子 それぞれ 各自，各別 

囃
はや

す 伴奏 練
ね

り歩
ある

く 遊行;緩步前進 

威
い

勢
せい

よい 氣勢十足 走
はし

る 跑 
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課文重點解說 

 

1．群
ぐん

馬
ま

県
けん

の長
なが

いトンネルを抜
ぬ

けると白
しろ

銀
がね

の世
せ

界
かい

が迎
むか

えて 

  くれます。 

2．新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

は平
へい

野
や

部
ぶ

、山
さん

間
かん

部
ぶ

、海
かい

岸
がん

部
ぶ

と変
へん

化
か

に富
と

んだ 

  地
ち

形
けい

を有
ゆう

する。 

3．あわせて四
し

季
き

の変
へん

化
か

が、はっきりしている自
し

然
ぜん

にめぐま  

 れた都
と

市
し

です。 

4．特
とく

に冬
ふゆ

は、全
ぜん

国
こく

有
ゆう

数
すう

の豪
ごう

雪
せつ

地
ち

帯
たい

として知
し

られています。 

5．今
こん

回
かい

は、 上
じょう

越
えつ

市
し

のお祭
まつ

りについて紹
しょう

介
かい

します。 

6．上
じょう

越
えつ

市
し

で伝
でん

統
とう

のお祭
まつ

りというと「上
じょう

越
えつ

まつり」です。 

7．高
たか

田
だ

市
し

と直
なお

江
え

津
つ

市
し

が合
がっ

併
ぺい

して上
じょう

越
えつ

市
し

となった時
とき

に「上
じょう

越
えつ

まつり」と名
な

前
まえ

を変
か

えました。 

8．リレーのようにおみこしは、次
つぎ

の 町
ちょう

内
ない

へ、また次
つぎ

の町
ちょう

内
ない

    

   へと引
ひ

き渡
わた

されていきます。 

9．笛
ふえ

太
だい

鼓
こ

で囃
はや

しながら練
ね

り歩
ある

きます。 
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        第 28 課 上
じょう

越
えつ

まつり     6011-6015 

                                     高
たか

倉
くら

 則
のり

男
お

 

会話 

鄭
てい

： 上
じょう

越
えつ

市
し

には、どんなお祭
まつ

りがありますか？ 

高
たか

倉
くら

： 上
じょう

越
えつ

まつり、ハスまつり、謙
けん

信
しん

公
こう

祭
さい

、レルヒ祭
さい

など

たくさんあります。 

鄭
てい

：その中
なか

で、伝
でん

統
とう

のあるお祭
まつ

りは何ですか？ 

高
たか

倉
くら

：それは、 上
じょう

越
えつ

まつりです。 

鄭
てい

： 上
じょう

越
えつ

まつりは、どんなお祭
まつ

りですか？ 

高
たか

倉
くら

： 昔
むかし

は、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

と言
い

いましたが、２市
し

が合
がっ

併
ぺい

して、 

      上
じょう

越
えつ

市
し

になってからは、 上
じょう

越
えつ

まつりと言
い

うように 

      なりました。八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

のおみこしが、高
たか

田
だ

地
ち

区
く

と直
なお

江
え

津
つ

地
ち

区
く

を渡
と

御
ぎょ

するお祭
まつ

りです。 

鄭
てい

：見
み

どころは、何
なん

ですか？ 

高
たか

倉
くら

：最
さい

終
しゅう

日
び

７月
がつ

２９日
にち

のお饌
せん

米
まい

です。若
わか

者
もの

が肩
かた

に、俵
たわら

に

入
はい

ったお饌
せん

米
まい

を担
かつ

いで神
じん

社
じゃ

まで走
はし

る姿
すがた

は、威
い

勢
せい

が 

      良
よ

く勇
ゆう

壮
そう

です。 

鄭
てい

：面
おも

白
しろ

そうですね、見
み

てみたいです。 
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中譯 

第 28 課 上越祭 

                                     高倉 則男 

鄭：上越市有什麼樣的祭典呢？ 

高倉：有上越祭、蓮花祭、謙信公祭、レルヒ祭等祭典。 

鄭：那當中具有傳統的祭典是什麼呢？ 

高倉：是上越祭。 

鄭：上越祭是個什麼樣的祭典呢？ 

高倉：以前叫祇園祭，自從 2 市合併成上越市之後，就被稱為上越祭

了。是八坂神社的神轎出巡到高田地區和直江津地區繞境的祭

典。 

鄭：最值得參觀的是什麼地方呢？ 

高倉：是最後一天，7 月 29 日的「白米奉納」儀式。年輕人肩上扛著

白米，走向神社的姿態真是氣勢十足又神勇啊！ 

鄭：好像很有趣的樣子，我好想看一看啊！ 
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語彙と表現 

 

伝
でん

統
とう

 傳統 合
がっ

併
ぺい

する 合併 

おみこし 神轎 渡
と

御
ぎょ

する 神明出巡 

見
み

どころ 精彩處，值得看之處 最
さい

終
しゅう

日
び

 最後一天 

お饌
せん

米
まい

 米 若
わか

者
もの

 年輕人 

肩
かた

 肩膀 俵
たわら

 裝米的草袋子 

担
かつ

ぐ 扛 神
じん

社
じゃ

 神社 

走
はし

る 跑 姿
すがた

 姿態 

威
い

勢
せい

 聲勢 勇
ゆう

壮
そう

 勇壯的 

 

 

 

 

課文重點解說 

 

1．その中
なか

で、伝
でん

統
とう

のあるお祭
まつ

りは何ですか？ 

2．祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

と言
い

いました。 

3．２市
し

が合
がっ

併
ぺい

して、上
じょう

越
えつ

市
し

になってからは、上
じょう

越
えつ

まつり 

と言
い

うようになりました。 

4．面
おも

白
しろ

そうですね、見
み

てみたいです。 
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         第 29 課 石
いし

川
かわ

県
けん

      6016-6025 

                    菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

石
いし

川
かわ

県
けん

には、珍
めずら

しい道
どう

路
ろ

があります。「千
ち

里
り

浜
はま

なぎさドラ

イブウェイ」という名
な

のこの道
どう

路
ろ

は、長
なが

さが約
やく

８km の砂
すな

で

できた道
どう

路
ろ

です。アスファルトではなく、砂
すな

浜
はま

そのものが道
どう

路
ろ

になっているのです。正
せい

式
しき

な道
どう

路
ろ

ですから、道
どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

な

ども立
た

てられています。 

普
ふ

通
つう

、砂
すな

浜
はま

ではタイヤが埋
う

まってしまって、 車
くるま

で走
はし

る 

ことはなかなかできません。ところがこの千
ち

里
り

浜
はま

はとても

砂
すな

が細
こま

かく、その一
ひと

粒
つぶ

一
ひと

粒
つぶ

が海
かい

水
すい

を含
ふく

み、固
かた

く引
ひ

き締
し

まっ

て道
どう

路
ろ

となっているのです。車
くるま

はもちろん、バイクも自
じ

転
てん

車
しゃ

も、大
おお

型
がた

の観
かん

光
こう

バスも走
はし

ることができます。 

世
せ

界
かい

的
てき

に見
み

ても砂
すな

浜
はま

が公
こう

道
どう

として認
みと

められているのは、

アメリカのフロリダ 州
しゅう

とニュージーランド、そして日
に

本
ほん

の

千
ち

里
り

浜
はま

の３ヵ所
しょ

だけだそうです。 

夏
なつ

には海
かい

水
すい

浴
よく

や潮
しお

干
ひ

狩
が

りに来
く

る人
ひと

々
びと

でたいへん賑
にぎ

わいま

す。夕
ゆう

日
ひ

を見
み

ながら波
なみ

打
う

ち際
ぎわ

をドライブするのは特
とく

にお勧
すす

めです。 
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空
そら

の色
いろ

が青
あお

から 紫
むらさき

に、そしてオレンジから赤
あか

へと変
か

わっ

ていく様
よう

子
す

は、本
ほん

当
とう

に 美
うつく

しいものです。また、夜
よる

になると

イカ釣
つ

り船
ぶね

の明
あ

かりが見える海
うみ

の景
け

色
しき

もとてもきれいです。

しかし、自
し

然
ぜん

の砂
すな

浜
はま

ですから、風
かぜ

が強
つよ

い時
とき

、波
なみ

が高
たか

い時
とき

に

は通
つう

行
こう

できなくなることもあります。 

そしてここでは、とてもおいしいものが食
た

べられます。

この道
どう

路
ろ

沿
ぞ

いには、屋
や

台
たい

のような小
ちい

さなお店
みせ

が並
なら

び、魚
ぎょ

介
かい

を

焼
や

いて売
う

っています。ハマグリやサザエなどの貝
かい

類
るい

、イカ

を焼
や

いたものやカニ汁
じる

など、値
ね

段
だん

は高
たか

いのですが、目
め

の前
まえ

の

海
うみ

で獲
と

れたばかりの新
しん

鮮
せん

でおいしいものばかりです。 

たくさんの自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれている千
ち

里
り

浜
はま

を、あなたもぜひ

ドライブで楽
たの

しんでください。 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

：
 

 菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

出
しゅっ

身
しん

：新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

： 医
い

療
りょう

事
じ

務
む
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中譯 

第 29 課 石川縣 

                    菊間 博子 

    在石川縣有一條很稀奇的道路，是一條名為「千里浜なぎさドラ

イブウェイ」（千里濱海兜風道路）的道路，全長約 8 公里，是用砂石

舖設而成的道路。它不是柏油路，而是一條用海沙舖成的正式道路，

也設有道路標識。 

  一般說來，車子若開在沙岸上，輪胎會陷而無法行駛。但是千里

濱這裡的海沙非常細，飽含海水的每一粒沙緊緊相扣而形成一條道

路，別說是轎車、摩托車、自行車，就連大型的觀光巴士也都能在上

面行駛。 

  放眼世界，沙岸被認可為正式道路的，也就只有美國的佛羅里達

和紐西蘭，然後就是日本的千里濱這三個地方而已。 

  夏天，有許人來這裡泡海水浴或在海灘上撿拾魚貝類，千里濱變

得非常熱鬧。最值得推薦的，莫過於一邊欣賞落日，一邊在浪花推岸

的海濱兜風了。 

  天空的顏色由藍變紫、再由橘變紅，這樣的景色真是太美了。此

外，向晚時分，海上捕軟絲的漁船燈火通明，景色美不勝收。不過，

由於是天然的沙岸道路，所以風大浪高時，難免會有無法通行的情況

發生。 

  所幸，在這裡可以吃到美食，在這條道路沿線，有一整排的攤販

小店在賣現烤海鮮，有蛤蜊、海螺等貝類和烤軟絲、螃蟹湯等等，雖

然價格偏高，但全都是眼前在海裡剛捕撈上岸的新鮮好吃魚貝類。 

請您也一定要來到這備受自然恩惠的千里濱沙岸，享受兜風的樂

趣。 
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語彙と表現 

 

珍
めずら

しい 稀有的;珍貴的 なぎさ 海岸;海濱 

ドライブ (開車)兜風 アスファルト 柏油路 

砂
すな

浜
はま

 沙岸，沙灘 なかなか 相當 

細
こま

かい 細小的 一
ひと

粒
つぶ

 一粒;每粒 

海
かい

水
すい

 海水 含
ふく

む 包含 

固
かた

い 硬的;堅固的 引
ひ

き締
し

まる 緊湊的;緊實的 

公
こう

道
どう

 公路 認
みと

める 認可 

フロリダ 州
しゅう

 佛羅里達州 ニュージーランド 紐西蘭 

潮
しお

干
ひ

狩
が

り 
退潮時在海灘撿拾
魚介類 賑

にぎ

わう 繁榮;熱鬧 

夕
ゆう

日
ひ

 夕陽 波
なみ

打
う

ち際
ぎわ

 岸邊;海邊 

勧
すす

める 建議;推薦 イカ 烏賊 

釣
つ

り船
ぶね

 釣船 明
あ

かり 燈火;照明 

屋
や

台
たい

 攤販 魚
ぎょ

介
かい

 魚類 

焼
や

く 燒;烤 ハマグリ 蛤蜊 

サザエ 海螺 貝
かい

類
るい

 貝類 

カニ 螃蟹 獲
と

れる 捕得到 

目
め

の前
まえ

 眼前 恵
めぐ

まれる 受眷顧;受恩惠 
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課文重點解說 

 

1．長
なが

さが約
やく

８km の砂
すな

でできた道
どう

路
ろ

です。 

2．砂
すな

浜
はま

そのものが道
どう

路
ろ

になっているのです。 

3．普
ふ

通
つう

、砂
すな

浜
はま

ではタイヤが埋
う

まってしまう。 

4．車
くるま

で走
はし

ることはなかなかできません。 

5．その一
ひと

粒
つぶ

一
ひと

粒
つぶ

が海
かい

水
すい

を含
ふく

み、固
かた

く引
ひ

き締
し

まって道
どう

路
ろ

と 

  なっているのです。 

6．車
くるま

はもちろん、バイクも自
じ

転
てん

車
しゃ

も、大
おお

型
がた

の観
かん

光
こう

バスも 

   走
はし

ることができます。 

7．アメリカのフロリダ 州
しゅう

とニュージーランド、そして日
に

本
ほん

 

の千
ち

里
り

浜
はま

の３ヵ所
しょ

だけだそうです。 

8．夏
なつ

には海
かい

水
すい

浴
よく

や潮
しお

干
ひ

狩
が

りに来
く

る人
ひと

々
びと

でたいへん賑
にぎ

わいます。 

9．特
とく

にお勧
すす

めです。 

10．空
そら

の色
いろ

が青
あお

から 紫
むらさき

に、そしてオレンジから赤
あか

へと 

    変
か

わっていく。 

11．本
ほん

当
とう

に 美
うつく

しいものです。 

12．風
かぜ

が強
つよ

い時
とき

、波
なみ

が高
たか

い時
とき

には通
つう

行
こう

できなくなることも     

    あります。 

13．屋
や

台
たい

のような小
ちい

さなお店
みせ

が並
なら

び、魚
ぎょ

介
かい

を焼
や

いて売
う

って   

    います。 

14．目
め

の前
まえ

の海
うみ

で獲
と

れたばかりの新
しん

鮮
せん

でおいしいもの 

    ばかりです。 
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         第 30 課 石
いし

川
かわ

県
けん

      6026-6035 

                    菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

会話 1 

青
あお

山
やま

：蔡
さい

さんは、魚
ぎょ

介
かい

類
るい

はお好
す

きですか。 

蔡
さい

 ：はい。好
す

きです。 

青
あお

山
やま

：日
に

本
ほん

は台
たい

湾
わん

と同
おな

じように島
しま

国
ぐに

なので、全
ぜん

国
こく

でたくさ   

      んの魚
ぎょ

介
かい

が獲
と

れます。 

蔡
さい

 ：どんなふうに調理
ちょうり

して食
た

べますか？ 

青
あお

山
やま

：塩
しお

焼
や

きにしたり、味噌
み そ

や醤油
しょうゆ

で煮
に

たり、いろいろな 

食
た

べ方
かた

がありますが、外
がい

国
こく

の方
かた

には生
なま

で食
た

べるお刺
さし

 

身
み

やお寿
す

司
し

が 珍
めずら

しく、人気
に ん き

があるようです。 

蔡
さい

 ：日
に

本
ほん

人
じん

はよく刺
さし

身
み

を食
た

べますか？ 

青
あお

山
やま

：そうですね。新鮮
しんせん

なお刺身
さ し み

はお醤
しょう

油
ゆ

とわさびをつけて、 

      その風
ふう

味
み

を味
あじ

わうととてもおいしいです。 

蔡
さい

 ：青山
あおやま

さんは他
ほか

にどんな魚
さかな

料理
りょうり

が好
す

きですか？ 

青山
あおやま

：鰻
うなぎ

の蒲
かば

焼
や

きが好
す

きです。鰻
うなぎ

を開
ひら

いて串
くし

に刺
さ

し、甘
あま

辛
から

い     

      たれにつけたものを、ご飯
はん

の上
うえ

に乗
の

せて食
た

べます。 

蔡
さい

 ：自
じ

分
ぶん

で作
つく

るんですか？ 
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青山
あおやま

：いいえ、家
いえ

で作
つく

ることはありません。 

      鰻
うなぎ

をさばくのはとても難
むずか

しいんです。 

蔡
さい

 ：では、どうやって食
た

べるのですか？ 

青山
あおやま

：お店
みせ

で買
か

って来
き

たり、 鰻
うなぎ

を扱
あつか

う 料
りゅう

理
り

屋
や

に行
い

ったり 

   して食
た

べます。土用
ど よ う

と呼
よ

ばれる夏
なつ

の期間
き か ん

に 鰻
うなぎ

を食
た

べ 

   ると、暑
あつ

い季節
き せ つ

を元気
げ ん き

に過
す

ごせるという言
い

い伝
つた

えが 

   あるんですよ。 

蔡
さい

 ：他
ほか

の季節
き せ つ

には食
た

べないのですか？ 

青山
あおやま

：そんなことはありません。でも、日本人
にほんじん

にとって鰻
うなぎ

は、 

   夏
なつ

に欠
か

かせない 魚
さかな

料理
りょうり

と言
い

えるでしょう。 
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中譯 

第 30 課 石川縣 

                    菊間 博子 

青山：蔡先生，你喜歡吃海鮮嗎？ 

蔡 ：是的，我喜歡。 

青山：日本和台灣同樣都是海島國家，所以，全國都能捕獲許多魚貝 

      類。 

蔡 ：通常都是怎麼把它料理來吃呢？ 

青山：有鹽燒啦，或用味噌或用醬油滷來吃啦，有各式各樣的吃法。

不過對外國人而言，好像生吃生魚片或壽司比較稀奇，所以很

受歡迎。 

蔡 ：日本人會經常吃嗎？ 

青山：是啊！新鮮的生魚片沾醬油和哇沙米，吃起來真是風味絕佳。 

蔡 ：青山小姐，妳還喜歡什麼其他的鮮魚料理呢？ 

青山：我喜歡吃蒲燒鰻魚。剖開鰻魚，插上竹籤，沾點甜辣醬汁， 

      放在飯上面一起吃。 

蔡 ：妳自己作嗎？ 

青山：不，在家不作，要剖開鰻魚是件很困難的事。 

蔡 ：那，妳怎麼吃呢？ 

青山：有時去店裡買回來吃，有時去專賣鰻魚的料理店吃。據說只要

在所謂「土用」（立春、立夏…前十八天）的夏季吃鰻魚就可以

很健康地渡過嚴熱的夏天哦！ 

蔡 ：其他的季節就不吃嗎？ 

青山：也沒有那回事。但是，對日本人而言，鰻魚可以說是夏日不可

或缺的鮮魚料理吧！ 
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語彙と表現 

 

同
おな

じ 相同的 塩
しお

焼
や

き 鹽烤 

煮
に

る 煮;滷 珍
めずら

しい 珍貴的;稀少的 

つける 沾 味
あじ

わう 品嚐;品味 

蒲
かば

焼
や

き 烤魚片 開
ひら

く 打開 

串
くし

 竹籤 刺
さ

す 穿;刺;插 

甘
あま

辛
から

い 甜辣的 たれ 沾醬 

乗
の

せる 放上;盛上 さばく 
將魚肉與魚刺分開的
刀法 

どうやって 如何 扱
あつか

う 處置;接待 

土
ど

用
よう

 
立春、立夏…前十八
天 過

す

ごせる 能夠過日子 

言
い

い伝
つた

え 傳說 欠
か

かせない 不可或缺 
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課文重點解說 

 

 

1．日
に

本
ほん

は台
たい

湾
わん

と同
おな

じように島
しま

国
ぐに

なので、全
ぜん

国
こく

でたくさんの 

  魚
ぎょ

介
かい

が獲
と

れます。 

2．塩
しお

焼
や

きにしたり、味噌
み そ

や醤油
しょうゆ

で煮
に

たり、いろいろな食
た

べ 

  方
かた

があります。 

3．人気
に ん き

があるようです。 

4．その風
ふう

味
み

を味
あじ

わうととてもおいしいです。 

5． 他
ほか

にどんな魚
さかな

料理
りょうり

が好
す

きですか？ 

6． 家
いえ

で作
つく

ることはありません。 

7．どうやって食
た

べるのですか？ 

8．土用
ど よ う

と呼
よ

ばれる夏
なつ

の期間
き か ん

に 鰻
うなぎ

を食
た

べると、暑
あつ

い季節
き せ つ

を   

  元気
げ ん き

に過
す

ごせるという言
い

い伝
つた

えがある 

9．日本人
にほんじん

にとって鰻
うなぎ

は、夏
なつ

に欠
か

かせない魚
さかな

料理
りょうり

と言
い

える 

  でしょう。 
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          第 31 課 石
いし

川
かわ

県
けん

     6036-6045 

                    菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

会話 2 

許
きょ

：日
に

本
ほん

では、春
はる

から夏
なつ

にかけて潮
しお

干
ひ

狩
が

りができるところが 

ありますね。 

森
もり

：そうですね。どこでもできるというわけではありませ 

  んが、主
おも

に 太平洋側
たいへいようがわ

にある遠浅
とおあさ

の砂浜
すなはま

でできます。 

許
きょ

：どんなものが獲
と

れますか？ 

森
もり

:アサリや 蛤
はまぐり

、バカガイ、マテガイなどが獲
と

れます。 

  潮
しお

干
ひ

狩
が

り
り

以
い

外
がい

にも「狩
か

り」と呼
よ

ぶものがあります。 

許
きょ

：例
たと

えば、どんなものがありますか？ 

森
もり

：春
はる

には「いちご狩
が

り」、秋
あき

には「りんご狩
が

り」や「ぶどう 

  狩
が

り」などがあります。 

許
きょ

：それはどこに行
い

くのですか？ 

森
もり

：ほとんどが大
おお

きな農
のう

園
えん

や農
のう

場
じょう

の 畑
はたけ

、ビニールハウス 

などです。採
と

った果
くだ

物
もの

はその場
ば

で食
た

べたり、家
うち

に持
も

ち 

帰
かえ

ったりします。もうひとつ、日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

どこでも 

楽
たの

しめるものがあります。 
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許
きょ

：何
なん

ですか？おいしいものですか？ 

森
もり

：いいえ。残
ざん

念
ねん

ながら食
た

べられません。「紅葉
も み じ

狩
が

り」です。 

許
きょ

：なるほど。山
やま

々
やま

の紅
こう

葉
よう

を見
み

に行
い

くことを表
あらわ

す言
こと

葉
ば

で、 

確
たし

かに食
た

べ物
もの

ではありませんね。 

森
もり

：その通
とお

りです。秋
あき

には各地方
かくちほう

にある有名
ゆうめい

な名所
めいしょ

に 

たくさんの人
ひと

が出掛
で か

けますが、近
ちか

くの山
やま

や公園
こうえん

の 

木々
き ぎ

もきれいに紅葉
こうよう

するので、毎日
まいにち

の生活
せいかつ

の中
なか

でも 

楽
たの

しめます。 

許
きょ

：それはいいですね。 

森
もり

：秋
あき

に日本
に ほ ん

を 訪
おとず

れたら、台
たい

湾
わん

の方
かた

々
がた

にもぜひ楽
たの

しんで 

  いただきたいもののひとつです。 
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中譯 

第 31 課 石川縣 

                    菊間 博子 

許：在日本從春天到夏天，有許多地方可以利用退潮時在海灘撿拾魚介

類（潮干狩）耶！ 

森：是啊！不過這並不是每個地方都可以這樣，主要還是在太平洋沿 

    岸的淺灘沙岸才行。 

許：可以撿到哪些東西呢？ 

森 : 可以撿到文蛤、蛤蜊、傻瓜貝、竹蚶等等。除了「潮干狩」以外， 

    還有叫做「狩(かり)」的活動哦。 

許：例如什麼活動呢？ 

森：在春天有「草莓狩」（採草莓）、秋天有「蘋果狩」（採蘋果）和「葡 

    萄狩」（採葡萄）等等。 

許：那要去哪裡採呢？ 

森：大多是去大型農園或農地、溫室。採到的水果，就在現場吃或帶

回家。另外還有一項日本全國各處都可以享受的活動。 

許：什麼活動呢？有好吃的東西嗎？ 

森：不，很可惜，它不能吃。我說的是「紅葉狩」（觀賞紅葉）。 

許：原來如此。那是一個表示到山裡去觀賞紅葉的語彙，的確不是吃

的東西。 

森：就是那個意思。秋天，雖然有許多人會到各地有名的地方，但是

身邊的山上和公園的樹木也都會很漂亮地變色，所以在每天的    

生活當中也可以欣賞到紅葉。 

許：那真是太棒了。 

森：台灣的朋友，若您是秋天來日本的話，請務必來體驗這樣的美景。 
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語彙と表現 

 

主
おも

に 主要是 遠浅
とおあさ

 淺灘 

狩
か

り 採集，捕捉 ほとんど 幾乎;全部 

畑
はたけ

 田 ビニールハウス 溫室 

もうひとつ 再一個;另一個 紅葉
もみじ

 變色的葉子 

なるほど 原來如此 表
あらわ

す 表現;顯現 

言
こと

葉
ば

 語言;語彙 確
たし

かに 的確是 

その通
とお

り 正如你所說 紅葉
こうよう

する 葉子變色 

 

課文重點解說 

 

1．日
に

本
ほん

では、春
はる

から夏
なつ

にかけて潮
しお

干
ひ

狩
が

りができるところが 

  ありますね。 

2．どこでもできるというわけではありません。 

3．日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

どこでも楽
たの

しめるものがあります。 

4．残
ざん

念
ねん

ながら食
た

べられません。 

5．山
やま

々
やま

の紅
こう

葉
よう

を見
み

に行
い

く。 

6．確
たし

かに食
た

べ物
もの

ではありませんね。 

7．近
ちか

くの山
やま

や公園
こうえん

の木々
き ぎ

もきれいに紅葉
こうよう

するので、毎日
まいにち

の  

  生活
せいかつ

の中
なか

でも楽
たの

しめます。 

8．台
たい

湾
わん

の方
かた

々
がた

にもぜひ楽
たの

しんでいただきたいです。 
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            第 32 課 長
なが

野
の

県
けん

     6046-6055 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

長
なが

野
の

県
けん

は四
し

方
ほう

をアルプスと呼
よ

ばれるほどの高
たか

い山
やま

々
やま

に囲
かこ

まれた県
けん

です。高
こう

原
げん

野
や

菜
さい

や様
さま

々
ざま

な果
くだ

物
もの

や蕎
そ

麦
ば

、たくさんの温
おん

泉
せん

や観
かん

光
こう

地
ち

に恵
めぐ

まれたところです。 

春
はる

には梅
うめ

・桜
さくら

・杏
あんず

・桃
もも

・林
りん

檎
ご

などの花
はな

が次
つぎ

々
つぎ

に咲
さ

き、ど

こも夢
ゆめ

のような景
け

色
しき

が展
てん

開
かい

します。長
なが

野
の

県
けん

は「教
きょう

育
いく

県
けん

」と

いわれるほど教
きょう

育
いく

熱
ねっ

心
しん

な県
けん

でもあります。 

長
なが

野
の

市
し

は長
なが

野
の

県
けん

の北
ほく

部
ぶ

にある県
けん

都
と

です。三
さん

方
ぽう

を山
やま

に囲
かこ

ま

れた緑
みどり

がいっぱいの坂
さか

の街
まち

で、善
ぜん

光
こう

寺
じ

という大
たい

変
へん

有
ゆう

名
めい

で 

日
に

本
ほん

中
ちゅう

から多
おお

くの信
しん

仰
こう

をあつめるお寺
てら

を 中
ちゅう

心
しん

に栄
さか

えた門
もん

前
ぜん

町
まち

です 

 1998年
ねん

には冬
とう

季
き

オリンピックも開
かい

催
さい

されました。 

善
ぜん

光
こう

寺
じ

の特
とく

徴
ちょう

は、何
なん

といっても二
ふた

つの宗
しゅう

派
は

が共
きょう

存
ぞん

・ 

協
きょう

力
りょく

して寺
てら

を守
まも

っていることです。 

   そうそう、その一
ひと

つ尼
に

僧
そう

側
がわ

の上
しょう

人
にん

様
さま

は天
てん

皇
のう

家
け

に縁
えん

のある

家
いえ

の女
じょ

性
せい

が務
つと

めることが習
なら

わしです。 

善
ぜん

光
こう

寺
じ

には 7年
ねん

に一
いっ

回
かい

ご開
かい

帳
ちょう

があり、その時
とき

は全
ぜん

国
こく

から

の信
しん

者
じゃ

や観
かん

光
こう

客
きゃく

で大
たい

変
へん

なにぎわいになります。 

善
ぜん

光
こう

寺
じ

の多
おお

くの見
み

どころの、これだけはという 所
ところ

だけご

紹
しょう

介
かい

します。 
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まず、本
ほん

殿
でん

参
さん

拝
ぱい

の時
とき

、真
ま

正
しょう

面
めん

を拝
おが

んではだめです。正
しょう

面
めん

でも左
ひだり

側
がわ

「瑠
る

璃
り

檀
だん

」といわれるところがご本
ほん

尊
ぞん

ですから。 

お参
まい

りが済
す

んだら正
しょう

面
めん

に向
む

かって右
みぎ

の入
い

り口
ぐち

から靴
くつ

を 

脱
ぬ

いで入
はい

りましょう。「お戒
かい

壇
だん

めぐり」の始
はじ

まりです。 

小
ちい

さな階
かい

段
だん

を下
お

りるとそこは真
ま

っ暗
くら

な闇
やみ

です。 

右
みぎ

の壁
かべ

の腰
こし

のあたりを触
さわ

りながら進
すす

みます。自
じ

分
ぶん

の手
て

 

さえ見
み

えない闇
やみ

の中
なか

を進
すす

むのはかなりの勇
ゆう

気
き

が要
い

ります。

右
みぎ

へ右
みぎ

へと曲
ま

がっていくとやがて大
おお

きな錠
じょう

に触
ふ

れることが

できます。この 錠
じょう

は真
ま

上
うえ

のご本
ほん

尊
ぞん

につながっていて、触
ふ

れ

ることで仏
ほとけ

様
さま

と縁
えん

が結
むす

ばれたとされます。もし、あなたが

錠
じょう

前
まえ

に触
さわ

ることができなかったら……でも、わたしにはど

うすることもできません。 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

川
かわ

室
むろ

京
きょう

子
こ

 

出
しゅっ

身
しん

：東
とう

京
きょう

都
と

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
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中譯 

第 32 課 長野縣 

    川室 京子 

  長野縣是一個四週被像阿爾卑斯山那樣的高山圍繞的一個縣，擁

有高原蔬菜、各種水果、蕎麥，也擁有許多温泉及觀光區。 

  春天有梅花、櫻花、杏花、桃花、蘋果等，到處都有像夢境般的

風景。長野縣被稱為「教育縣」，是一個熱衷教育的縣。 

  長野市是長野縣北部的一個城市，三面環山，坡路綠意盎然，其

中善光寺是知名的寺廟，是來自日本各地之信仰所在。長野市是以善

光寺為中心而繁榮起來的城市，1998 年舉辦了冬季奧運會。善光寺最

大的特徵，乃在於它是一個由二個宗派共存，同心協力來守護的寺廟。 

    對了！對了！善光寺還有一個習俗是，尼僧上人中，其中一人必

須是由與天皇家族有關係的女性來擔任。 

  善光寺每 7 年會「開帳」（開供奉著菩薩的櫃子的門）一次，屆時，

從全國各地來的信眾和觀光客蜂擁而至，十分熱鬧。 

  接下來，讓我來介紹善光寺許多值得參觀的地方中最獨特的地方。 

  首先，在參拜本殿時，切忌不可從正前面參拜，因為正面左側的

瑠璃檀供奉的才是主神。 

  參拜完後，請面向正面大殿，從右方的入口，脫鞋進入。這是「お

戒壇めぐり」（鑽轎腳）的開始。 

    沿著小小階梯下去後，是一個漆黑的空間。一邊摸著右邊牆壁腰

部附近，一邊前進，在伸手不見五指的黑暗中前進需要相當的勇氣。     

往右再往右地一直轉下去，終於能夠觸摸到一個大大的鎖。據說這個

鎖與正上方主神是連接在一起的，所以大家都說只要觸摸這個鎖，就 

可以和神明結緣。但是，如果您無法觸摸到這個鎖的話……，那我也

是愛莫能助嘍！ 
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語彙と表現 

 

アルプス 阿爾卑斯山 呼
よ

ばれる 被稱為 

囲
かこ

む 圍繞;包圍 恵
めぐ

まれる 受眷顧;受恩惠 

次
つぎ

々
つぎ

 一個接著一個 咲
さ

く 開(花) 

あつめる 收集;集合 栄
さか

える 繁榮;興盛 

オリンピック 奧林匹克 開
かい

催
さい

する 開幕 

特
とく

徴
ちょう

 特徵 何
なん

といっても 不論怎麼說 

守
まも

る 遵守;守護 務
つと

める 扮演…;擔任… 

習
なら

わし 習俗 開
かい

帳
ちょう

 開櫃子門 

見
み

どころ 妙處;可看之側 真
ま

正
しょう

面
めん

 正面 

拝
おが

む 禮拜;膜拜 済
す

む 終了;沒問題 

向
む

かう 對面;朝向 脱
ぬ

ぐ 脫 

階
かい

段
だん

 樓梯，階梯 下
お

りる 下來 

真
ま

っ暗
くら

 黑暗的 闇
やみ

 黑暗 

あたり 週邊 触
さわ

る 觸摸 

進
すす

む 前進 さえ 連… 

かなり 相當 要
い

る 需要 

曲
ま

がる 轉彎 やがて 終於 

錠
じょう

前
まえ

 鎖 触
ふ

れる 碰觸 

つながる 連接;連繫 結
むす

ぶ 結合;連結 
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課文重點解說 

1.高
こう

原
げん

野
や

菜
さい

や様
さま

々
ざま

な果
くだ

物
もの

や蕎
そ

麦
ば

、たくさんの温
おん

泉
せん

や観
かん

光
こう

地
ち

に

恵
めぐ

まれたところです。 

2.どこも夢
ゆめ

のような景
け

色
しき

が展
てん

開
かい

します。 

3.長
なが

野
の

県
けん

は「教
きょう

育
いく

県
けん

」といわれるほど教
きょう

育
いく

熱
ねっ

心
しん

な県
けん

でも 

  あります。 

4.善
ぜん

光
こう

寺
じ

の特
とく

徴
ちょう

は、何
なん

といっても二
ふた

つの宗
しゅう

派
は

が 共
きょう

存
ぞん

・ 

  協
きょう

力
りょく

して寺
てら

を守
まも

っていることです。 

5.尼
に

僧
そう

側
がわ

の上
しょう

人
にん

様
さま

は天
てん

皇
のう

家
け

に縁
えん

のある家
いえ

の女
じょ

性
せい

が務
つと

める 

  ことが習
なら

わしです。 

6．善
ぜん

光
こう

寺
じ

には 7年
ねん

に一
いっ

回
かい

ご開
かい

帳
ちょう

がある。 

7．本
ほん

殿
でん

参
さん

拝
ぱい

の時
とき

、真
ま

正
しょう

面
めん

を拝
おが

んではだめです。 

8．お参
まい

りが済
す

んだら正
しょう

面
めん

に向
む

かって右
みぎ

の入
い

り口
ぐち

から靴
くつ

を 

   脱
ぬ

いで入
はい

りましょう。 

9．小
ちい

さな階
かい

段
だん

を下
お

りるとそこは真
ま

っ暗
くら

な闇
やみ

です。 

10．右
みぎ

の壁
かべ

の腰
こし

のあたりを触
さわ

りながら進
すす

みます。 

11．右
みぎ

へ右
みぎ

へと曲
ま

がっていくとやがて大
おお

きな錠
じょう

に触
ふ

れる 

    ことができます。 

12．触
ふ

れることで 仏
ほとけ

様
さま

と縁
えん

が結
むす

ばれたとされます。 

13．あなたが錠
じょう

前
まえ

に触
さわ

ることができなかったら……。 
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          第 33 課 長
なが

野
の

県
けん

     6056-6060 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

会話 1 

清
し

水
みず

：長
なが

野
の

県
けん

は昔
むかし

｢信濃
し な の

の国
くに

｣と呼
よ

ばれていたんですよ。 

洪
こう

 ：あ～、信濃
し な の

川
がわ

という川
かわ

のことを聞
き

いたことが 

      あります。 

清
し

水
みず

：日
に

本
ほん

一
いち

長
なが

い川
かわ

ですね。 

   そうそう、長
なが

野
の

県
けん

には｢信濃
し な の

の国
くに

｣という歌
うた

があって、 

県
けん

民
みん

は大人
お と な

も子供
こ ど も

も、学
がっ

校
こう

でも宴
えん

会
かい

でも結
けっ

婚
こん

式
しき

でも、 

人
ひと

が集
あつ

まる時
とき

はいつでもこの歌
うた

を歌
うた

うんです。 

駅
えき

の発
はっ

車
しゃ

合
あい

図
ず

でさえこの音
おん

楽
がく

が流
なが

れます。 

洪
こう

 ：日
に

本
ほん

では、どこにでもそんな歌
うた

があるのですか。 

清
し

水
みず

：よく知
し

りませんが、県民
けんみん

がこんなにふるさとの歌
うた

を 

      歌
うた

うのは珍
めずら

しいんじゃないですか。 

洪
こう

 ：どんな歌
うた

ですか。 

清
し

水
みず

：地
ち

理
り

や歴
れき

史
し

や名
めい

所
しょ

から歴
れき

史
し

上
じょう

の人
じん

物
ぶつ

まで長
なが

野
の

県
けん

に 

      関
かん

することは全
ぜん

部
ぶ

入
はい

っていて、すごく長
なが

い歌
うた

だそう 

      です。 
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洪
こう

 ：聞
き

いてみたいですね。 

清
し

水
みず

：長
なが

野
の

県
けん

出
しゅっ

身
しん

の友
ゆう

人
じん

は学
がく

生
せい

のころ、社
しゃ

会
かい

の試
し

験
けん

の 

      たびにこの歌
うた

を思
おも

い浮
う

かべて何
なん

度
ど

も助
たす

かったものだ 

      と笑
わら

っていました。 

洪
こう

 ：面
おも

白
しろ

いですね。 
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中譯 

第 33 課 長野縣  

       川室 京子 

清水：長野縣從前被稱為｢信濃之國｣哦。 

洪 ：啊～!我聽說過有一條河川叫「信濃川」。 

清水：那是日本最長的河川哦。對了，長野縣有一首叫｢信濃之國｣ 

   的歌，縣民不管是大人或小孩，不管是在學校或宴會上、結 

   婚典禮上，只要是人們聚集時，隨時都會唱這首歌，連車站發 

      車時的信號也是放這首歌。 

洪 ：在日本，不管哪裡都有像那樣的歌嗎？ 

清水：這我不是很清楚，但是，縣民會如此經常唱故鄉的歌，不也很 

      稀奇嗎？ 

洪 ：那是一首什麼樣的歌呢？ 

清水：聽說是把地理、歷史、各地名勝以及歷史人物，只要與長野縣 

   有關就統統把它寫進歌詞裡，是一首很長的歌。 

洪 ：我好想聽聽看啊！ 

清水：我有個長野縣出身的朋友開玩笑說，他學生時代，每當考社會 

      科時，他就想起這首歌的歌詞，據說好幾次都幫了大忙呢。 

洪 ：真有趣！ 
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語彙と表現 

 

日
に

本
ほん

一
いち

 日本第一 大人
おとな

 大人;成人 

子供
こども

 小孩 集
あつ

まる 集合;收集 

いつでも 隨時 合
あい

図
ず

 信號;暗號 

珍
めずら

しい 珍貴的;稀少的 名
めい

所
しょ

 名勝 

関
かん

する 相關 出
しゅっ

身
しん

 出身地;畢業的母校 

友
ゆう

人
じん

 朋友 思
おも

い浮
う

かべる 想起;回憶起 

助
たす

かる 得救，解脫;省事 面
おも

白
しろ

い 有趣的 

 

課文重點解說 

 

1．信濃
し な の

川
がわ

という川
かわ

のことを聞
き

いたことがあります。 

2．長
なが

野
の

県
けん

には｢信濃
し な の

の国
くに

｣という歌
うた

がある。 

3．どこにでもそんな歌
うた

があるのですか。 

4．県民
けんみん

がこんなにふるさとの歌
うた

を歌
うた

うのは 珍
めずら

しいんじゃな 

いですか。 

5．長
なが

野
の

県
けん

に関
かん

することは全
ぜん

部
ぶ

入
はい

っている。 

6．すごく長
なが

い歌
うた

だそうです。 

7．聞
き

いてみたいですね。 

8．社
しゃ

会
かい

の試
し

験
けん

のたびにこの歌
うた

を思
おも

い浮
う

かべて何
なん

度
ど

も助
たす

かった 

   ものだ。 

9．何
なん

度
ど

も助
たす

かったものだと笑
わら

っていました。 
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        第 34 課 長
なが

野
の

県
けん

       6061-6065 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

会話 2  

沈
ちん

 ：「小
お

布
ぶ

施
せ

」という素
す

敵
てき

な街
まち

のこと知
し

ってますか。 

高
たか

橋
はし

：長
なが

野
の

市
し

から車
くるま

か電
でん

車
しゃ

で 30分
ぷん

ほどのところにあるん 

      ですよ。 

沈
ちん

 ：温泉
おんせん

はありますか。 

高
たか

橋
はし

：小
お

布
ぶ

施
せ

町
まち

に温
おん

泉
せん

はありません。でも、近
きん

郊
こう

には温
おん

泉
せん

地
ち

 

もスキー場
じょう

もたくさんあるんですよ。行
い

きたければ 

選
えら

び放題
ほうだい

ですね。 

沈
ちん

 ：小布施
お ぶ せ

ってどんなところですか。 

高
たか

橋
はし

：外
がい

国
こく

人
じん

がイメージする｢日
に

本
ほん

の町
まち

並
な

み｣があるんです。 

一
いち

度
ど

忘
わす

れられた町
まち

なのに、若
わか

い人
ひと

や外
がい

国
こく

人
じん

の力
ちから

で 

生
う

まれ変
か

わらせたそうですよ。 

古
ふる

い民
みん

家
か

や酒
さか

蔵
ぐら

、小
こ

道
みち

歩
ある

きなどはわくわくします。 

沈
ちん

 ：そこの名
めい

物
ぶつ

は何
なん

ですか。 

高
たか

橋
はし

：小布施
お ぶ せ

の名
めい

物
ぶつ

は栗
くり

ですから、栗
くり

のお菓
か

子
し

や栗
くり

ご飯
はん

の店
みせ

 

などはもちろん、栗
くり

のスイーツやフレンチレストラン 

など毎
まい

日
にち

行
ぎょう

列
れつ

ができています。雑
ざっ

貨
か

や和
わ

紙
し

の小
こ

物
もの

の 

店
みせ

なども楽
たの

しくて、時
じ

間
かん

の経
た

つのを忘
わす

れるほどです。 

沈
ちん

 ：わ～行
い

ってみたいですね。 
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中譯 

第 34 課 長野県  

    川室 京子 

沈 ：你知不知道有一個很美的地方叫「小布施」呢？ 

高橋：那是在從長野市開車或搭電車約 30 分鐘的地方哦！ 

沈 ：那裡有温泉嗎？ 

高橋：「小布施」沒有温泉。但是，它的近郊有温泉區也有滑雪場哦！ 

      你如果想去，有許多地方可任君挑選。 

沈 ：「小布施」是一個什麼樣的地方呢？ 

高橋：那是一個外國人印象中，所謂｢日本式市容｣的地方，是一個一

度被遺忘的城市。但是，聽說藉由年輕人和外國人的力量，它

再度重生了。有古老的民家建築和酒窖、散步小徑等，令人內

心雀躍不已。 

沈 ：那裡的名產是什麼呢？ 

高橋：小布施的名產是栗子，所以別說那些賣栗子、日式糕餅、栗子

飯的店了，就連賣栗子甜點的店和法式餐廳，也是每天大排長

龍。光是賣雜貨和賣小小和紙商品的店，就可以令人開心地逛

到忘記時間。 

沈 ：哇～，我好想去看看耶！ 
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語彙と表現 

 

素
す

敵
てき

 美好的 近
きん

郊
こう

 近郊 

選
えら

び放題
ほうだい

 自由選擇 イメージする 以…為形象 

町
まち

並
な

み 街景;市容 若
わか

い 年輕的 

生
う

まれ変
か

わる 重生 古
ふる

い 古老的 

酒
さか

蔵
ぐら

 酒窖 わくわくする 開心，雀躍，興奮 

栗
くり

 栗子 もちろん 當然 

スイーツ 甜點 フレンチ 法式風格的 

レストラン 餐廳 行
ぎょう

列
れつ

 隊伍 

雑
ざっ

貨
か

 雜貨 和
わ

紙
し

 日本紙 

小
こ

物
もの

 小物品 経
た

つ 時間經過 
 
 
 
 
 
 

課文重點解說 

 

1．長
なが

野
の

市
し

から車
くるま

か電
でん

車
しゃ

で 30分
ぷん

ほどのところにあるんですよ。 

2．近
きん

郊
こう

には温
おん

泉
せん

地
ち

もスキー場
じょう

もたくさんあるんですよ。 

3．行
い

きたければ選
えら

び放題
ほうだい

ですね。 

4．行
い

きたければ選
えら

び放題
ほうだい

ですね。 

5．一
いち

度
ど

忘
わす

れられた町
まち

なのに、若
わか

い人
ひと

や外
がい

国
こく

人
じん

の 力
ちから

で生
う

まれ 

   変
か

わらせたそうですよ。 

6．時
じ

間
かん

の経
た

つのを忘
わす

れるほどです。 
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          第 35 課 静
しず

岡
おか

県
けん

 浜
はま

松
まつ

市
し

     6066-6075 

                     志
し

村
むら

 香
か

苗
なえ

 

 浜
はま

松
まつ

市
し

は日
に

本
ほん

の 2大
だい

都
と

市
し

、東
とう

京
きょう

と大
おお

阪
さか

のほぼまん中
なか

に位
い

置
ち

します。市
し

としての面
めん

積
せき

は日
に

本
ほん

2番
ばん

目
め

。自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれ、海
うみ

・

山
やま

・川
かわ

・ 湖
みずうみ

、温
おん

泉
せん

などがあり気
き

候
こう

も穏
おだ

やかですので美
お

味
い

し

いものがご近
きん

所
じょ

で沢
たく

山
さん

取
と

れます。 

 中
なか

でも緑
りょく

茶
ちゃ

、みかん、ウナギ、わさび････日
に

本
ほん

食
しょく

といっ

たらイメージされるものが、国
こく

内
ない

でも屈
くっ

指
し

の名
めい

産
さん

品
ひん

です。 

 一
いっ

方
ぽう

で、世
せ

界
かい

的
てき

に有
ゆう

名
めい

なピアノやバイクの工
こう

場
じょう

もありま

す。ヤマハ、カワイ、ローランド…みなさんも名
な

前
まえ

をご存
ぞん

じ

のことでしょうし、お使
つか

いかもしれませんね。 

その歴
れき

史
し

も長
なが

く、古
ふる

くからの 行
ぎょう

事
じ

、祭
まつ

りも残
のこ

っています。

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が 16年
ねん

間
かん

いた城
しろ

もあります。 

 また、毎
まい

年
とし

行
おこな

われる行
ぎょう

事
じ

として有
ゆう

名
めい

なのは、初
はじ

めての子
こ

供
ども

の誕
たん

生
じょう

を祝
いわ

って大
おお

きな凧
たこ

をあげる「浜
はま

松
まつ

祭
まつ

り」という祭
まつ

り

があります。 

 畳
たたみ

何
なん

畳
じょう

分
ぶん

もの大
おお

きさの凧
たこ

がいくつも 5月
がつ

の空
そら

で戦
たたか

いま

す。大
お

人
とな

が何
なん

人
にん

も協力して凧
たこ

を空
そら

高
たか

く揚
あ

げて、それぞれの
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グループが力
ちから

と知
ち

恵
え

をあわせて他
た

の凧
たこ

の糸
いと

を切
き

ろうと激
はげ

し

く 闘
たたか

います。自
じ

分
ぶん

の凧
たこ

の糸
いと

が相
あい

手
て

の凧
たこ

の糸
いと

を切
き

ったら勝
か

ち

です。 

とっても人
にん

気
き

のある行
ぎょう

事
じ

で、季
き

節
せつ

も梅
つ

雨
ゆ

入
い

り前
まえ

の爽
さわ

やか

なときなので、毎
まい

年
とし

見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

でいっぱいですが、それがなお

さら祭
まつ

りを盛
も

り上
あ

げる要
よう

因
いん

ともなっているのでしょう。い

つも大
たい

変
へん

な盛
も

り上
あ

がりを見
み

せます。非
ひ

常
じょう

にダイナミックで

熱
ねっ

気
き

あふれる行
ぎょう

事
じ

、一
いち

度
ど

見
み

に来
き

てはいかがでしょうか。 

もちろん、何
い

時
つ

いらっしゃってもスポーツやグルメ、歴
れき

史
し

、 

自
し

然
ぜん

…みなさんの様
さま

々
ざま

な好
こう

奇
き

心
しん

を満
み

たしてくれると思
おも

いま

す。 

はまーつに遊
あそ

びに来
く

るだに（浜
はま

松
まつ

に遊
あそ

びに来
き

てね）！ 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

志
し

村
むら

 香
か

苗
なえ

 

出
しゅっ

身
しん

：静
しず

岡
おか

県
けん

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
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中譯 

第 35 課 靜岡縣  濱松市 

                            志村 香苗 

   濱松市位於日本的二大都市----東京和大阪大約正中央的位置。以 

市的面積而言，是日本的第二大城市。受大自然的恩惠，有山有海，

有河川、也有湖泊、温泉等。濱松市氣候平穏，所以在附近就可以採

集到許多美味食材。其中，有綠茶、橘子、鰻魚、哇沙米等等，只要

說到日本食物，印象中就是這些在日本屈指可數的名産。 

   另一方面，濱松市也有世界知名的鋼琴和機車工廠。山葉、河合、

Roland…，這些都是大家熟悉的廠牌，說不定你家也有一台。 

  濱松市還保留了從古至今歷史悠久的節日與祭典，並且還保存了

德川家康居住了 16 年的城堡。此外，每年為慶祝家中第一個小孩出生，

就會舉辦放大風箏的祭典，名為「濱松祭」。每年 5 月將許多比榻榻米

大好幾倍的風箏，放到空中交戰。好幾個大人們協力一起將風箏放得

高高的，彼此集合力量和運用智慧激烈交戰，企圖切斷其他團隊的風

箏線。若己方的風箏線能將對方的風箏線切斷的話，那就勝利了。 

  這是一個非常受歡迎的節日，因為是在進入梅雨季之前的涼爽季

節舉行，因此每年都吸引許多觀光客前來，這也是這個祭典愈辦愈熱

鬧的主要原因。這是一個非常盛大，活力十足，熱情洋溢的活動，請

您務必也來參觀一次，如何呢？ 

  當然，我想不管您什麼時候來玩，濱松市的運動和美食、歷史、

自然等應該都能夠滿足您的各種好奇心。 

「はまーつに遊びに来るだに」(請您一定來濱松市玩哦！)＜方言＞ 
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語彙と表現 

 

ほぼ 大致上;大多 まん中
なか

 正中間 

穏
おだ

やか 平穩的;溫和的 近
きん

所
じょ

 附近 

イメージ 印象 屈
くっ

指
し

 屈指 

名
めい

産
さん

品
ひん

 名產品 一
いっ

方
ぽう

で 一方面… 

行
ぎょう

事
じ

 節日;活動 行
おこな

う 舉行 

初
はじ

めて 第一次 誕
たん

生
じょう

 出生，誕生 

祝
いわ

う 祝賀;慶祝 凧
たこ

 風箏 

畳
たたみ

 榻榻米 何
なん

畳
じょう

 幾疊 

戦
たたか

う 戰爭;打戰 大
お

人
とな

 大人 

揚
あ

げる 高舉 それぞれ 各自，各別 

グループ 團體 力
ちから

 力量 

知
ち

恵
え

 智惠 激
はげ

しい 激烈的;刺激的 

闘
たたか

う 戰爭;打戰 糸
いと

 線 

勝
か

ち 勝利;贏 梅
つ

雨
ゆ

 梅雨 

爽
さわ

やか 舒爽的 見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

 觀光客 

盛
も

り上
あ

げる 熱烈;擁躍 要
よう

因
いん

 主要原因 

非
ひ

常
じょう

 非常 ダイナミック 生動的;有活力的 

熱
ねっ

気
き

 熱氣 あふれる 充滿 

好
こう

奇
き

心
しん

 好奇心 満
み

たす 滿足 
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課文重點解說 

 

1．浜
はま

松
まつ

市
し

は日
に

本
ほん

の 2大
だい

都
と

市
し

、東
とう

京
きょう

と大
おお

阪
さか

のほぼまん中
なか

に 

  位
い

置
ち

します。 

2．気
き

候
こう

も穏
おだ

やかですので、美
お

味
い

しいものがご近
きん

所
じょ

で沢
たく

山
さん

 

   取
と

れます。 

3．日
に

本
ほん

食
しょく

といったらイメージされるものが、国
こく

内
ない

でも 

   屈
くっ

指
し

の名
めい

産
さん

品
ひん

です。  

4．みなさんも名
な

前
まえ

をご存
ぞん

じのことでしょうし、お使
つか

いかも 

  しれませんね。 

5．その歴
れき

史
し

も長
なが

く、古
ふる

くからの行
ぎょう

事
じ

、祭
まつ

りも残
のこ

っています。 

6．「浜
はま

松
まつ

祭
まつ

り」という祭
まつ

りがあります。 

7．畳
たたみ

何
なん

畳
じょう

もの大
おお

きさの凧
たこ

がいくつも 5月
がつ

の空
そら

で戦
たたか

います。 

8．他
た

の凧
たこ

の糸
いと

を切
き

ろうと激
はげ

しく闘
たたか

います。 

9．自
じ

分
ぶん

の凧
たこ

の糸
いと

が相
あい

手
て

の凧
たこ

の糸
いと

を切
き

ったら勝
か

ちです。 

10．それがなおさら祭
まつ

りを盛
も

り上
あ

げる要
よう

因
いん

ともなっている

のでしょう。 

11．一
いち

度
ど

見
み

に来
き

てはいかがでしょうか。 

12．みなさんの様
さま

々
ざま

な好
こう

奇
き

心
しん

を満
み

たしてくれると思
おも

います。 
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         第 36 課 静
しず

岡
おか

県
けん

 浜
はま

松
まつ

市
し

     6076-6085 

会話 1 

荘
そう

：あのう～志
し

村
むら

さん、天
てん

気
き

のいい日
ひ

に浜
はま

松
まつ

市
し

の「中
なか

田
た

島
じま

砂
さ

丘
きゅう

」や「浜
はま

名
な

湖
こ

」にでもチョビット・日
ひ

帰
がえ

り旅
りょ

行
こう

を

したいんですが。 車
くるま

じゃないと不
ふ

便
べん

でしょうか。 

志
し

村
むら

：そうでもないと思
おも

いますよ。JR を乗
の

り継
つ

いで静
しず

岡
おか

県
けん

の 

      掛
かけ

川
がわ

駅
えき

からの天
てん

浜
はま

線
せん

、これは 2011年
ねん

、全線
ぜんせん

にわたり 

      36 ヶ所
しょ

も国
くに

の登
とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に登
とう

録
ろく

された名
めい

所
しょ

を 

   持
も

つ天
てん

竜
りゅう

浜
はま

名
な

湖
こ

鉄
てつ

道
どう

が正
ただ

しい名
な

前
まえ

なんですが、それ

に乗
の

れば行
い

けますよ。 

荘
そう

：沿
えん

線
せん

に 36 もの文
ぶん

化
か

財
ざい

があるんですか。すごいですね。 

志
し

村
むら

：ええ、旅
たび

の番
ばん

組
ぐみ

「ぶらり！途
と

中
ちゅう

下
げ

車
しゃ

の旅
たび

」のような 

   小
しょう

旅
りょ

行
こう

を体
たい

験
けん

するのも楽
たの

しいですよ。 

荘
そう

：そうですね。 

  あのう、一
いち

日
にち

の乗
の

り放
ほう

題
だい

切
きっ

符
ぷ

がありますか。     

志
し

村
むら

：もちろんありますよ。一
いち

日
にち

フリーきっぷはたった 1500

円
えん

です。それを使
つか

って、日
に

本
ほん

初
はつ

の本
ほん

格的
かくてき

な木
もく

造
ぞう

天
てん

守
しゅ

閣
かく

のある城
しろ

として知
し

られる掛
かけ

川
がわ

城
じょう

や東
とう

海
かい

地
ち

方
ほう

最
さい

大
だい

の

鍾
しょう

乳
にゅう

洞
どう

の 竜
りゅう

ヶ石
せき

洞
どう

などへ行
い

ってもいいんじゃない

かなと思
おも

いますよ。  
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 荘
そう

：そうですね。わたしは元
もと

々
もと

のんびりした鉄
てつ

道
どう

の旅
たび

が 

   好
す

きなんです。それは一
いち

番
ばん

昔
むかし

ながらの風
ふう

景
けい

に出
で

会
あ

え

る方
ほう

法
ほう

だと思
おも

っています。 

志
し

村
むら

：わたしも。それから、浜
はま

名
な

湖
こ

の名物
めいぶつ

は何
なん

といっても 

     「夕日
ゆ う ひ

と鰻
うなぎ

」でしょ。忘れ
わす

ないで鰻
うなぎ

を食
た

べて、最
さい

後
ご

に 

       浜
はま

名
な

湖
こ

畔
はん

にある名湯
めいとう

「舘
かん

山寺
ざ ん じ

温
おん

泉
せん

」に入
はい

ったら、 

       もう～最
さい

高
こう

です。 

荘
そう

：わあ、こんなに素
す

敵
てき

なルートを教
おし

えてくれてありが

とう。さっそく今 週 中
こんしゅうちゅう

に行
い

ってみます。 
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中譯 

第 36 課 靜岡縣 濱松市 

 

莊：嗯～志村先生，我想利用天氣好的時候，到濱松市的「中田島

砂丘」和「濱名湖」做個當天往返的小旅行，若是不開車會不

會不方便啊？ 

志村：我想，還不至於如此。你可搭 JR 再轉乘從靜岡縣掛川車站發車

的「天濱線」，這是 2011 年被指定為國家級有形重要文化財，

正式名稱為「天龍濱名湖鐵道」，全線總共有 36 個名勝，搭乘

這條線的話，就可以到哦！ 

荘：沿途有 36 個「重要文化財」啊？好棒耶！ 

志村：是啊！體驗一下像旅遊節目「ぶらり！途中下車の旅」（隨興，

中途下車之旅）所介紹的那樣的小旅行，也是一件很開心的事

哦！ 

莊：是啊！那，有沒有不限次數搭乘的一日券呢？  

志村：當然有啊！一日券一天只要 1500 日元。我想，你可以利用一日

券到「掛川城」(以擁有日本首座正統木造天守閣而聞名)或到東

海地方最大的鍾乳石洞「龍的石洞」等地方，都很不錯。 

 莊：說得也是，我本來就喜歡悠哉悠哉的鐵路之旅。我覺得那是最

能欣賞到原始風景的一種方式。 

志村：我也這麼覺得。還有啊，濱名湖的名產是夕陽和鰻魚，別忘了，

吃了鰻魚後，最後去濱名湖畔的名湯舘山寺温泉泡一下溫泉，

嗯～那真是一大享受。 

莊：哇！謝謝你告訴我這麼棒的行程。我想，這星期我一定要去看

看才行。 
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語彙と表現 

 

チョビット 小小的 日
ひ

帰
がえ

り旅
りょ

行
こう

 當天往返的旅行 

不
ふ

便
べん

 不方便 乗
の

り継
つ

ぐ 接著搭乘，轉乘 

名
めい

所
しょ

 名勝 正
ただ

しい 正確的 

すごい 厲害的;很棒的 番
ばん

組
ぐみ

 節目 

乗
の

り放
ほう

題
だい

 不限次數搭乘 フリーきっぷ 自由票;免費票 

日
に

本
ほん

初
はつ

 日本最早的 本
ほん

格的
かくてき

 真正的 

元
もと

々
もと

 原來，原本 のんびり 悠閒的 

鉄
てつ

道
どう

 鐵路 昔
むかし

ながら 照舊，一如往常 

出
で

会
あ

える 相遇;邂逅 名湯
めいとう

 有名的溫泉 

ルート 路線 さっそく 馬上，立刻 
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課文重點解說 

 

1．「浜
はま

名
な

湖
こ

」にでもチョビット・日
ひ

帰
がえ

り旅
りょ

行
こう

をしたい 

  んですが。 

2．車
くるま

じゃないと不
ふ

便
べん

でしょうか。 

3． 全線
ぜんせん

にわたり 36ヶ所
しょ

も国
くに

の登
とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に登
とう

録
ろく

された。 

4．それに乗
の

れば行
い

けますよ。 

5．沿
えん

線
せん

に 36 もの文
ぶん

化
か

財
ざい

があるんですか。 

6．旅
たび

の番
ばん

組
ぐみ

「ぶらり！途
と

中
ちゅう

下
げ

車
しゃ

の旅
たび

」のような小
しょう

旅
りょ

行
こう

を 

  体
たい

験
けん

するのも楽
たの

しいですよ。 

7．一
いち

日
にち

フリーきっぷはたった 1500円
えん

です。 

8.竜
りゅう

ヶ石
せき

洞
どう

などへ行
い

ってもいいんじゃないかなと思
おも

いますよ。  

9．浜
はま

名
な

湖
こ

の名物
めいぶつ

は何
なん

といっても「夕
ゆう

日
ひ

と 鰻
うなぎ

」でしょ。 

10．忘れ
わす

ないで鰻
うなぎ

を食
た

べて、最
さい

後
ご

に浜
はま

名
な

湖
こ

畔
はん

にある名湯
めいとう

「舘
かん

 

  山寺
ざ ん じ

温
おん

泉
せん

」に入
はい

ったら、もう～最
さい

高
こう

です。 

11．こんなに素
す

敵
てき

なルートを教
おし

えてくれてありがとう。 
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          第 37 課 静
しず

岡
おか

県
けん

       6086-6095 

会話 2 

蘇
そ

：フランス人
じん

というかヨーロッパの人
ひと

々
びと

が日
に

本
ほん

へ 

  来
き

たら、一
いち

度
ど

は 訪
おとず

れてみたい観
かん

光
こう

地
ち

は富
ふ

士
じ

山
さん

だ 

  そうです。              

佐々木
さ さ き

：そうですか。 

    そう、蘇
そ

さん、富
ふ

士
じ

山
さん

は昔
むかし

、｢不
ふ

尽
じ

山
さん

｣と書
か

く命
いのち

の 

    尽
つ

きない山
やま

、あるいは ｢不
ふ

二
じ

山
さん

｣と書
か

いて同
おな

じものが 

    二
ふた

つとない山
やま

とも書
か

いたんですよ。ご存
ぞん

知
じ

ですか。 

  蘇
そ

：へぇ～、知
し

らなかった。でも、それで富
ふ

士
じ

山
さん

が古
ふる

く 

    から日
に

本
ほん

人
じん

に大
たい

切
せつ

にされてきたことがわかりますよ 

    ね。                  

佐々木
さ さ き

：そうですね。ところで、山
やま

登
のぼ

りに興
きょう

味
み

がありますか。 

   蘇
そ

： 興
きょう

味
み

はあるけど、山
やま

に登
のぼ

るとまでは言
い

えない 

        んですよ。せいぜい山
やま

の散
さん

歩
ぽ

ぐらいかな。 

佐々木
さ さ き

：毎
まい

年
とし

、７月
がつ

1
つい

日
たち

から８月
がつ

末
まつ

までの２ヶ
か

月
げつ

間
かん

、富
ふ

士
じ

山
さん

は山
やま

を開
ひら

いて登
のぼ

ることができるんですよ。 

    蘇
そ

：佐々木
さ さ き

さんは登
のぼ

ったことがありますか。 
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佐々木
さ さ き

：いいえ、ありませんが、でも、今年
こ と し

、同
どう

僚
りょう

の松
まつ

本
もと

 

        さんと一
いっ

緒
しょ

に富
ふ

士
じ

山
さん

登
とう

頂
ちょう

を計
けい

画
かく

しています。 

        蘇
そ

さん、興
きょう

味
み

があれば一
いっ

緒
しょ

に行
い

きませんか。 

蘇
そ

：いいですね。でも、山登
やまのぼ

りに関
かん

しては 私
わたし

は初心者
しょしんしゃ

ですから、みんなの迷
めい

惑
わく

にならないでしょうか。 

佐々木
さ さ き

： 大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

ですよ。このパンフレットには初心者
しょしんしゃ

でも

登
とう

頂
ちょう

できますよって書
か

いてありますから。 

蘇
そ

：本
ほん

当
とう

ですか。それでは、連
つ

れて行
い

ってください！ 
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中譯 

第 37 課 靜岡縣 

 

蘇：聽說法國人或歐洲人來日本的話，至少要去參觀一次的觀光

景點就是「富士山」。           

佐佐木：是喔？對了，蘇先生，「富士山」從前寫成｢不盡山｣或｢不

二山｣，是代表「生命無止盡的山」或「絕無僅有」 

         之意，這你知道嗎？ 

  蘇：喔～，這我不知道。不過，由此可知「富士山」自古以來， 

        一直受到日本人的重視。               

佐佐木：是啊！對了，你對登山有興趣嗎？ 

   蘇：興趣是有啦，不過談不上是登山，頂多是在山上散散歩吧！ 

佐佐木：每年，從 7 月 1 日到 8 月底的這 2 個月，「富士山」開放登山

哦！ 

    蘇：佐佐木小姐，妳有去爬過嗎？ 

佐佐木：不，我沒爬過。不過，今年我和我的同事松本先生正計劃要

一起去攻頂。蘇先生，如果你有興趣的話，要不要一起去啊？ 

蘇：好啊！不過，說到爬山，我可是「菜鳥」，會不會造成你們

的困擾呢？ 

佐佐木：沒問題啦，因為這個簡介上面寫著：即使是「菜鳥」也能攻

頂喲！ 

蘇：真的啊！那麼，就請你們帶我去嘍! 
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語彙と表現 

 

フランス 法國 ヨーロッパ 歐洲 

命
いのち

 生命 尽
つ

きない 無止境 

あるいは 或者，還是 二
ふた

つとない 絕無僅有 

表
あらわ

す 表現，展現 ご存
ぞん

知
じ

ですか 你知道嗎? 

それで 因此 大
たい

切
せつ

 重要的 

ところで  (轉換話題)話說… 興
きょう

味
み

 興趣 

山
やま

に登
のぼ

る 爬山，登山 せいぜい 頂多，最多 

同
どう

僚
りょう

 同事 登
とう

頂
ちょう

 登上山頂 

計
けい

画
かく

する 計劃 初心者
しょしんしゃ

 初學者;無經驗的人 

迷
めい

惑
わく

 困擾 パンフレット （導遊）手冊;傳單 
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課文重點解說 

 

 

1．一
いち

度
ど

は 訪
おとず

れてみたい観
かん

光
こう

地
ち

は富
ふ

士
じ

山
さん

だそうです。              

2．富
ふ

士
じ

山
さん

が古
ふる

くから日
に

本
ほん

人
じん

に大
たい

切
せつ

にされてきたことが 

  わかりますよね。                  

3．山
やま

登
のぼ

りに 興
きょう

味
み

がありますか。 

4．山
やま

に登
のぼ

るとまでは言
い

えないんですよ。 

5．せいぜい山
やま

の散
さん

歩
ぽ

ぐらいかな。 

6．佐々木
さ さ き

さんは登
のぼ

ったことがありますか。 

7． 同
どう

僚
りょう

の松
まつ

本
もと

さんと一
いっ

緒
しょ

に富
ふ

士
じ

山
さん

登
とう

頂
ちょう

を計
けい

画
かく

しています。 

8．興
きょう

味
み

があれば一
いっ

緒
しょ

に行
い

きませんか。 

9. 山登
やまのぼ

りに関
かん

しては私
わたし

は初心者
しょしんしゃ

です。 

10．みんなの迷
めい

惑
わく

にならないでしょうか。 

11．このパンフレットには初心者
しょしんしゃ

でも登
とう

頂
ちょう

できますよって 

  書
か

いてありますから。 
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          第 38 課 大
おお

阪
さか

府
ふ

      6096-6105 

               粟
あわ

野
の

 広
ひろ

雅
まさ

 

 大
おお

阪
さか

は、川
かわ

や運
うん

河
が

が多
おお

いことから、昔
むかし

から水
みず

の都
みやこ

として

人
ひと

々
びと

に親
した

しまれてきました。地
ち

図
ず

を見
み

ると、「橋
はし

」の字
じ

が 

付
つ

いた地
ち

名
めい

が多
おお

く見
み

られます。そこで、水
みず

の都
みやこ

の景
け

色
しき

が楽
たの

し

める場
ば

所
しょ

を 紹
しょう

介
かい

したいと思
おも

います。 

JR大
おお

阪
さか

環
かん

状
じょう

線
せん

の桜
さくら

ノ宮
みや

駅
えき

で下
げ

車
しゃ

すると、すぐ近
ちか

くに大
おお

川
かわ

（淀
よど

川
がわ

）が流
なが

れています。川
かわ

岸
ぎし

の 桜
さくら

ノ宮
みや

公
こう

園
えん

は、春
はる

には花
はな

見
み

に 訪
おとず

れる桜
さくら

の見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

で賑
にぎ

わいます。 

7月
がつ

には、日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

祭
まつり

の一
ひと

つである天
てん

神
じん

祭
まつり

が開
かい

催
さい

され、

25日
にち

の船
ふな

渡
と

御
ぎょ

では、夏
なつ

の夜
よ

空
ぞら

を彩
いろど

る花
はな

火
び

と川
かわ

を行
ゆ

き交
か

う 

船
ふね

が見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

の目
め

を楽
たの

しませます。 

 さらに川
かわ

を下
くだ

り、天
てん

満
ま

橋
ばし

から西
にし

に進
すす

むと、中
なか

ノ島
しま

公
こう

園
えん

が

あります。中
なか

ノ島
しま

は、堂
どう

島
じま

川
がわ

と土
と

佐
さ

堀
ぼり

川
がわ

に挟
はさ

まれた中
なか

州
す

で、

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に全
ぜん

国
こく

から物
ぶっ

資
し

が集
あつ

まる経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

でした。 

 大
おお

阪
さか

市
し

中
ちゅう

央
おう

公
こう

会
かい

堂
どう

や中
なか

之
の

島
しま

図
と

書
しょ

館
かん

など、明
めい

治
じ

期
き

・大
たい

正
しょう

期
き

の近
きん

代
だい

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

が建
た

ち並
なら

んでいます。また、中
なか

之
の

島
しま

から土
と

佐
さ

堀
ぼり

川
がわ

を渡
わた

り、北
きた

浜
はま

を少
すこ

し歩
ある

けば、福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

も学
まな

んだといわれ

る、蘭
らん

学
がく

者
しゃ

の緒
お

方
がた

洪
こう

庵
あん

が開
ひら

いた適
てき

塾
じゅく

があります。 
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 川
かわ

沿
ぞ

いにもう少
すこ

し西
にし

に行
い

くと、淀
よど

屋
や

橋
ばし

があり、御
み

堂
どう

筋
すじ

に出
で

ます。大
おお

阪
さか

市
し

の 中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

を縦
じゅう

断
だん

し、梅
うめ

田
だ

と難
なん

波
ば

を結
むす

ぶこの国
こく

道
どう

は、歌
か

謡
よう

曲
きょく

のテーマにもなりました。代
だい

表
ひょう

的
てき

な例
れい

として、

台
たい

湾
わん

出
しゅっ

身
しん

の歌
か

手
しゅ

、欧
おう

陽
やん

菲
ふい

菲
ふい

が１９７１年
ねん

に歌
うた

って大
だい

ヒット

した『雨
あめ

の御
み

堂
どう

筋
すじ

』があります。歌
うた

のように、御
み

堂
どう

筋
すじ

を南
みなみ

に

歩
ある

いてみましょう。心
しん

斎
さい

橋
ばし

や道
どう

頓
とん

堀
ぼり

の周
しゅう

辺
へん

を散
さん

策
さく

するのも

楽
たの

しいと思
おも

います。 

皆
みな

様
さま

、ぜひ一
いち

度
ど

、大
おお

阪
さか

にお越
こ

し下
くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

粟
あわ

野
の

 広
ひろ

雅
まさ

 

出
しゅっ

身
しん

：大
おお

阪
さか

府
ふ

 

職
しょく

業
ぎょう

：大
だい

学
がく

講
こう

師
し

 

 

： 
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中譯 

第 38 課 大阪府 

                     粟野 廣雅 

   大阪因有許多河川和運河，因此自古就被視為「水鄉」，大家對它

都很熟悉。如果你看地圖的話，就可看到許多有個「橋」字的地名。

因此，我想來介紹幾個能夠欣賞「水鄉」景色的景點。 

  從 JR 大阪環狀線的櫻之宮車站下車後，旁邊就有一條大河叫淀

川，岸邊的「櫻之宮公園」，春天會有許多賞櫻遊客，十分熱鬧。每年

7 月，日本三大祭典之一的「天神祭」會在此舉行，7 月 25 日舉行「船

渡御」，遊客可以觀賞到點綴夏日夜空的煙火和在河面上交錯而過的船

隻。 

   再往下游去，從「天滿橋」西行，便可見到中之島公園。中之島

是被堂島川和土佐堀川所包挾的綠洲，在江戸時代，它是全國物資匯

集的經濟中心。 

   大阪現存「大阪市中央公會堂」和「中之島圖書館」等明治・大

正時期的近代建築物，從中之島橫越土佐堀川，稍往北濱方向前行，

便可見到傳說中「福澤諭吉」曾就讀的蘭學學者「緒方洪庵」所開設

的私塾。 

   沿河邊稍往西行，便有「淀屋橋」，過橋後即是「御堂筋」。「御堂

筋」是縱斷大阪市中心區域，連結「梅田」和「難波」的大道，也是

歌謡曲的歌名之一，其中最具代表性的，就是台灣歌手歐陽菲菲在 1971

年所唱紅的歌曲『雨の御堂筋』。如歌詞所寫的那般，讓我們走向「御

堂筋」的南方吧！然後再去「心齋橋」或「道頓堀」週邊逛逛也是件

開心的事。歡迎大家一定要來大阪玩哦！ 
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語彙と表現 

 

運
うん

河
が

 運河 都
みやこ

 城市 

親
した

しむ 親近 付
つ

く 附帶 

下
げ

車
しゃ

する 下車 川
かわ

岸
ぎし

 河岸 

見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

 觀光客 賑
にぎ

わう 繁榮，熱鬧 

夜
よ

空
ぞら

 夜空 彩
いろど

る 裝飾，點綴 

行
ゆ

き交
か

う 往來 下
くだ

る 往…而下 

進
すす

む 前進 挟
はさ

む 包挾;挾帶 

物
ぶっ

資
し

 物資 集
あつ

まる 集合;聚集 

建
た

ち並
なら

ぶ 林立 学
まな

ぶ 學習 

蘭
らん

学
がく

 
經荷蘭傳入日本的
醫學等西方科學 適

てき

塾
じゅく

 私塾 

川
かわ

沿
ぞ

い 河邊 縦
じゅう

断
だん

する 緃斷 

テーマ 題目 代
だい

表
ひょう

的
てき

 代表性的 

出
しゅっ

身
しん

 出生地;畢業學校 歌
か

手
しゅ

 歌星，歌手 

大
だい

ヒット 大受歡迎 周
しゅう

辺
へん

 週邊 

散
さん

策
さく

する 散步;散心 越
こ

す 
來(行く・来る的尊表
現) 
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課文重點解說 

 

 

1.昔
むかし

から水
みず

の都
みやこ

として人
ひと

々
びと

に親
した

しまれてきました。 

2. 人
ひと

々
びと

に親
した

しまれてきました。 

3．「橋
はし

」の字
じ

が付
つ

いた地
ち

名
めい

が多
おお

く見
み

られます。 

4．水
みず

の都
みやこ

の景
け

色
しき

が楽
たの

しめる場
ば

所
しょ

を 紹
しょう

介
かい

したいと思
おも

います。 

5．JR大
おお

阪
さか

環
かん

状
じょう

線
せん

の 桜
さくら

ノ宮
みや

駅
えき

で下
げ

車
しゃ

すると、すぐ近
ちか

くに大
おお

川
かわ

（淀
よど

川
がわ

）が流
なが

れています。 

6．川
かわ

岸
ぎし

の 桜
さくら

ノ宮
みや

公
こう

園
えん

は、春
はる

には花
はな

見
み

に訪
おとず

れる桜
さくら

の見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

で賑
にぎ

わいます。 

7．夏
なつ

の夜
よ

空
ぞら

を 彩
いろど

る花
はな

火
び

と川
かわ

を行
ゆ

き交
か

う船
ふね

が見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

の目
め

を

楽
たの

しませます。 

8．中
なか

北
きた

浜
はま

を少
すこ

し歩
ある

けば、適
てき

塾
じゅく

があります。 

9． 歌
うた

のように、御
み

堂
どう

筋
すじ

を 南
みなみ

に歩
ある

いてみましょう。 

10．ぜひ一
いち

度
ど

、大
おお

阪
さか

にお越
こ

し下
くだ

さい。 
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          第 39 課 大
おお

阪
さか

府
ふ

      6106-6115 

会話１ 

何
か

：粟
あわ

野
の

さん、大
おお

阪
さか

には日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

祭
まつり

の天
てん

神
じん

祭
まつり

があると 

聞
き

いたんですが、それはいつあるんですか。 

粟
あわ

野
の

：天
てん

神
じん

祭
まつり

は、6月
がつ

の下
げ

旬
じゅん

から 7月
がつ

25日
にち

まで行
おこな

われますよ。 

何
か

：へえ～、一
い っ

ヶ月
げ つ

もあるんですか。 

  どこで、何
な に

をやるんですか。 

粟
あわ

野
の

：天
てん

神
じん

祭
まつり

について詳
くわ

しくはないけど、 私
わたし

のお勧
すす

めは、

7月
がつ

25日
にち

に大
おお

川
かわ

つまり、淀
よど

川
がわ

で多
おお

くの船
ふね

が行
い

き交
か

う船
ふな

渡
と

御
ぎょ

と奉
ほう

納
のう

花
はな

火
び

です。 

   大
おお

川
かわ

に映
うつ

る花
はな

火
び

はすごくきれいですよ。 

 何
か

：チャンスがあれば、それを見
み

に行
い

きたいですね。 

   ところで、大
おお

阪
さか

には「橋
はし

」の字
じ

が付
つ

いた地
ち

名
めい

が他
ほか

の 

     ところより多
おお

く見
み

られますね。そんなに橋
はし

が多
おお

いん 

     ですか。 

粟
あわ

野
の

：よく気
き

が付
つ

きましたね。大
おお

阪
さか

は、川
かわ

や運
うん

河
が

が多
おお

いか

ら、橋
はし

も多
おお

いですよ。昔
むかし

から浪花
な に わ

八
はっ

百
ぴゃく

八
や

橋
ばし

といわれ

てきたんですよ。 
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何
か

：そんないっぱいある「橋
はし

」の中
なか

で、特
とく

に有
ゆう

名
めい

で面
おも

白
しろ

い

ところを教
おし

えてください。 

粟
あわ

野
の

：そうですね、大
おお

阪
さか

で 最
もっと

も活
かっ

気
き

があふれる心
しん

斎
さい

橋
ばし

はど

うですか。関
かん

西
さい

の若
わか

者
もの

文
ぶん

化
か

をリードする個
こ

性
せい

的
てき

な街
まち

で面
おも

白
しろ

いと思
おも

いますよ。 

何
か

：へえ～、そうですか。じゃ、そこへ行
い

ったら関
かん

西
さい

の 

  ファションがわかりますね。 

粟
あわ

野
の

：そうですよ。 

何
か

：時
じ

間
かん

があれば、ぜひ行
い

ってみたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 180 

中譯 

第 39 課 大阪府 

 

何：粟野先生，聽說在大阪有「日本三大祭」中的「天神祭」，那

是在什麼時候舉辦呢？ 

粟野：「天神祭」是從 6 月下旬開始舉行到 7 月 25 日為止哦！ 

何：耶～，有一個月耶。都在哪裡舉行，又做了哪些什麼呢？ 

粟野：我對「天神祭」不太熟，但是，我建議你去看 7 月 25 日的「船渡

御」和「奉納煙火」，到時河面煙火與船隻交會的景色非常漂亮哦。 

 何：有機會的話，我真想去看啊！對了，在大阪，有個「橋」字的

地名好像比其他的地方常見耶，真有那麼多橋嗎？ 

粟野：你發現到了喔！大阪因為有許多河川和運河，所以橋特別多。

自古便有「浪花八百八橋」之稱哦！ 

何：在那一堆大橋與小橋裡，請你喬個特別有名好玩的橋，介紹給

我吧! 

粟野：這樣子啊!大阪最活力四射的橋是「心齋橋」，你去看看如何？

那裡是領導關西地區年輕流行文化，充滿個性的一條街，我覺

得很有趣。 

何：耶～，是這樣子啊！那麼，去那裡的話，就可以了解到關西的

流行文化囉。 

粟野：是啊！ 

何：有時間的話，我一定要去看看！ 
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語彙と表現 

 

下
げ

旬
じゅん

 下旬 行
おこな

う 舉行 

一
いっ

ヶ月
げつ

 一個月 ～けど 「助詞」但是～ 

お勧
すす

め 建議;推薦 行
い

き交
か

う 往來 

映
うつ

る 映照 花
はな

火
び

 煙火 

チャンス 機會 ～より 「助詞」比起～ 

気
き

が付
つ

く 注意;發覺 特
とく

に 特別是 

最
もっと

も 最… 活
かっ

気
き

 活力 

あふれる 充滿，洋溢 若
わか

者
もの

文
ぶん

化
か

 年輕人的文化 

リードする 領導 ファション 流行 
 

課文重點解說 
 

1．大
おお

阪
さか

には日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

祭
まつり

の天
てん

神
じん

祭
まつり

があると聞
き

いたんです。 

2．一
い っ

ヶ月
げ つ

もあるんですか。 

3．天
てん

神
じん

祭
まつり

について詳
くわ

しくはない。 

4．チャンスがあれば、それを見
み

に行
い

きたいですね。 

5．大
おお

阪
さか

には「橋
はし

」の字
じ

が付
つ

いた地
ち

名
めい

が他
ほか

のところより多
おお

く 

  見
み

られますね。 

6．昔
むかし

から浪花
な に わ

八
はっ

百
ぴゃく

八
や

橋
ばし

といわれてきたんですよ。 

7．そんないっぱいある「橋
はし

」の中
なか

で、特
とく

に有
ゆう

名
めい

で面
おも

白
しろ

い 

  ところを教
おし

えてください。 

8．そこへ行
い

ったら関
かん

西
さい

のファションがわかりますね。 
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         第 40 課 大
おお

阪
さか

府
ふ

      6116-6125 

会話 2 

鈴
すず

木
き

： 蕭
しょう

さん、大
おお

阪
さか

は初
はじ

めてですか。 

蕭
しょう

：はい、そうです。 

鈴
すず

木
き

：じゃ、行
い

ってみたいなあと思
おも

うところはありますか。 

蕭
しょう

：いいえ、特
とく

に。鈴
すず

木
き

さんには大
おお

阪
さか

と言
い

えばこの 

   スポットは外
はず

せないと思
おも

う 所
ところ

を案
あん

内
ない

していただきた   

     いです。 

鈴
すず

木
き

：じゃ、せっかくだから、大
おお

阪
さか

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

や、大
おお

阪
さか

で  

   しかできないちょっとおもしろい体
たい

験
けん

ができる 

   コースを回
まわ

りましょう。 

蕭
しょう

：私
わたし

は今
いま

風
ふう

のものより昔
むかし

のものが好
す

きなので、文
ぶん

化
か

が

体
たい

験
けん

できるところへ行
い

ってみたいです。よろしくお

願
ねが

いします。 

鈴
すず

木
き

：じゃ、まず、「大
おお

阪
さか

くらしの今
こん

昔
じゃく

館
かん

」へ行
い

きましょ

う。そこでは江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から明
めい

治
じ

・大
たい

正
しょう

・昭
しょう

和
わ

の大
おお

阪
さか

の町
まち

と住
す

まいの移
うつ

り変
か

わりが体
たい

験
けん

できますよ。 

蕭
しょう

：今
こん

昔
じゃく

館
かん

、名
な

前
まえ

を聞
き

いただけで興
きょう

味
み

が湧
わ

いてきますね。 
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鈴
すず

木
き

：それから、日
に

本
ほん

一
いち

長
なが

い商
しょう

店
てん

街
がい

として有
ゆう

名
めい

な天
てん

神
じん

橋
ばし

筋
すじ

   

      商
しょう

店
てん

街
がい

へ行
い

って大
おお

阪
さか

の庶
しょ

民
みん

的
てき

な 商
しょう

店
てん

街
がい

の雰
ふん

囲
い

気
き

を  

      楽
たの

しみましょう。 

 蕭
しょう

：さすが旅
りょ

行
こう

達
たつ

人
じん

、鈴
すず

木
き

さんですね。 

   現
げん

代
だい

と昔
むかし

懐
なつ

かしい雰
ふん

囲
い

気
き

を 両
りょう

方
ほう

味
あじ

わうことができ  

   そうなルートですね。 

鈴
すず

木
き

：最
さい

後
ご

に大
おお

阪
さか

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な観
かん

光
こう

名
めい

所
しょ

の大
おお

阪
さか

城
じょう

へも行
い

って 

   みましょう。 

蕭
しょう

：ええ。そうしましょう。 
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中譯 

第 40 課 大阪府 

 

鈴木：蕭先生，你是第一次來大阪嗎？ 

 蕭：是，是的。 

鈴木：那麼，你有沒有哪些地方，你想去看一看的呢？ 

 蕭：不，沒有特別（想去的地方）。鈴木小姐，我想請妳帶我去妳  

     覺得「來大阪的話，這個景點絶不能錯過」的地方。 

鈴木：那麼，難得你來了，我們就去體驗一下大阪的傳統文化以及除 

      了在大阪以外無法體驗的好玩行程吧！ 

   蕭：比起現代化的東西來，我比較喜歡古早味的東西，所以我想    

去體驗一下有文化的地方。那就麻煩妳嘍。 

鈴木：那，首先，我們去「大阪生活今昔館」吧！在那裡可以體驗從

江戸時代到明治、大正、昭和時期的大阪街景和住宅的轉變哦！ 

 蕭：「今昔館」，光是聽名字就感覺好有興趣耶! 

鈴木：然後，我們再到以「日本第一長商店街」聞名的「天神橋筋商 

   店街」去了解一下大阪庶民商店街的情景。 

  蕭：鈴木小姐，妳真是旅遊達人。這真是個現代與古早風味彼此 

   交錯的行程耶！ 

鈴木：最後，我們再去大阪具代表性的觀光名勝「大阪城」看看吧！ 

  蕭：好啊，就這麼辦！ 
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語彙と表現 

 

初
はじ

めて 第一次 特
とく

に 特別 

外
はず

す 錯過，錯失 せっかく 專程;難得 

伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

 傳統文化 コース 行程 

回
まわ

る 轉;巡迴 今
いま

風
ふう

 現代化 

まず 首先 くらし 生活 

住
す

まい 居住;住家 移
うつ

り変
か

わり 變化;轉變 

庶
しょ

民
みん

的
てき

 庶民的 雰
ふん

囲
い

気
き

 氣氛 

さすが 不愧是… 達
たつ

人
じん

 高手，專家 

味
あじ

わう 品嚐;享受 ルート 路線 
 

課文重點解說 

1．行
い

ってみたいなあと思
おも

うところはありますか。 

2．大
おお

阪
さか

と言
い

えばこのスポットは外
はず

せないでしょと思
おも

う所
ところ

を 

  案
あん

内
ない

していただきたいですよ。 

3．案
あん

内
ない

していただきたいですよ。 

4．大
おお

阪
さか

でしかできないちょっとおもしろい体
たい

験
けん

ができる。 

5．私
わたし

は今
いま

風
ふう

のものより昔
むかし

のものが好
す

き。 

6．名
ね

前
まえ

を聞
き

くだけで興
きょう

味
み

が湧
わ

いてきますね。 

7．さすが旅
りょ

行
こう

達
たつ

人
じん

の鈴
すず

木
き

さんですね。 

8．現
げん

代
だい

と 昔
むかし

懐
なつ

かしい雰
ふん

囲
い

気
き

を両
りょう

方
ほう

味
あじ

わうことができそう 

  なルートですね。 
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          第 41 課 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

 神
こう

戸
べ

市
し

    6126-6135 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

 神
こう

戸
べ

は、日本中の若
わか

い女
じょ

性
せい

が憧
あこが

れる街
まち

です。 

 異
い

国
こく

情
じょう

緒
ちょ

があって、歴
れき

史
し

的
てき

雰
ふん

囲
い

気
き

もあって、それなのに 

日
に

本
ほん

のファッションをリードしているようなセンスの良
よ

さ

があります。芦
あし

屋
や

という 超
ちょう

高
こう

級
きゅう

住
じゅう

宅
たく

地
ち

があることでも知
し

られています。おしゃれな街
まち

と言
い

えば、まず神
こう

戸
べ

。そして横
よこ

浜
はま

があげられるほどです。 

 神
こう

戸
べ

は、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

という内
ない

海
かい

に面
めん

した細
ほそ

長
なが

い街
まち

です。温
おん

暖
だん

な気
き

候
こう

、穏
おだ

やかな海
うみ

、街
まち

の背
はい

後
ご

には六
ろっ

甲
こう

山
さん

の山
やま

並
な

みが豊
ゆた

か

に広
ひろ

がり、その山
やま

の上
うえ

からの夜
や

景
けい

は北
ほっ

海
かい

道
どう

の函
はこ

館
だて

と並
なら

び、日
に

本
ほん

でもっとも美
うつく

しいと言
い

われています。 

 神
こう

戸
べ

は 12世
せい

紀
き

にはすでに 中
ちゅう

国
ごく

・宋
そう

との貿
ぼう

易
えき

の窓
まど

口
ぐち

となっ

てからずっと国
こく

内
ない

外
がい

の物
ぶつ

流
りゅう

と文
ぶん

化
か

の拠
きょ

点
てん

となってきました。 

 特
とく

に 1868年
ねん

、日
に

本
ほん

が近
きん

代
だい

化
か

に向
む

けて全
ぜん

力
りょく

で走
はし

りだした 

ころ神
こう

戸
べ

港
こう

が開
かい

港
こう

し、その明
あか

るく穏
おだ

やかな土
と

地
ち

を愛
あい

した  

多
おお

くの外
がい

国
こく

人
じん

が住
す

むようになり、様
さま

々
ざま

な文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

を現
げん

在
ざい

に  

残
のこ

すことになりました。 
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 建
たて

物
もの

はもちろんですが、ゴルフ・ファッション・パン・

チョコレートなど現
げん

代
だい

の生
せい

活
かつ

に深
ふか

く親
した

しんでいる様
さま

々
ざま

なも

のが、神
こう

戸
べ

を発
はっ

信
しん

地
ち

として日
に

本
ほん

中
じゅう

に広
ひろ

がって行
い

ったのです。

神
こう

戸
べ

の灘
なだ

の酒
さけ

は、日
に

本
ほん

酒
しゅ

のブランド化
か

の第
だい

１号
ごう

でしょう。 

 神
こう

戸
べ

はこうした生
せい

活
かつ

面
めん

だけでなく、造
ぞう

船
せん

・製
せい

鉄
てつ

など重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

でも近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

を引
ひ

っ張
ぱ

ってきました。そうした力
ちから

の多
た

様
よう

さが神
こう

戸
べ

の魅
み

力
りょく

の 源
みなもと

なのでしょう。 

1995年
ねん

しかし、大
たい

変
へん

な悲
ひ

劇
げき

が神
こう

戸
べ

を襲
おそ

いました。「阪
はん

神
しん

淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

」です。巨
きょ

大
だい

地
じ

震
しん

に襲
おそ

われた神
こう

戸
べ

は多
おお

くの街
まち

と人
ひと

の 

命
いのち

を 失
うしな

いましたが、驚
おどろ

いたことにたった２年
ねん

でほぼ復
ふっ

旧
きゅう

してしまったのです。神
こう

戸
べ

のパワーに 驚
おどろ

いたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

川
かわ

室
むろ

京
きょう

子
こ

 

出
しゅっ

身
しん

：東
とう

京
きょう

都
と

 

職
しょく

業
ぎょう

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
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中譯 

第 41 課 兵庫縣 神戸市 

  川室 京子 

  神戸是日本國內深受年輕女孩憧憬的城市。 

   它是個充滿異國情趣、又有歷史氣氛，兼具領導日本流行趨勢品

味的城市，也有一個大家都知道的超高級住宅區，叫做「蘆屋」。在日

本說到摩登城市，首推「神戸」。其次就是「横濱」。 

   神戸面對內海――「瀬戸内海」，是一個地勢細長的城市。氣候温

和，大海平靜，城市背後擁有大片的「六甲山」群，從六甲山上俯看

夜景可媲美北海道「函館」夜景，被稱為「日本之最」。 

   神戶在 12 世紀時已是日本與中國宋朝的貿易窗口，從那時起，便

是日本國内外物流與文化的據點。 

   特別是自 1868 年起、日本盡全力朝向「近代化」邁進，隨著「神

戸港」的開港，許多喜愛這塊溫和開朗土地的外國人在此定居，進而

留下了種種文化遺産至今尚存。 

   別說是建築物，就連高爾夫、流行時尚、麵包、巧克力等，舉凡

與現代生活有深切關係的各種物品，都是以神戸為發源地向全日本拓

展開的。神戸的「灘之酒」是日本酒名牌化的第 1 個。 

   神戸不僅是生活面，就連造船、製鐵等重工業也是日本近代化的

領導者，如此多樣性的實力正是它魅力的來源所在吧！。 

  1995 年，一場非常慘烈的悲劇在神戸上演，那就是「阪神淡路大

地震」。被強烈地震襲擊的神戸失去了許多城市和人命，但令人吃驚的

是，它在短短 2 年之間就復原了，它所展現的力量真是令人訝異！ 
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語彙と表現 

 

 

 

 

 

 

 

センス 品味 おしゃれ 漂亮;時髦;摩登 

穏
おだ

やか 溫和的 山
やま

並
な

み 山脈 

豊
ゆた

か 豐富的，豐沛的 広
ひろ

がる 擴展，拓展 

夜
や

景
けい

 夜景 並
なら

び 並列;並排 

もっとも 最… 美
うつく

しい 美麗的 

すでに 已經 ずっと 一直;…得多 

向
む

ける 向，朝向 走
はし

りだす 起跑 

明
あか

るい 明亮的;開朗的 もちろん 當然;不用說 

親
した

しむ 親近;熟悉 様
さま

々
ざま

 各式各樣的 

ブランド 名牌商品 引
ひ

っ張
ぱ

る 拉;牽引 

源
みなもと

 發源 襲
おそ

う 襲擊 

失
うしな

う 失去 驚
おどろ

く 驚訝，吃驚 
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課文重點解說 
 

1．異
い

国
こく

情
じょう

緒
ちょ

があって、歴
れき

史
し

的
てき

雰
ふん

囲
い

気
き

もあって、それなのに 

  日
に

本
ほん

のファッションをリードしているようなセンスの 

   良
よ

さがあります。 

2．おしゃれな街
まち

と言
い

えば、まず神
こう

戸
べ

。 

3．横
よこ

浜
はま

があげられるほどです。 

4．その夜
や

景
けい

は北
ほっ

海
かい

道
どう

の函
はこ

館
だて

と並
なら

び、日
に

本
ほん

でもっとも美
うつく

しい

と言
い

われています。 

5．日
に

本
ほん

が近
きん

代
だい

化
か

に向
む

けて全
ぜん

力
りょく

で走
はし

りだした。 

6．多
おお

くの外
がい

国
こく

人
じん

住
す

むようになり、様
さま

々
ざま

な文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

を現
げん

在
ざい

に   

  残
のこ

すことになりました。 

7．神
こう

戸
べ

を発
はっ

信
しん

地
ち

として日
に

本
ほん

中
じゅう

に広
ひろ

がって行
い

ったのです。 

8．神
こう

戸
べ

の灘
なだ

の酒
さけ

は、日
に

本
ほん

酒
しゅ

のブランド化
か

の第
だい

１号
ごう

でしょう。 

9．神
こう

戸
べ

はこうした生
せい

活
かつ

面
めん

だけでなく、造
ぞう

船
せん

・製
せい

鉄
てつ

など重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

でも近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

を引
ひ

っ張
ぱ

ってきたのですから。 

10．そうした力
ちから

の多
た

様
よう

さが魅
み

力
りょく

の 源
みなもと

なのでしょう。 

11． 驚
おどろ

いたことにたった２年
ねん

でほぼ復
ふっ

旧
きゅう

してしまったので

す。 

12．神
こう

戸
べ

のパワーに 驚
おどろ

いたものです。 
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           第 42 課 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

       6136-6145 

川
かわ

室
むろ

 京
きょう

子
こ

 

会話 2 

頼
らい

 ：見
み

どころ一
いっ

杯
ぱい

の神
こう

戸
べ

を、どうしたら無駄
む だ

なく回
まわ

ることが 

   できるのですか。 

野
の

田
だ

：それなら、観
かん

光
こう

バス「シティー･ループ」で回
まわ

るのが 

   おすすめですよ。 

頼
らい

 ：「シティー･ループ」は神
こう

戸
べ

のどんな所
ところ

を回
まわ

りますか。 

野
の

田
だ

：神
こう

戸
べ

の見
み

どころ、例
たと

えば、北
きた

野
の

異
い

人
じん

館
かん

、ハーバーラ

ンド、南
なん

京
きん

町
まち

などの観
かん

光
こう

エリアを約
やく

1時
じ

間
かん

で回
まわ

ります。 

   650円
えん

で乗
の

り放
ほう

題
だい

の一
いち

日
にち

券
けん

がありますよ。 

頼
らい

 ：それはいいですね。ぜひ使
つか

ってみたいです。 

ところで神
こう

戸
べ

の街
まち

はどんな様
よう

子
す

ですか。 

野
の

田
だ

：JR の三
さん

ノ宮
みや

駅
えき

と元
もと

町
まち

駅
えき

の周
まわ

りが一
いち

番
ばん

賑
にぎ

やかです。 

   この二つの駅
えき

は電
でん

車
しゃ

で２分
ふん

ほどの距
きょ

離
り

ですから、狭
せま

い地
ち

域
いき

にいろんなものがギュッと詰
つ

まっている宝
ほう

石
せき

箱
ばこ

のような街
まち

なんです。 

頼
らい

 ：「シティー･ループ」を利
り

用
よう

してもそこへ行
い

けますか。 
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野
の

田
だ

：行
い

けますよ。それから、JR の海
うみ

側
がわ

には、旧
きゅう

外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

の 重
じゅう

厚
こう

なビル街
がい

や 中
ちゅう

華
か

街
がい

、またベイエリアは 

   潮
しお

風
かぜ

に吹
ふ

かれながらのデートや散
さん

歩
ぽ

に大
だい

人
にん

気
き

です。 

頼
らい

 ：へぇ～海
うみ

側
がわ

は恋
こい

人
びと

たちに喜
よろこ

ばれそうですね。 

野
の

田
だ

：それに、山
やま

側
がわ

にはショップや人
にん

気
き

のカフェが回
まわ

りき

れないほどありますよ。 

頼
らい

 ：じゃ、疲
つか

れたら、そこで一
ひと

休
やす

みできますね。 

野
の

田
だ

：そうですよ。 

頼
らい

 ：そういえば、神
こう

戸
べ

っておしゃれ・かわいい・おいし

い・ロマンチック… 女
おんな

の子
こ

が欲
ほ

しい物
もの

が何
なん

でもある

町
まち

のようですね。 

野
の

田
だ

：今
こん

度
ど

、時
じ

間
かん

を作
つく

って一
いっ

緒
しょ

に行
い

きましょう。 
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中譯 

第 42 週 兵庫縣  

    川室 京子 

頼 ：神戸有許多值得一遊的地方，要怎樣才能盡興遊覽一圈呢？ 

野田：那樣的話，我建議你搭「City Loop」觀光巴士哦！ 

頼 ：「City Loop」繞神戸的那些地方呢？ 

野田：神戸值得一遊的有：北野異人館、Harborland、南京町等觀光區，

循環線繞一圈約 1 小時。你可買一張 650 日元的一日悠遊卡哦！ 

頼 ：那真是太好了！我一定買一張來搭搭看。對了，神戸鬧區的街

道是什麼樣子的呢？ 

野田：JR 的「三ノ宮駅」和「元町駅」週邊是最熱鬧的地方。這二個

車站相隔只有電車 2 分鐘左右的距離，所以腹地非常小。在這

個狹小的區塊裡，緊緊地塞滿了許多的東西，就好像珠寶盒一

般。 

頼 ：搭乘「City Loop」也能到那裡嗎？ 

野田：可以啊！此外，JR 靠海的那一邊，有許多昔日外國人居所的大

廈林立街道和中華街。還有啊，到「Bay Area」吹吹海風約會或

散步，也都很受歡迎。 

頼 ：是啊，好像戀愛的人都會很喜歡海邊啊！ 

野田：另外，山的這一側有你想逛也逛不完的商店和人氣咖啡廳哦。 

頼 ：那，累了的話，可以在那兒稍微休息一下嘍！ 

野田：是啊！ 

頼 ：那麼說來，神戸真是個新潮流行、可愛、好吃、浪漫的地方。

只要是女孩們想要的東西，在神戸什麼都有！ 

野田：下次，挪個時間，我們一起去吧！ 
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語彙と表現 

 

無駄
む だ

 浪費的;無效的 回
まわ

る 繞;圍繞;繞圈 

それなら 那樣的話 すすめる 建議 

見
み

どころ 
精彩處;值得一遊之
處 エリア 區域 

放
ほう

題
だい

 無限制的 ぜひ 務必;一定 

～ほど 「助詞」表程度 狭
せま

い 狹窄的 

地
ち

域
いき

 地區 ギュッと 緊緊地 

詰
つ

まる 塞滿; 堵塞 宝
ほう

石
せき

箱
ばこ

 珠寶箱 

重
じゅう

厚
こう

 厚重的 潮
しお

風
かぜ

 海風 

デート 約會 大
だい

人
にん

気
き

 大受歡迎 

恋
こい

人
びと

 戀人 一
ひと

休
やす

み 休息一下 
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課文重點解說 

1．わたしは神
こう

戸
べ

へ行
い

ったことがないんです。 

2．観
かん

光
こう

バス「シティー･ループ」で回
まわ

るのがおすすめですよ。 

3．650円
えん

で乗
の

り放
ほう

題
だい

の一
いち

日
にち

券
けん

がありますよ。 

4．ぜひ使
つか

ってみたいんです。 

5．この二つの駅
えき

は電
でん

車
しゃ

で２分
ふん

ほどの距
きょ

離
り

ですから、狭
せま

い 

   地
ち

域
いき

にいろんなものがギュッと詰
つ

まっている宝
ほう

石
せき

箱
ばこ

の 

   ような街
まち

なんです。 

6．「シティー･ループ」を利
り

用
よう

してもあそこへ行
い

けますか。 

7．潮
しお

風
かぜ

に吹
ふ

かれながらのデートや散
さん

歩
ぽ

に大
だい

人
にん

気
き

です。 

8．海
うみ

側
がわ

は恋
こい

人
びと

たちに喜
よろこ

ばれそうですね。 

9．山
やま

側
がわ

にはショップや人
にん

気
き

のカフェが回
まわ

りきれないほど 

ありますよ。 

10．じゃ、疲
つか

れたら、そこで一
ひと

休
やす

みできますね。 

11．今
こん

度
ど

、時
じ

間
かん

を作
つく

って一
いっ

緒
しょ

に行
い

きましょう。 
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            第 43 課 香
か

川
がわ

県
けん

       6146-6155 

上
うえ

原
はら

 陽
よう

平
へい

 

 香
か

川
がわ

県
けん

は、47都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の中
なか

で日
に

本
ほん

一
いち

、面
めん

積
せき

が小
ちい

さい県
けん

で

す。 

 昔
むかし

話
ばなし

「桃
もも

太
た

郎
ろう

」は、ご存
ぞん

知
じ

でしょうか？おばあさんが川
かわ

に洗
せん

濯
たく

に行
い

くと、大
おお

きな桃
もも

が流
なが

れてきました。拾
ひろ

って桃
もも

を 

切
き

ると、中
なか

から 男
おとこ

の子
こ

が出
で

てきました。桃
もも

から生
う

まれた桃
もも

太
た

郎
ろう

は、犬
いぬ

・猿
さる

・雉
きじ

と一
いっ

緒
しょ

に鬼
おに

が島
しま

に行
い

き、鬼
おに

退
たい

治
じ

をするお話
はなし

です。桃
もも

太
た

郎
ろう

に登
とう

場
じょう

する鬼
おに

が島
しま

は、香
か

川
がわ

県
けん

にあります。 

 高
たか

松
まつ

港
こう

から、フェリーで行
い

くことができます。鬼
おに

が島
しま

に

は、鬼
おに

が住
す

んでいて、金
きん

銀
ぎん

財
ざい

宝
ほう

を持
も

っています。鬼
おに

退
たい

治
じ

を

すると、金
きん

銀
ぎん

財
ざい

宝
ほう

が手
て

に入
はい

るとの伝
でん

説
せつ

が伝
つた

わっています。 

別
べつ

名
めい

「うどん県
けん

」と呼
よ

ばれるほど、讃
さ

岐
ぬき

うどんが有名
ゆうめい

で

す。昨
さく

年
ねん

、県
けん

名
めい

を「うどん県
けん

」に改
かい

名
めい

し、郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

も「うど

ん県
けん

」で届
とど

くようになりました。讃岐
さ ぬ き

うどんをテーマとし

た「UDON」という映
えい

画
が

がヒットし、土
ど

日
にち

祝
しゅく

日
じつ

になると県
けん

外
がい

か

ら、讃
さ

岐
ぬき

うどんを食
た

べるために観
かん

光
こう

客
きゃく

が押
お

し寄
よ

せます。讃
さ

岐
ぬき

うどんは、手打
て う

ちで「ぶっかけうどん」「釜
かま

玉
たま

うどん」など

が有名
ゆうめい

です。 

讃
さ

岐
ぬき

うどんは、セルフです。自
じ

分
ぶん

で、注
ちゅう

文
もん

をし、うどん

を 温
あたた

め、出
だし

汁
じる

は、蛇
じゃ

口
ぐち

から出
で

てきます。 
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天
てん

ぷらや、様々
さまざま

なトッピングが置
お

いてあります。最
さい

近
きん

は

うどん店
てん

を食
た

べ歩
ある

く、うどん巡
めぐ

りも流
はや

行っています。 

香
か

川
がわ

県
けん

の丸
まる

亀
がめ

市
し

は、団扇
う ち わ

の産
さん

地
ち

です。団扇
う ち わ

の生
せい

産
さん

量
りょう

は、 

日
に

本
ほん

一
いち

を誇
ほこ

ります。日
に

本
ほん

は国
くに

を挙
あ

げて、節
せつ

電
でん

を実
じっ

施
し

してお

ります。エアコンや扇
せん

風
ぷう

機
き

に頼
たよ

らない、団扇
う ち わ

は日
に

本
ほん

独
どく

自
じ

の節
せつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

と言
い

えるでしょう。 

時
じ

代
だい

劇
げき

「水
み

戸
と

黄
こう

門
もん

」をご存
ぞん

知
じ

でしょうか？江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に諸
しょ

国
こく

を旅
たび

し、弱
よわ

きを助
たす

け悪
あく

を成
せい

敗
ばい

する天
てん

下
か

の元
もと

副
ふく

将
しょう

軍
ぐん

のお話
はなし

で

す。その水
み

戸
と

黄
こう

門
もん

のお兄
にい

さんと、息
むす

子
こ

さんが香
か

川
がわ

県
けん

の高
たか

松
まつ

藩
はん

主
しゅ

でした。高
たか

松
まつ

藩
はん

は、徳
とく

川
がわ

家
け

の親
しん

類
るい

で松
まつ

平
だいら

家
け

が代
だい

々
だい

治
おさ

めて

いました。香
か

川
がわ

県
けん

には、玉
たま

藻
も

城
じょう

や丸
まる

亀
がめ

城
じょう

といったお城
しろ

があ

りました。 

 みなさん、豊
ゆた

かな伝
でん

統
とう

と食
しょく

文
ぶん

化
か

に恵
めぐ

まれた香
か

川
がわ

県
けん

に、 

ぜひ一
いち

度
ど

お運
はこ

びください。 

 

 作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

上
うえ

原
はら

陽
よう

平
へい

 

出
しゅっ

身
しん

：香
か

川
がわ

県
けん

 

職
しょく

業
ぎょう

：高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

教
きょう

員
いん
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中譯 

第 43 課 香川縣 

      上原 陽平 

   香川縣是日本「47 都道府縣」中，面積最小的一個縣。 

   各位都知道童話「桃太郎」的故事嗎？從前有一個老太婆到河邊

洗衣服，河上漂來了一個好大的桃子，老太婆把桃子撿回來剖開一看，

裡面竟蹦出一個小男孩。從桃子裡生出來的桃太郎和狗、猴子、山 

雞一起去「鬼島」打鬼，這個童話中傳說的「鬼島」就在香川縣。 

   從高松港搭渡輪便可到「鬼島」。「鬼島」上住著鬼，鬼擁有金銀

財寶。香川縣至今還流傳說只要把鬼趕走，就可得到金銀財寶。 

  別名「烏龍縣」的香川縣以生產「讃岐烏龍麵」而享有盛名。去

年(2011)，香川縣將縣名改成「烏龍縣」，郵件寫「烏龍縣」也收得到。

以「讚岐烏龍麵」為主題拍攝的電影「烏龍」大受歡迎，每逢週六、

日以及國定假日，為了吃「讚岐烏龍麵」的觀光客自各縣市蜂擁而至。

「讚岐烏龍麵」以手打的「ぶっかけ烏龍麵」和「釜玉烏龍麵」最有

名。 

 「讚岐烏龍麵」是自助式的。自己點餐加熱，高湯自己從水龍頭裡

倒出來，旁邊放有「天婦羅」和種種配料。最近，很流行的「烏龍巡

禮」指得是「徒步吃遍烏龍麵店」之意。 

  香川縣的丸龜市是團扇的産地，産量日本第一。目前日本舉國上

下實施節能省電，不依靠空調和電風扇，團扇可說是日本獨自的省電

方式吧！ 

  各位知道時代劇中的「水戸黄門」吧！劇中演的是江戸時代一位

周遊列國，濟弱懲惡的「天下前副將軍」(水戸黄門)的故事。水戶黃門

的哥哥和兒子是香川縣的高松藩主，而高松藩是由德川家族的松平家

族代代治理，在香川縣有「玉藻城」和「丸龜城」。 

   請大家一定要來這個擁有豐富傳統與飲食文化的香川縣玩哦！ 
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語彙と表現 

 

昔
むかし

話
ばなし

 故事，神話 流
なが

れてくる 流過來 

拾
ひろ

う 撿拾 生
う

まれる 出生 

猿
さる

 猴子 雉
きじ

 雞 

鬼
おに

退
たい

治
じ

 驅逐魔鬼 お 話
はなし

 故事 

フェリー 輪船;渡輪 持
も

っている 帶著，拿著 

手
て

に入
はい

る 挿手 伝
つた

わる 流傳 

ヒット 熱門;爆紅 押
お

し寄
よ

せる 蜂擁而至 

手打
て う

ち 手打的 セルフ 自己;自助 

温
あたた

める 加熱 出
だし

汁
じる

 高湯 

蛇
じゃ

口
ぐち

 水龍頭 トッピング 配料 

巡
めぐ

る 圍繞，環繞 流
はや

行っている 流行 

団扇
うちわ

 圓扇，團扇 誇
ほこ

る 驕傲;自豪 

国
くに

を挙
あ

げる 舉國上下 エアコン 空調 

扇
せん

風
ぷう

機
き

 電風扇 頼
たよ

る 依賴 

独
どく

自
じ

 獨自 時
じ

代
だい

劇
げき

 時代劇 

助
たす

ける 幫助 悪
あく

を成
せい

敗
ばい

する 懲罰壞人  

親
しん

類
るい

 親戚 代
だい

々
だい

 代代 

治
おさ

める 統治 豊
ゆた

か 豐富的 
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課文重點解說 

1．おばあさんが川
かわ

に洗
せん

濯
たく

に行
い

くと、大
おお

きな桃
もも

が流
なが

れて 

  きました。 

2．拾
ひろ

って桃
もも

を切
き

ると、中
なか

から男
おとこ

の子
こ

が出
で

てきました。 

3. 桃
もも

太
た

郎
ろう

に登
とう

場
じょう

する鬼
おに

が島
しま

は、香
か

川
がわ

県
けん

にあります。 

4．鬼
おに

退
たい

治
じ

をすると、金
きん

銀
ぎん

財
ざい

宝
ほう

が手
て

に入
はい

るとの伝
でん

説
せつ

が 

   伝
つた

わっています。 

5．郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

も「うどん県
けん

」で届
とど

くようになりました。 

6． 讃
さ

岐
ぬき

うどんを食
た

べるために観
かん

光
こう

客
きゃく

が押
お

し寄
よ

せます。 

7．天
てん

ぷらや、様々
さまざま

なトッピングが置
お

いてあります。 

8．日
に

本
ほん

は国
くに

を挙
あ

げて、節
せつ

電
でん

を実
じっ

施
し

しております。 

9． 団扇
う ち わ

は日
に

本
ほん

独
どく

自
じ

の節
せつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

と言
い

えるでしょう。 

10．香
か

川
がわ

県
けん

には、玉
たま

藻
も

城
じょう

や丸
まる

亀
がめ

城
じょう

といったお城
しろ

が 

    ありました。 

11．ぜひ一
いち

度
ど

お運
はこ

びください。 
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          第 44 課 香
か

川
がわ

県
けん

      6156-6165 

会話 1 

周
しゅう

：香
か

川
がわ

県
けん

の観
かん

光
こう

スポットでお勧
すす

めの場
ば

所
しょ

はどこですか 

上
うえ

原
はら

：そうですね。小
しょう

豆
ど

島
しま

へ行
い

ってみたらどうですか。 

高
たか

松
まつ

港
こう

から、フェリーで行
い

くことができますよ。 

周
しゅう

： 小
しょう

豆
ど

島
しま

でどこが一
いち

番
ばん

有
ゆう

名
めい

ですか。 

上
うえ

原
はら

：えーと。オリーブ公
こう

園
えん

とか城
じょう

ヶ島
しま

の「希
き

望
ぼう

の道
みち

」 

とか「天
てん

使
し

の散
さん

歩
ぽ

道
どう

」などいろいろありますけど。 

周
しゅう

：「天
てん

使
し

の散
さん

歩
ぽ

道
どう

」ってかわいい名
な

前
まえ

ですね。 

     どんなところですか。 

上
うえ

原
はら

：エンジェルロードとも呼
よ

ばれています。 

   小
しょう

豆
ど

島
しま

の前
まえ

島
しま

から沖
おき

に浮
う

かぶ中
なか

余
よ

島
しま

を経
へ

て大
だい

余
よ

島
じま

へ

とつながる道
みち

が、潮
しお

の満
み

ち干
ひ

きで島
しま

が繋
つな

がったり、 

   離
はな

れたりする不
ふ

思
し

議
ぎ

なスポットですよ。 

周
しゅう

：エンジェルロードは長
なが

いですか。 

上
うえ

原
はら

：細
ほそ

長
なが

くて約
やく

500 メートルありますね。 

   潮
しお

が引
ひ

いているときにしか見
み

られない海
うみ

の魚
さかな

や 

   クラゲも近
ちか

くで観
み

ることができますよ。 
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周
しゅう

：へぇ～面
おも

白
しろ

そうですね。上
うえ

原
はら

さんは行
い

ったことが 

   ありますか。 

上
うえ

原
はら

：ありますよ。カップルで手
て

を繋
つな

いで渡
わた

ると結
むす

ばれる

という言
い

い伝
つた

えがあるそうで、彼
かの

女
じょ

と一
いっ

緒
しょ

に手
て

を繋
つな

いで渡
わた

りましたよ。 

周
しゅう

：ハハハ、そうですか。じゃ、行
い

くときは引
ひ

き潮
しお

の時
とき

に 

  行
い

ったほうがいいですね。それは一
いち

日
にち

に何
なん

回
かい

あります

か。 

上
うえ

原
はら

：１日
にち

２回
かい

、潮
しお

がひいたときに道
みち

が 現
あらわ

れるのですが、 

   日
ひ

によってその時
じ

間
かん

帯
たい

が違
ちが

うので夜
よ

中
なか

になるときも 

   あります。ですから、行
い

く前
まえ

にネットで調
しら

べたほう

がいいですよ。 

周
しゅう

：うん、そうします。 
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中譯 

第 44 課 香川縣 

 

 周：香川縣的觀光名勝中，你最推崇的是哪裡呢？ 

上原：這樣子啊，那你去小豆島看看如何呢？從高松港坐渡輪就 

      可以到哦！ 

 周：小豆島上哪裡最有名呢？ 

上原：嗯，有很多地方啊，譬如橄欖樹公園和城之島的「希望之路」、

「天使的散歩路」之類的。 

 周：「天使的散歩路」啊!好可愛的名字耶。那是個什麼樣的地方呢？ 

上原：那裡又稱為「天使之路」，是從小豆島的「前島」經過浮在海中

的「中余島」，再連接到「大余島」的一條路。但是，隨著潮水

起落，這些島時而相連，時而分離，真是個不可思議的景點哦！ 

 周：「天使之路」很長嗎？ 

上原：細細長長的，大約有 500 公尺哦。可以近距離欣賞只有在 

      退潮時才能看到的魚兒和水母哦！ 

  周：吔～，好像很好玩的樣子耶！上原先生，你有去過嗎？ 

 上原：有啊!傳說情侶們只要有手牽手走過去，就可以有好結果，所  

    以我和我女朋友牽手走過了。 

  周：哈哈哈，是這麼一回事啊！那麼，要去的時候，最好是退潮的 

   時間帶去，你說是吧！那，一天有幾次退潮呢？ 

 上原：1 天 2 次，海水退去後，道路出現。但是，每天退潮的時間 

       帶都不一樣，也有在半夜退潮情況。因此，你最好是去之前   

       上網查一下哦。  

    周：嗯，就這麼辨。 
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語彙と表現 

 

観
かん

光
こう

スポット 觀光景點 フェリー 渡輪 

オリーブ 橄欖 いろいろ 各式各樣的 

エンジェルロード 天使之道 沖
おき

 海洋 

浮
う

かぶ 浮現 経
へ

る 經過 

つながる 連接 満
み

ち干
ひ

き 漲潮和退潮 

離
はな

れる 遠離;離開 細
ほそ

長
なが

い 細長的 

約
やく

 大約 メートル 公尺 

クラゲ 水母 カップル 情侶 

渡
わた

る 渡過 結
むす

ばれる 能結合;會在一起 

言
い

い伝
つた

え 傳說 手
て

を繋
つな

ぐ 手牽手 

現
あらわ

れる 出現 時
じ

間
かん

帯
たい

 時間帶 

夜
よ

中
なか

 半夜 ネット 網路 
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課文重點解說 

 

1．小
しょう

豆
ど

島
しま

へ行
い

ってみたらどうですか。 

2．高
たか

松
まつ

港
こう

から、フェリーで行
い

くことができますよ。 

3．「天
てん

使
し

の散
さん

歩
ぽ

道
どう

」ってかわいい名
な

前
まえ

ですね。どんな 

   ところですか。 

4．小
しょう

豆
ど

島
しま

の前
まえ

島
しま

から沖
おき

に浮
う

かぶ中
なか

余
よ

島
しま

を経
へ

て大
だい

余
よ

島
じま

へと 

5．潮
しお

が引
ひ

いているときにしか見
み

られない海
うみ

の魚
さかな

やクラゲや 

 も近
ちか

くで観
み

ることができますよ。 

6．カップルで手
て

を繋
つな

いで渡
わた

ると結
むす

ばれるという言い伝えが 

 ある。 

7．行
い

くときは引
ひ

き潮
しお

の時
とき

に行
い

ったほうがいいですね。 

8．それは一
いち

日
にち

に何
なん

回
かい

ありますか。 

9．日
ひ

によってその時
じ

間
かん

帯
たい

が違
ちが

う。 
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           第 45 課 香
か

川
がわ

県
けん

     6166-6175 

会話 2 

葉
よう

：山崎
やまさき

さん、香
か

川
がわ

県
けん

は別
べつ

名
めい

「うどん県
けん

」と呼
よ

ばれる 

    ほど、讃
さ

岐
ぬき

うどんが有名
ゆうめい

だと聞
き

いたんですが、 

  本
ほん

当
とう

ですか。 

山崎
やまさき

：ええ、昨
さく

年
ねん

、県
けん

名
めい

を「うどん県
けん

」に改
かい

名
めい

し、 

   郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

も「うどん県
けん

」で届
とど

くようになりましたよ。 

葉
よう

：えー。そんなに。県
けん

名
めい

まで換
か

えたんですか。 

面
おも

白
しろ

いですね。じゃ、決
き

めたわ。今
こん

度
ど

の夏
なつ

休
やす

みに 

香
か

川
がわ

県
けん

へ讃
さぬ

岐
き

うどんを食べに行
い

きます。 

山崎
やまさき

：その時
とき

には、「うどんタクシー」を利
り

用
よう

したら 

   どうですか。 

葉
よう

：「うどんタクシー」？それは何
なん

ですか。 

山崎
やまさき

：それは、うどん専
せん

任
にん

乗
じょう

務
む

員
いん

を配
はい

属
ぞく

しているタクシー

です。うどんに関
かん

する専
せん

門
もん

の知
ち

識
しき

を持
も

ったドライバ

ーがうどんの歴
れき

史
し

・文
ぶん

化
か

から本
ほん

場
ば

のうどんの食
た

べ

方
かた

・ 注
ちゅう

文
もん

システムなどを語
かた

りながら案
あん

内
ない

してくれる

タクシーなんですよ。                     
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 葉
よう

：山崎
やまさき

さんは「うどんタクシー」の運
うん

転
てん

手
しゅ

さんがうどん 

     の専
せん

門
もん

の知
ち

識
しき

を持
も

っていることがどうやってわかり 

   ますか。 

山崎
やまさき

：試
し

験
けん

があるらしいんですよ。 

      筆
ひっ

記
き

試
し

験
けん

と実
じっ

地
ち

試
し

験
けん

と手
て

打
う

ち試
し

験
けん

をクリアしなけれ

ばならないそうですよ。 

葉
よう

：へぇ～。それを聞
き

いて益
ます

々
ます

興
きょう

味
み

が湧
わ

いて来
き

ました。 

    香
か

川
がわ

県
けん

へ行
い

くチャンスがあれば「うどんタクシー」 

    に乗
の

ってドライバーの 話
はなし

を聞
き

いてみたいものですね。 
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中譯 

第 45 課 香川縣 

 

葉：山崎先生，聽說，香川縣因為「讚岐烏龍麵」而有名到連縣名

都另稱為「烏龍縣」，真的嗎？ 

山崎：是啊！去年（2011）縣名改名為「烏龍縣」，郵件寫「烏龍縣」

也可以寄到哦！ 

葉：耶～。有名到連縣名都改了啊，真有意思。那，就這麼決定！

這次暑假我要去香川縣吃「讚岐烏龍麵」。 

山崎：那麼，到時你要不要去坐「烏龍計程車」啊？ 

葉：「烏龍計程車」？那是什麼東東呢？ 

山崎：那，有配置「烏龍專門司機」。由具有烏龍麵相關專門知識的司

機先生，一邊從烏龍麵的歷史、文化，訴說到當地烏龍麵的吃

法、點餐制度，還一邊開車送我們去烏龍麵店的計程車哦！                 

 葉：山崎先生，你說「烏龍計程車」的司機先生具有烏龍麵的專門知

識，但那要如何得知呢？ 

山崎：考試呀！聽說必須通過筆試和實際到場考試和手打麵考驗哦！ 

葉：耶～，聽著聽著，越來越有興趣味吔！如果有機會去香川縣的 

  話，我想要去坐坐「烏龍計程車」，聽聽司機先生的介紹耶！ 
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語彙と表現 

 

別
べつ

名
めい

 別名;別稱 呼
よ

ばれる 被稱為 

届
とど

く 寄達;送達 それでは 那麼 

配
はい

属
ぞく

する 分配;配置 関
かん

する 相關 

本
ほん

場
ば

 發源地 注
ちゅう

文
もん

 預訂;要求;注文 

システム 體系;系統 語
かた

る 訴說 

試
し

験
けん

 考試 手
て

打
う

ち 手打的 

クリアする 跳過;克服;清除 益
ます

々
ます

 愈來愈…;越發… 

興
きょう

味
み

が湧
わ

く 引起興趣 チャンス 機會 
 

課文重點解說 

1．香
か

川
がわ

県
けん

は別
べつ

名
めい

「うどん県
けん

」と呼
よ

ばれる。     

2．郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

も「うどん県
けん

」で届
とど

くようになりましたよ。 

3．それでは、「うどんタクシー」を利
り

用
よう

したらどうですか。 

4．うどんに関
かん

する専
せん

門
もん

の知
ち

識
しき

を持
も

った。 

5．うどんの注
ちゅう

文
もん

システムなどを語
かた

りながらご案
あん

内
ない

してくれる。 

6．ご案
あん

内
ない

してくれる。                  

7．試
し

験
けん

をクリアしなければならないそうですよ。 

8．香
か

川
がわ

県
けん

へ行
い

くチャンスがあれば「うどんタクシー」に 

  乗
の

ってドライバーの話
はなし

を聞
き

いてみたいものですね。 

9．ドライバーの話
はなし

を聞
き

いてみたいものですね。 
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            第 46 課 長
なが

崎
さき

県
けん

      6176-6185 

                                  菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

みなさんは、 九
きゅう

州
しゅう

の長
なが

崎
さき

県
けん

をご存
ぞん

知
じ

ですか？  

昔
むかし

、日
に

本
ほん

がごく限
かぎ

られた外国
がいこく

としか交流
こうりゅう

を持
も

たなかった

時代
じ だ い

があります。それはとても長
なが

い 間
あいだ

の事
こと

でした。その時
とき

に、

唯一
ゆいいつ

、外国
がいこく

の船
ふね

が出
で

入
い

りできたのが長
なが

崎
さき

県
けん

です。そのため、 

長
なが

崎
さき

には特
とく

有
ゆう

の文
ぶん

化
か

があります。  

長
なが

崎
さき

名
めい

物
ぶつ

と
、

して、「ちゃんぽん」と「皿
さら

うどん」という食
た

べ物
もの

がありますが、これは中国
ちゅうごく

から入
はい

ってきた麺
めん

料
りょう

理
り

を、

長
なが

崎
さき

の人
ひと

達
たち

がアレンジしたものだと言
い

われています。他
ほか

に

は「卓
しっ

袱
ぽく

料
りょう

理
り

」が有
ゆう

名
めい

ですが、これも 中
ちゅう

国
ごく

や西
せい

欧
おう

から入
はい

っ

てきた料
りょう

理
り

を日
に

本
ほん

化
か

させたものと言
い

われていて、外
がい

国
こく

との

交
こう

流
りゅう

があったからこその食
しょく

事
じ

文
ぶん

化
か

が見
み

られるわけです。  

観
かん

光
こう

地
ち

としてもたくさんの魅
み

力
りょく

があります。グラバー園
えん

のグラバー邸
てい

は、日
に

本
ほん

で 最
もっと

も古
ふる

い木
もく

造
ぞう

洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

です。ま

た、原
げん

爆
ばく

資
し

料
りょう

館
かん

や平
へい

和
わ

公
こう

園
えん

は、世
せ

界
かい

中
じゅう

の方
かた

々
がた

にぜひ訪
おとず

れ

てもらいたい場
ば

所
しょ

のひとつです。  

さて、ここでわたしが 紹
しょう

介
かい

したいのは「稲
いな

佐
さ

山
やま

」です。 

標
ひょう

高
こう

333 メートルの低
ひく

い山
やま

ですが、その山
さん

頂
ちょう

からは長
なが

崎
さき

港
こう

・長
なが

崎
さき

市
し

街
がい

を一
いち

望
ぼう

できます。 
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  ふもとからロープウェイで上
あ

がることもできますし、  

車
くるま

で行
い

けば山
さん

頂
ちょう

付
ふ

近
きん

に駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

もあります。 

 山
さん

頂
ちょう

の展
てん

望
ぼう

塔
とう

はその中
なか

からも、そして屋
おく

上
じょう

からも景
け

色
しき

を

楽
たの

しむことができます。特
とく

にその夜
や

景
けい

は素
す

晴
ば

らしく、日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

夜
や

景
けい

のひとつと言
い

われています。  

長
なが

崎
さき

市
し

内
ない

のいくつかの山
やま

では、毎
まい

年
とし

春
はる

に「ハタ揚
あ

げ」と呼
よ

ばれるお祭
まつ

りが 行
おこな

われます。稲
いな

佐
さ

山
やま

もそのひとつです。 

このお祭
まつ

りももともとは外
がい

国
こく

から入
はい

ってきたと言
い

われて

いますが、日
に

本
ほん

の「凧
たこ

揚
あ

げ」によく似
に

ています。「凧
たこ

揚
あ

げ」

が子
こ

供
ども

の遊
あそ

びとするなら、「ハタ揚
あ

げ」は大人
お と な

のスポーツと

言
い

えるもので、高
たか

く揚
あ

げるのではなく、空中
くうちゅう

で競
きそ

い、相
あい

手
て

の

ハタを切
き

って勝
しょう

負
ぶ

するものです。この稲
いな

佐
さ

山
やま

、台
たい

湾
わん

でも放
ほう

送
そう

された「龍
りょう

馬
ま

伝
でん

」で主
しゅ

役
やく

の龍
りょう

馬
ま

を演
えん

じた福
ふく

山
やま

雅
まさ

治
はる

の故
ふる

郷
さと

で

もあります。 

ぜひ一
いち

度
ど

長
なが

崎
さき

に 訪
おとず

れてみてください。 

 
作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

：
 

 菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

出
しゅっ

身
しん

：新
にい

潟
がた

県
けん

上
じょう

越
えつ

市
し

 

職
しょく

業
ぎょう

： 医
い

療
りょう

事
じ

務
む
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中譯 

第 46 課 長崎縣 

                                  菊間 博子 

  各位，您知道九州的長崎縣嗎？ 

  從前，日本有過一段很長的鎖國時代，當時只侷限於與極少數國

家交流。那時，唯一允許外國船隻進出的港口就是長崎。因此，長崎

有它特有的文化。 

  長崎名產中，有「強棒麵」和「炒麵」，據說這是從中國傳入經長

崎人改良而成的麵食，其他如「卓袱料理」也很有名，而這聽說也是

從中國和西歐傳入日本的料理。這些都是因為長崎與外國有交流才看

得到飲食文化。  

  以觀光區而言，長崎有許多很有魅力的地方。譬如格洛弗園的格

洛弗宅邸，它是日本最古老的西洋木造建築。此外，「原爆資料館」 

與「平和公園」隨時都歡迎世界各國的人前來造訪。 

  接下來，我想介紹的是稻佐山。它是一座標高 333 公尺的小山，

可從山頂俯看長崎港與長崎市景。 

    稻佐山可從山腳下搭纜車上去，開車的話，在山頂附近有停車場。

從山頂的展望塔或塔頂都可以欣賞美景，尤其最適合欣賞夜景，被譽

為日本三大夜景之一。 

    長崎市内有好幾座山，每年春天會舉行一種名叫「揚旗」的風箏

祭典，而「稻佐山」就是其中的一座山。 

  這個祭典和日本的「放風箏」很像，但聽說原先也是從外國傳進

來的。若說「放風箏」是孩童的遊戲，那麼「揚旗」就是大人的運動

了。它並不只是把風箏放得高高的，而是要讓風箏般旗幟在空中彼此

較勁，然後將對手的旗幟切斷以為勝負。在台灣播放過的「龍馬傳」

裡扮演龍馬的男主角福山雅治的故鄉就在稻佐山。請各位一定要來長

崎玩喔！ 
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語彙と表現 

 

ご存
ぞん

知
じ

ですか 你知道嗎? ごく 極為… 

限
かぎ

る 限於;限制 長
なが

い 間
あいだ

 長時間;長久以來 

出
で

入
い

り 出入 そのため 因此 

アレンジする 改編;調整;變化 他
ほか

に 其他的 

訪
おとず

れる 訪問 一
いち

望
ぼう

する 一眼望去 

ふもと 山麓，山腳 ロープウェイ 纜車 

山
さん

頂
ちょう

 山頂 駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

 停車場 

展
てん

望
ぼう

塔
とう

 展望塔 屋
おく

上
じょう

 屋頂上 

景
け

色
しき

 風景 楽
たの

しむ 享受;欣賞;期待 

特
とく

に 特別是 夜
や

景
けい

 夜景 

素
す

晴
ば

らしい 美好的，美妙的 いくつ 幾個;好幾個 

もともと 原先;原來;原本 凧
たこ

揚
あ

げ 放風箏 

揚
あ

げる 提高 競
きそ

う 競爭;競賽 

相
あい

手
て

 對方 ハタ 旗子，旗幟 

勝
しょう

負
ぶ

する 分勝負 放
ほう

送
そう

する 放映 

主
しゅ

役
やく

 主角 演
えん

じる 扮演 

故
ふる

郷
さと

 故鄉 ぜひ 務必，一定 
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課文重點解說 

1．九
きゅう

州
しゅう

の長
なが

崎
さき

県
けん

をご存
ぞん

知
じ

ですか？  

2． 昔
むかし

、日
に

本
ほん

がごく限
かぎ

られた外国
がいこく

としか交流
こうりゅう

を持
も

たなかっ

た時代
じ だ い

があります。 

3．中国
ちゅうごく

から入
はい

ってきた麺
めん

料
りょう

理
り

を、長
なが

崎
さき

の人
ひと

達
たち

がアレンジ 

したものだと言
い

われています。 

4．これも中
ちゅう

国
ごく

や西
せい

欧
おう

から入
はい

ってきた料
りょう

理
り

を日
に

本
ほん

化
か

させた 

ものです。 

5．外
がい

国
こく

との交
こう

流
りゅう

があったからこその食
しょく

事
じ

文
ぶん

化
か

が見
み

られる 

わけです。  

6．原
げん

爆
ばく

資
し

料
りょう

館
かん

や平
へい

和
わ

公
こう

園
えん

は、世
せ

界
かい

中
じゅう

の方
かた

々
がた

にぜひ訪
おとず

れて

もらいたい場
ば

所
しょ

のひとつです。  

7．わたしが紹
しょう

介
かい

したいのは「稲
いな

佐
さ

山
やま

」です。 

8．ふもとからロープウェイで上
あ

がることもできます。 

9．車
くるま

で行
い

けば山
さん

頂
ちょう

付
ふ

近
きん

に 駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

もあります。 

10．「ハタ揚
あ

げ」と呼
よ

ばれるお祭
まつ

りが 行
おこな

われます。 

11．「凧
たこ

揚
あ

げ」が子
こ

供
ども

の遊
あそ

びとするなら、「ハタ揚
あ

げ」は大人
お と な

のスポーツと言
い

えるものです。 

12．高
たか

く揚
あ

げるのではなく、空中
くうちゅう

で競
きそ

い、相
あい

手
て

のハタを 

  切
き

って勝
しょう

負
ぶ

するものです。 

13．ぜひ一
いち

度
ど

長
なが

崎
さき

に 訪
おとず

れてみてください。 
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         第 47 課 長
なが

崎
さき

県
けん

       6186-6195 

                                  菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

会話 1 

菊
きく

間
ま

：王
おう

さんは日
に

本
ほん

のドラマ『龍
りょう

馬
ま

伝
でん

』を見
み

たことが 

   ありますか？ 

王
おう

：はい。日
に

本
ほん

で大
たい

変
へん

人
にん

気
き

が高
たか

く、アジアの数
すう

カ国
こく

でも 

  放
ほう

映
えい

されましたね。 

菊
きく

間
ま

：坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

は日
に

本
ほん

の歴
れき

史
し

上
じょう

、特
とく

に人
にん

気
き

がある人
じん

物
ぶつ

の 

   ひとりです。 

王
おう

：なぜそんなに人
にん

気
き

があるのですか？ 

菊
きく

間
ま

：日
に

本
ほん

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、長
なが

く外
がい

国
こく

との交
こう

流
りゅう

を拒
こば

んできたん 

   ですが、開
かい

国
こく

して明
めい

治
じ

という新
あたら

しい時
じ

代
だい

を作
つく

るきっ 

   かけになった人
ひと

だからだと思
おも

います。 

王
おう

：なるほど。そして長
なが

崎
さき

はその時
じ

代
だい

に 重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を 

  持
も

っていたのですね？ 

菊
きく

間
ま

：その通
とお

りです。外国
がいこく

との接
せっ

触
しょく

を持
も

たなかった時
じ

代
だい

を 

   打
う

ち破
やぶ

るのに大
たい

変
へん

努
ど

力
りょく

しました。長
なが

崎
さき

はその当
とう

時
じ

、外
がい

 

   国
こく

の文化
ぶ ん か

や人
ひと

と接
せっ

することの出来
で き

たただひとつの 

   場所
ば し ょ

だったのです。 
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 王
おう

：その当
とう

時
じ

、長
なが

崎
さき

にはどんな影響
えいきょう

がありましたか。 

菊間
き く ま

：長崎
ながさき

特有
とくゆう

の文化
ぶ ん か

が生
う

まれました。食
た

べ物
もの

やお祭
まつり

り 

      など、外国
がいこく

のものを日本風
にほんふう

に変化
へ ん か

させたものが 

      多
おお

いです。 

 王
おう

：龍
りょう

馬
ま

は外国
がいこく

にとても興味
きょうみ

を持
も

っていたんですよね？ 

菊間
き く ま

：はい。そのようです。 

      日本
に ほ ん

が早
はや

く外国
がいこく

と交流
こうりゅう

を持
も

てるよういつも 考
かんが

えて 

      いたようです。 

王
おう

さんも長
なが

崎
さき

を訪
おとず

れたら、稲
いな

佐
さ

山
やま

から長
なが

崎
さき

港
こう

を 

見
み

下
お

ろして、坂本
さかもと

龍
りょう

馬
ま

の 心
こころ

に思
おも

いを馳
は

せてみて 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 217 

中譯 

第 47 課 長崎県 

                                  菊間 博子 

菊間：王先生，你有沒有看過日本的連續劇「龍馬傳」嗎？ 

王：我看過啊！在日本很受歡迎，在亞洲也有好幾個國家播放過了。 

菊間：坂本龍馬是日本歷史上特別有人氣的人物之一。 

王：他為什麼那麼有人氣呢？ 

菊間：日本在江戶時代，長期拒絕與外國交往，我想坂本龍馬他是被    

公認為致力打開日本門戶，開創明治新局的第一號人物。 

王：原來如此。所以長崎就在當時扮演著重要的角色嘍！ 

菊間：你說得沒錯。長崎是當時唯一可以和外國人、外國文化接觸      

的地方。 

 王：那產生了什麼樣的影響呢？ 

菊間：產生了長崎的特有文化，像飲食和祭典等等，有許多事物是將 

      外國的東西日本化了。 

 王：龍馬對外國事物很感興趣吧！ 

菊間：是啊！好像是那樣。當時他似乎一直在思索如何早日讓日本與

外國交流。各位如果來長崎的話，請大家試著從稻佐山上俯視

長崎港，想像一下坂本龍馬的心情。 

 

 

 

 

 



 218 

語彙と表現 
 

ドラマ 連續劇 大
たい

変
へん

 非常的 

人
にん

気
き

が高
たか

い 受歡迎 アジア 亞洲 

数
すう

カ国
こく

 數個國家 特
とく

に 特別是 

なぜ 為什麼 そんなに 那麼樣的 

打
う

ち破
やぶ

る 打破;打開 きっかけ 契機;時機 

なるほど 原來如此 役
やく

割
わり

 角色;任務 

接
せっ

する 接觸 ただ 只是;只有 

ただひとつ 只有一個 影 響
えいきょう

 影響 

特有
とくゆう

 特有的 生
う

まれる 出生 

日本風
にほんふう

 日本風味 興味
きょうみ

を持
も

つ 有興趣 

見
み

下
お

ろす 俯視;往下看 思
おも

いを馳
は

せる 想像;緬懷 

 

課文重點解說 

1．日
に

本
ほん

のドラマ『 龍
りょう

馬
ま

伝
でん

』を見
み

たことがありますか？ 

2．アジアの数
すう

カ国
こく

でも放
ほう

映
えい

されましたね。 

3．時
じ

代
だい

を打
う

ち破
やぶ

るのに大
たい

変
へん

努
ど

力
りょく

し、その後
ご

の時
じ

代
だい

を作
つく

る。 

4．外国
がいこく

のものを日本風
にほんふう

に変化
へ ん か

させたものが多
おお

いです。 

5．日本
に ほ ん

が早
はや

く外国
がいこく

と交流
こうりゅう

を持
も

てるよういつも考
かんが

えていた 

  ようです。 
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         第 48 課 長
なが

崎
さき

県
けん

        6196-6205 

                                  菊
きく

間
ま

 博
ひろ

子
こ

 

会話 2 

井上
いのうえ

：林
りん

さんは、日
に

本
ほん

の凧
たこ

揚
あ

げを知
し

っていますか？ 

林
りん

：はい。テレビや雑
ざっ

誌
し

などでは見
み

たことがありますが、 

実際
じっさい

に見
み

たことはありません。 

井上
いのうえ

：そうですか。確
たし

かに最
さい

近
きん

は凧
たこ

揚
あ

げやコマ回
まわ

しなど、 

      昔
むかし

からの遊
あそ

びをしなくなったように思
おも

います。 

林
りん

：外
そと

で遊
あそ

ぶ機
き

会
かい

が少
すく

なくなったからでしょうか？ 

井上
いのうえ

：はい。その通
とお

りだと思
おも

います。しかし、長
なが

崎
さき

では春
はる

に 

なると『ハタ揚
あ

げ』といって凧
たこ

揚
あ

げのようなお祭
まつ

りを 

します。 

林
りん

：どんなお祭
まつ

りですか？ 

井上
いのうえ

：空
くう

中
ちゅう

に上
あ

げたハタを競
きそ

い合
あ

って、相
あい

手
て

を落
お

とした方
ほう

が 

      勝
か

ちとなるスポーツのようなものです。 

 林
りん

：面白
おもしろ

そうですね。ハタというのはどんなものですか？ 

井上
いのうえ

：竹
たけ

で出来
で き

た骨
ほね

組
ぐ

みに、紙
かみ

を貼
は

って作
つく

られています。 

   白
しろ

と赤
あか

と青
あお

が基本
き ほ ん

の色
いろ

で、黒
くろ

を使
つか

うこともあります。 
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 林
りん

：色
いろ

が決
き

まっているのですか？ 

井上
いのうえ

：はい。これらの色
いろ

を使
つか

った伝統的
でんとうてき

なデザインが、 

      百
ひゃく

種類
しゅるい

以上
いじょう

もあるそうです。 

 林
りん

：デザインも決
き

まっているのですね？ 

井上
いのうえ

：そうです。そして、それぞれのデザインには名前
な ま え

が 

      付
つ

けられているんですよ。 

 林
りん

：どこで見
み

ることが出来
で き

ますか？ 

井上
いのうえ

：4月
がつ

から 6月
がつ

にかけて長
なが

崎
さき

のいくつかの山
やま

で見
み

ることが 

      できるので、ぜひ 訪
おとず

れてみてください。 
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中譯 

第 48 課 長崎縣 

                                  菊間 博子 

井上：林小姐，妳知道日本放風箏的活動嗎？ 

林：嗯。我在電視和雜誌上看過，但是沒親眼見過。 

井上：說的也是。我覺得最近像放風箏、打陀螺這類的傳統遊戲好像 

   都沒人在玩了。 

林：那是因為在外面遊戲的機會變少了吧！ 

井上：是啊，我想你說得沒錯。不過，在長崎每逢春天就會舉辦一 

      個名叫「升旗」的放風箏祭典。 

林：那是個什麼樣的祭典呢？ 

井上：那是將許多旗幟升到空中彼此競技，然後將對手的旗幟打落 

      的一方獲勝的一種像運動般的祭典。 

 林：好像很好玩的樣子。那，「旗幟」是什麼樣的東西呢？ 

井上：那是在竹製的骨架上，貼紙而成的東西。基本色有白、紅、藍

三種，有時也會用黑色。 

 林：有固定用什麼顏色嗎？ 

井上：有啊！聽說使用這些顏色的傳統造型有幾百種以上。 

 林：造型也固定嗎？ 

井上：是啊！不但如此，每種造型都各取其名哦！ 

 林：在哪裡可以看到這個祭典呢？ 

井上：每年的 4 月到 6 月，在長崎的幾座山上都可以看到。請妳一定要來

看哦。 
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語彙と表現 

 

凧
たこ

揚
あ

げ 放風箏 実際
じっさい

に 實際上 

確
たし

かに 的確是 コマ回
まわ

し 轉陀螺 

少
すく

ない 少的 その通
とお

り 如同那一樣 

しかし 但是 空
くう

中
ちゅう

 空車 

ハタ 旗子; 旗幟 競
きそ

い合
あ

う 競賽，比賽 

相
あい

手
て

 對方 落
お

とす 弄掉，打落 

勝
か

ち 勝利 竹
たけ

 竹子 

骨
ほね

組
ぐ

み 骨架 決
き

まる 決定;固定 

伝統的
でんとうてき

 傳統的 デザイン 設計;造型 

それぞれ 各自;各別 付
つ

ける 記上;寫上 

 

課文重點解說 

1．日
に

本
ほん

の凧
たこ

揚
あ

げを知
し

っていますか？ 

2．実際
じっさい

に見
み

たことはありません。 

3．確
たし

かに最
さい

近
きん

は凧
たこ

揚
あ

げやコマ回
まわ

しなど、昔
むかし

からの遊
あそ

びを 

 しなくなったように思
おも

います。 

4．外
そと

で遊
あそ

ぶ機
き

会
かい

が少
すく

なくなったのでしょうか？ 

5．それぞれのデザインには名前
な ま え

が付
つ

けられているんですよ。 

6．4月
がつ

から 6月
がつ

にかけて長
なが

崎
さき

のいくつかの山
やま

で見
み

ることが 

   できる。 
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                 第 49 課 沖
おき

縄
なわ

Ⅰ        6206-6215 

                    島
しま

袋
ぶくろ

あゆみ 

一
いち

番
ばん

、台
たい

湾
わん

に近
ちか

い日
に

本
ほん

。それが沖
おき

縄
なわ

です。 

日
に

本
ほん

最
さい

南
なん

端
たん

の沖
おき

縄
なわ

県
けん

は、広
こう

大
だい

な海
かい

域
いき

に点
てん

在
ざい

する大
だい

小
しょう

160

の島
しま

々
じま

からなります。天
てん

気
き

のいい日
ひ

には、台
たい

湾
わん

から海
かい

底
てい

遺
い

跡
せき

のある日
に

本
ほん

最
さい

西
せい

端
たん

の島
しま

、与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

も見
み

えることでしょう。 

美
うつく

しい自
し

然
ぜん

が島
しま

ごとに異
こと

なる 表
ひょう

情
じょう

を見
み

せ、また琉
りゅう

球
きゅう

独
どく

特
とく

の文
ぶん

化
か

や伝
でん

説
せつ

にもふれられます。  

エメラルドグリーンに 輝
かがや

く澄
す

みきった海
うみ

や、島
しま

々
じま

を覆
おお

う 

豊
ゆた

かな常
じょう

緑
りょく

の森
もり

。 日
にち

常
じょう

を忘
わす

れさせる絶
ぜっ

景
けい

があなたを 

待
ま

っています。 

 最
さい

近
きん

では台
たい

湾
わん

から新
しん

婚
こん

旅
りょ

行
こう

にこの７
なな

色
いろ

に輝
かがや

く海
うみ

をバック

に結
けっ

婚
こん

式
しき

を行
おこな

ったり、フォトウエディングを撮
と

りに訪
おとず

れる

カップルも増
ふ

えてきました。 

また、沖
おき

縄
なわ

の持
も

つゆったりとした時
じ

間
かん

と美
うつく

しい自
し

然
ぜん

に憧
あこが

れ、疲
つか

れた心
こころ

や 体
からだ

を癒
いや

しに、都
と

会
かい

で忙
いそが

しく 働
はたら

く人
ひと

たちが 

多
おお

く 訪
おとず

れる「安
やす

らぎの島
しま

」でもあります。 

しばし、時
じ

間
かん

を忘
わす

れて心
こころ

の洗
せん

濯
たく

をしに、身
み

近
ぢか

な沖
おき

縄
なわ

に 

いらっしゃいませんか。 
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沖
おき

縄
なわ

は他
たか

の日
に

本
ほん

にはない独
どく

自
じ

な歴
れき

史
し

と文
ぶん

化
か

、自
し

然
ぜん

がありま

す。歴
れき

史
し

が好
す

きなあなたなら、450年
ねん

の繁
はん

栄
えい

を築
きず

いた「琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

朝
ちょう

時
じ

代
だい

」の建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

や世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

を歩
ある

くことをお薦
すす

めします。 

また、時
じ

代
だい

を超
こ

えて人
ひと

々
びと

を楽
たの

しませ、熱
ねっ

中
ちゅう

させた沖
おき

縄
なわ

の 

「芸
げい

能
のう

」はあなたを楽
たの

しませてくれることでしょう。優
ゆう

美
び

な 

衣
い

装
しょう

をまとい、沖
おき

縄
なわ

芸
げい

能
のう

に欠
か

かせない弦
げん

楽
がっ

器
き

「三
さん

線
しん

」、その 

音
ね

色
いろ

に合
あ

わせて舞
ま

う「 琉
りゅう

球
きゅう

舞
ぶ

踊
よう

」。特
とく

に「エイサー」は、 

見
み

る者
もの

も熱
ねっ

気
き

で包
つつ

むほどの迫
はく

力
りょく

が特
とく

長
ちょう

。 

８月
がつ

になると、那
な

覇
は

の国
こく

際
さい

通
どお

りでは、１万人
まんにん

のエイサー大
たい

会
かい

が 行
おこな

われ、太
たい

鼓
こ

のリズムに思
おも

わず踊
おど

りたくなる迫
はく

力
りょく

ある

演
えん

技
ぎ

。ぜひ一
いち

度
ど

、その目
め

でご覧
らん

ください。 

様
さま

々
ざま

な文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

やエイサーが体
たい

験
けん

できるのが、沖
おき

縄
なわ

南
なん

部
ぶ

にある「沖
おき

縄
なわ

ワールド」。そこでは、東
とう

洋
よう

一
いち

と言
い

われる鍾
しょう

乳
にゅう

洞
どう

にも足
あし

を踏
ふ

み入
い

れることもできます。  

芸
げい

能
のう

好
ず

き


な沖
おき

縄
なわ

は、伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

だけではなく、最
さい

近
きん

では日
に

本
ほん

で有
ゆう

名
めい

な歌
か

手
しゅ

や俳
はい

優
ゆう

、モデルも多
おお

く出
だ

し、アクターズスク

ールなどで将
しょう

来
らい

を夢
ゆめ

見
み

る若
わか

者
もの

もたくさんいます。そういっ

た若
わか

い世
せ

代
だい

の音
おん

楽
がく

や踊
おど

りに触
ふ

れるのもいいかも知
し

れません。 
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中譯 

第 49 課 沖縄Ⅰ 

                    島袋あゆみ 

  距離台灣最近的日本，那就是沖繩。 

  位處日本最南端的沖繩縣是由海上大大小小 160 個島嶼所組成。

天氣好時，我想從台灣可以看到位於日本最西端有海底遺蹟的「與那

國島」吧！ 

  每個美麗而自然的島嶼各自展現不同的風貌，足以令人感受琉球

獨特的文化與傳說。翠綠寳石般的清澈大海與覆蓋所有島嶼的茂密常

綠森林…，這些令人忘卻日常瑣事的絶妙美景隨時都等著你來造訪。 

   最近，從台灣來沖繩蜜月旅行，或來閃耀七彩光芒的海邊舉行婚

禮或拍婚紗照的新人愈來愈多了。 

  沖繩也是許多工作忙碌的都會人所嚮往的美麗島嶼。沖繩的慢活

時間與美好大自然足以療癒疲憊身心，你要不要也暫時忘卻時間到離

你最近的沖繩來洗滌一下心靈呢？ 

  沖繩具有與日本不同的獨特歷史、文化與大自然。如果你喜歡歷史

的話，我建議你去看擁有 450 年繁華歷史的琉球王國建築物或世界遺

蹟。此外，你可以去欣賞至今仍令人歡樂沈迷的沖繩藝能。你也可以去

欣賞服裝優美、搭配沖繩藝能不可或缺的弦樂器「三線」(三味弦)音色

起舞的「琉球舞蹈」。特別是「エイサー」（沖繩的傳統舞蹈）的熱情，

它具有感染所有觀眾的超級魄力。 

  每年 8 月，「那覇」的「國際通」會舉行 1 萬人的「エイサー」大

會，隨著太鼓的節奏，大家不禁手舞足蹈，這樣的震撼力請你一定要

親自來體驗。如果你去沖繩南部的「沖繩世界」，就可以體驗沖繩的種

種文化及傳統舞蹈「エイサー」，也可以進入號稱東洋第一的鐘乳石洞

一探究竟。 

  沖繩人愛好藝能。不只是傳統藝能，最近在日本有許多知名的歌

星、演員、模特兒也都是沖繩人，此外，許多在「演員訓練班」夢想

著將來成名的年輕人也都是沖繩人。偶爾接觸一下這些年輕世代的音

樂和舞蹈，說不定也很不錯哦！ 
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語彙と表現 

 

点
てん

在
ざい

する 散佈 見
み

える 看得到 

美
うつく

しい 美麗的 ～ごとに 每～ 

異
こと

なる 不同帛 ふれられる 能接觸 

エメラルドグリーン 翡翠绿 輝
かがや

く 閃耀;發光 

澄
す

みきった 清澈 覆
おお

う 覆蓋 

豊
ゆた

か 豐富的 バック 背後 

行
おこな

う 舉行 フォトウエディング 結婚照 

カップル 情侶 増
ふ

える 增加 

ゆったり 舒暢 憧
あこが

れる 憧憬 

疲
つか

れる 疲累 癒
いや

す 療癒 

安
やす

らぎ 安穩的 しばし 暫時;片刻 

築
きず

く 建築 薦
すす

める 建議，推薦 

超
こ

える 超越;超過 楽
たの

しむ 享樂;期待;欣賞 

熱
ねっ

中
ちゅう

する 熱衷 まとう 纏;裹 

欠
か

かせる 欠缺 音
ね

色
いろ

 音色 

合
あ

わせる 配合 舞
ま

う 飛舞;舞蹈 

包
つつ

む 包圍;包裝 特
とく

長
ちょう

 特長;優點 

リズム 韻律;節奏 思
おも

わず 不知不覺 

踊
おど

る 跳舞 様
さま

々
ざま

 各式各樣 

踏
ふ

み入
い

れる 踏入;步入 俳
はい

優
ゆう

 演員 

モデル 模特兒;模範 アクターズスクール 演員訓練班 

夢
ゆめ

見
み

る 做夢 若
わか

者
もの

 年輕人 
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課文重點解說 

 

1．一
いち

番
ばん

、台
たい

湾
わん

に近
ちか

い日
に

本
ほん

。それが沖
おき

縄
なわ

です。 

2．美
うつく

しい自
し

然
ぜん

が島
しま

ごとに異
こと

なる表
ひょう

情
じょう

を見
み

せる。 

3．日
にち

常
じょう

を忘
わす

れさせる絶
ぜっ

景
けい

があなたを待
ま

っています。 

4．結
けっ

婚
こん

式
しき

を 行
おこな

ったり、フォトウエディングを撮
と

りに訪
おとず

れる 

  カップルも増
ふ

えてきました。 

5．歴
れき

史
し

が好
す

きなあなたなら…。 

6．世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

を歩
ある

くことをお薦
すす

めします。 

7．時
じ

代
だい

を超
こ

えて人
ひと

々
びと

を楽
たの

しませ、熱
ねっ

中
ちゅう

させた沖
おき

縄
なわ

の 

   「芸
げい

能
のう

」はあなたを楽
たの

しませてくれることでしょう。 

8．沖
おき

縄
なわ

芸
げい

能
のう

に欠
か

かせない弦
げん

楽
がっ

器
き

「三
さん

線
しん

」、その音
ね

色
いろ

に 

   合
あ

わせて舞
ま

う「琉
りゅう

球
きゅう

舞
ぶ

踊
よう

」。 

9．８月
がつ

になると、那
な

覇
は

の国
こく

際
さい

通
どお

りでは、１万人
まんにん

の 

    エイサー 大
たい

会
かい

が 行
おこな

われる。 

10．ぜひ一
いち

度
ど

、その目
め

でご覧
らん

ください。 

11．東
とう

洋
よう

一
いち

と言
い

われる鍾
しょう

乳
にゅう

洞
どう

にも足
あし

を踏
ふ

み入
い

れることも 

    できます。 

12．そういった若
わか

い世
せ

代
だい

の音
おん

楽
がく

や踊
おど

りに触
ふ

れるのもいいか

も知
し

れません。 
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           第 50 課 沖
おき

縄
なわ

Ⅱ       6216-6225 

                     島
しま

袋
ぶくろ

あゆみ 

ぬちぐすい(命
いのち

の薬
くすり

)――心
こころ

や 体
からだ

が元
げん

気
き

になるような 

美
お

味
い

しい料
りょう

理
り

や 美
うつく

しい景
け

色
しき

、物
もの

事
ごと

に出
で

会
あ

った時
とき

、 

うちなーんちゅ（沖
おき

縄
なわ

の人
ひと

）はよくこの言
こと

葉
ば

を口
くち

にします。 

 古
ふる

くから医
い

食
しょく

同
どう

源
げん

の思
し

想
そう

が息
いき

づいている沖
おき

縄
なわ

では、普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で 体
からだ

にいいものを食
た

べて、病
びょう

気
き

の予
よ

防
ぼう

・治
ち

癒
ゆ

や

健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

に努
つと

めるということが自
し

然
ぜん

と行
おこな

われています。 

 長
ちょう

寿
じゅ

の島
しま

、沖
おき

縄
なわ

で、健
けん

康
こう

を 考
かんが

えて、工
く

夫
ふう

をこらしながら

“ぬちぐすい”になるような栄
えい

養
よう

満
まん

点
てん

の食
しょく

事
じ

をぜひ 

召
め

し上
あ

がってください。 

 お酒
さけ

の好
す

きな方
かた

なら、「古
こ

酒
しゅ

あわもり」をお薦
すす

めいたしま

す。それを試
ため

したいあなたは、那
な

覇
は

市
し

にある平
へい

和
わ

通
どお

りをお薦
すす

めします。 

スポーツが好
す

きなあなたなら、スキューバーダイビング

や沖
おき

縄
なわ

で生
う

まれた空
から

手
て

を学
まな

びに来
き

ませんか。世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

から

海
うみ

の 美
うつく

しさや伝
でん

統
とう

空
から

手
て

の 習
しゅう

得
とく

に興
きょう

味
み

を惹
ひ

かれ、毎
まい

年
とし

多
おお

く

の外
がい

国
こく

人
じん

が訪
おとず

れています。 

初
はじ

めて行
い

く日
に

本
ほん

としては、距
きょ

離
り

的
てき

にも価
か

格
かく

的
てき

にも沖
おき

縄
なわ

が一
いち

番
ばん

。 
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でも、それ以
い

上
じょう

に、日
に

本
ほん

のほかの場
ば

所
しょ

に比
くら

べて、文
ぶん

化
か

的
てき

な部
ぶ

分
ぶん

や人
ひと

の気
き

質
しつ

という点
てん

でも、台
たい

湾
わん

ととても似
に

たところもいっぱいです。 

沖
おき

縄
なわ

と台
たい

北
ぺい

の間
あいだ

は、チャイナエアラインが毎
まい

日
にち

、直
ちょっ

行
こう

便
びん

を 就
しゅう

航
こう

しています。 

台
たい

北
ぺい

から沖
おき

縄
なわ

への所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

は、1時
じ

間
かん

25分
ぷん

です。 

 沖
おき

縄
なわ

県
けん

は台
たい

湾
わん

とずっと親
した

しい関
かん

係
けい

から、台
たい

湾
わん

観
かん

光
こう

客
きゃく

 

誘
ゆう

致
ち

に 力
ちから

をいれています。台
たい

湾
わん

の免
めん

許
きょ

でも県
けん

内
ない

で運
うん

転
てん

できるような制
せい

度
ど

を導
どう

入
にゅう

。これによって、台
たい

湾
わん

人
じん

観
かん

光
こう

客
きゃく

がレンタカーで沖
おき

縄
なわ

を自
じ

由
ゆう

に観
かん

光
こう

することも可
か

能
のう

になりました。 

ぜひ、美
うつく

しい海
うみ

に囲
かこ

まれた 長
ちょう

寿
じゅ

の島
しま

、沖
おき

縄
なわ

を今
いま

すぐ 

体
たい

験
けん

にいらっしゃってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

者
しゃ

のプロフィール 

名
な

前
まえ

 ：
 

島
しま

袋
ぶくろ

あゆみ 

出
しゅっ

身
しん

：沖
おき

縄
なわ

県
けん

 

職
しょく

業
ぎょう

： 小
しょう

学
がっ

校
こう

教
きょう

員
いん
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中譯 

第 50 課 沖繩Ⅱ 

                     島袋あゆみ 

  「ぬちぐすい」(生命良藥)――是「うちなーんちゅ」(沖繩人) 

遇到可以讓身心有活力的美食或美景、美好事物時，經常掛在嘴邊的

一句話。 

  沖繩自古「醫食同源」思想便與生活息息相關。沖繩人在日常生

活中很自然地吃對身體有益的食物，並致力於疾病的預防與治療以保

持身體健康。 

   在「長壽之島」--沖繩，請你一定要品嚐以健康為首念，下工夫做

出來的營養滿分的「ぬちぐすい」(生命良藥)＜沖繩料理＞。 

 喜歡喝酒的朋友們，我推薦大家喝「古酒泡盛」。如果你想嚐試，

我建議你去「那覇市」的「平和通」走一趟。 

  喜歡運動的朋友們，要不要來潛水或來學習發祥於沖繩的空手道 

呢？每年有許多外國人，或被這大海的美所吸引，或對學習傳統空手

道有興趣而來到沖繩。 

    對台灣人而言，如果你是第一次要去日本的話，那麼，從距離

上和價格上，沖繩都是你的最佳選擇。除此之外，與日本其他地

方比較，不管是文化層面或人格特質，沖繩有許多地方與台灣十

分相似。  

  中華航空每天都有班機往返沖繩和台北之間。從台北到沖繩只要

大約 1 小時 25 分鐘。 

   沖繩與台灣，始終都維持著密切的關係，因此致力於招攬台灣

觀光客前來沖繩觀光。日前更通過台灣駕照可以租車在沖繩開車

的制度，讓台灣觀光客可以在沖繩租車，自由地在沖繩觀光。 

  歡迎你現在就來這被美麗大海所包圍的「長壽之島」--沖縄，

請你一定要來體驗看看喔 ! 
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語彙と表現 

 

命
いのち

 生命 薬
くすり

 藥 

景
け

色
しき

 風景 物
もの

事
ごと

 事物 

出
で

会
あ

う 相遇 言
こと

葉
ば

 語言;語彙 

口
くち

にする 說 古
ふる

く 從前，以前 

息
いき

づく 呼吸;喘氣 普
ふ

段
だん

 平常 

努
つと

める 服務;盡力 工
く

夫
ふう

をこらす 下工夫;費苦心 

召
め

し上
あ

がる 
吃;喝 (尊敬動
詞) 試

ため

す 嚐試 

スキューバーダイビング 水肺式潛水 空
から

手
て

 空手道 

学
まな

ぶ 學習 習
しゅう

得
とく

 學會 

惹
ひ

かれる 吸引 比
くら

べる 比較 

似
に

る 相像;相似 就
しゅう

航
こう

する 始航 

所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

 所需時間 親
した

しい 熟悉的;親近的 

誘
ゆう

致
ち

 招攬 免
めん

許
きょ

 執照 

導
どう

入
にゅう

 引進;導入 囲
かこ

む 圍繞;包圍 
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課文重點解說 

 

1.心
こころ

や体
からだ

が元
げん

気
き

になるような美
お

味
い

しい料
りょう

理
り

や、 美
うつく

しい 

  景
け

色
しき

。 

2.よくこの言
こと

葉
ば

を口
くち

にします。 

3.病
びょう

気
き

の予
よ

防
ぼう

・治
ち

癒
ゆ

や健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

に努
つと

めるということが 

  自
し

然
ぜん

と行
おこな

われています。 

4.工
く

夫
ふう

をこらしながら“ぬちぐすい”になるような栄
えい

養
よう

満
まん

点
てん

 

  の食
しょく

事
じ

をぜひ召
め

し上
あ

がってください。 

5.世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

から海
うみ

の美
うつく

しさや伝
でん

統
とう

空
から

手
て

の 習
しゅう

得
とく

に興
きょう

味
み

を 

  惹
ひ

かれる。 

6.初
はじ

めて行
い

く日
に

本
ほん

としては、距
きょ

離
り

的
てき

にも価
か

格
がく

的
てき

にも 

  沖
おき

縄
なわ

が一
いち

番
ばん

。 

7.日
に

本
ほん

のほかの場
ば

所
しょ

に比
くら

べて、文
ぶん

化
か

的
てき

な部
ぶ

分
ぶん

や人
ひと

の気
き

質
しつ

 

  という点
てん

でも、台
たい

湾
わん

ととても似
に

たところもいっぱいです。 

8.台
たい

湾
わん

観
かん

光
こう

客
きゃく

誘
ゆう

致
ち

に 力
ちから

をいれています。 

9．台
たい

湾
わん

の免
めん

許
きょ

でも県
けん

内
ない

で運
うん

転
てん

できるような制
せい

度
ど

を導
どう

入
にゅう

。 

10.これによって、台
たい

湾
わん

人
じん

観
かん

光
こう

客
きゃく

がレンタカーで沖
おき

縄
なわ

を自
じ

由
ゆう

に観
かん

光
こう

することも可
か

能
のう

になりました。 

11． 美
うつく

しい海
うみ

に囲
かこ

まれた 長
ちょう

寿
じゅ

の島
しま

、沖
おき

縄
なわ

を今
いま

すぐ 

   体
たい

験
けん

しにいらしてください。 



 233 

           第 51 課 沖
おき

縄
なわ

県
けん

     6226-6235 

会話 1 

廖
りょう

：島
しま

袋
ぶくろ

さん、今
こん

度
ど

の夏
なつ

休
やす

みに沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

を自
じ

転
てん

車
しゃ

で 

旅
りょ

行
こう

しようと計
けい

画
かく

しているんですが。 

島
しま

袋
ぶくろ

：本
ほん

当
とう

ですか。すごいですね！ 

廖
りょう

：せっかく沖
おき

縄
なわ

に行っても、走
はし

り抜
ぬ

けるだけじゃ 

もったいないと思
おも

っています。それで、せっかく 

だから自
じ

転
てん

車
しゃ

でスローペースな旅
たび

をしたほうがい

い思
おも

い出
で

になるかなと思
おも

ってるんです。 

島
しま

袋
ぶくろ

：そうですね。 廖
りょう

さんは沖
おき

縄
なわ

のどんなところへ 

       行
い

きたいんですか。 

廖
りょう

：世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

の勝
かつ

連
れん

城
じょう

跡
あと

や沖
おき

縄
なわ

最
さい

古
こ

のアーチ型
がた

の石
いし

造
づく

り 

     の門
もん

が残
のこ

る座
ざ

喜
き

味
み

城
じょう

跡
あと

などを経
へ

て、頑
がん

張
ば

って沖
おき

縄
なわ

本
ほん

 

     島
とう

の最
さい

北
ほく

端
たん

にある辺
へ

戸
ど

岬
みさき

まで行
い

こうと思
おも

っています。 

島
しま

袋
ぶくろ

：面
おも

白
しろ

そうな旅
たび

のようですね。何
なん

日
にち

の予
よ

定
てい

ですか。 

廖
りょう

：一
いっ

週
しゅう

間
かん

ぐらいの予
よ

定
てい

です。 

島
しま

袋
ぶくろ

：そうですか。道
どう

中
ちゅう

は坂
さか

道
みち

も多
おお

いし、暑
あつ

いし、あまり

ハイペースで走
はし

たっら、すぐにバテててしまいか

ねないんですよ。 
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廖
りょう

：そうですか。一
いっ

週
しゅう

間
かん

で自
じ

転
てん

車
しゃ

で一
いっ

周
しゅう

するのは 

     ちょっときついですか。 

島
しま

袋
ぶくろ

：今
こん

回
かい

は巨
きょ

大
だい

鍾
しょう

乳
にゅう

洞
どう

・ 玉
ぎょく

泉
せん

洞
どう

のある沖
おき

縄
なわ

ワールド、 

       平
へい

和
わ

祈
き

念
ねん

公
こう

園
えん

、市
いち

場
ば

もあってショッピングには最
さい

高
こう

の

国
こく

際
さい

通
どお

り、最
もっと

も有
ゆう

名
めい

な首
しゅ

里
り

城
じょう

公
こう

園
えん

、沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

最
さい

南
なん

端
たん

の喜屋武岬
き ゃ ん み さ き

までに絞
しぼ

ったらどうですか。 

廖
りょう

：そうですね。 考
かんが

えてみます。後
あと

は次
じ

回
かい

の楽
たの

しみに 

     するのもいいかな。 

島
しま

袋
ぶくろ

：じゃ、気
き

をつけて楽
たの

しい自
じ

転
てん

車
しゃ

の旅
たび

を。 

廖
りょう

：みやげ話
ばなし

を待
ま

っていてくださいね。 
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中譯 

第 51 課 沖繩縣 

 廖：島袋小姐，我計畫今年暑假去沖繩本島騎腳踏車旅行耶。 

島袋：真的啊？太棒了！ 

  廖：難得到沖繩旅行，如果只是跑行程，我覺得點可惜，所以我

這次要用慢步調騎腳踏車旅行的方式，這樣，我想會有個很

好的回憶吧！. 

島袋：說的也是！廖先生，你想去沖繩的什麼地方呢？ 

  廖：我打算先去世界遺產的「勝連城遺跡」和殘存沖繩最古老石 

      拱門的「座喜味城遺跡」，然後再加把勁騎到沖繩本島最北 

      端的「邊戶岬」。 

島袋：你這趟旅行好像很豐富啊！你要去幾天呢？ 

  廖：我打算去一個禮拜左右。 

島袋：這樣子啊!沿途斜坡多，天氣又熱，騎太快可能會中暑喲！ 

  廖：是喔！我想，一個禮拜的騎腳踏車環島，會不會有點吃力啊? 

  島袋：這次你就先鎖定巨大鐘乳洞、有玉泉洞的「沖繩世界」、「平        

和祈念公園」、有市場適合血拚的「國際通」、最有名氣的

「首里城公園」，最後再到沖繩最南端的「喜屋武岬」，你

覺得如何？ 

  廖：說得也是，我考慮看看。其他的地方就只好下次再去嘍。 

島袋：那麼，旅途上請多小心，祝你有個愉快的腳踏車之旅！ 

  廖：請等著聽我的旅遊趣聞吧！ 
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語彙と表現 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計
けい

画
かく

 計劃 せっかく 難得的;專程的 

走
はし

り抜
ぬ

ける 跑完 もったいない 浪費的;可惜的 

スローペース 低速 世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

 世界遺産 

最
さい

古
こ

 最古老的 アーチ型
けい

 拱門型式 

石
いし

造
づく

り 石頭建造 残
のこ

る 遺留 

経
へ

る 經過 頑
がん

張
ば

る 加油;努力 

豊
ゆた

か 豐富的 旅
たび

 旅程 

予
よ

定
てい

 預定;行程 道
どう

中
ちゅう

 路程中 

坂
さか

道
みち

 陂道 バテ 因過熱而疲勞 

きつい 累人;費力 ショッピング 逛街;購物 

最
さい

高
こう

 最好的;最高級 最
もっと

も 最…。 

絞
しぼ

る 鎖定;縮小範圍 次
じ

回
かい

 下回 

楽
たの

しみにする 期待 気
き

をつけて 小心;注意 

楽
たの

しい 高興的;快樂的 みやげ 話
ばなし

 旅遊趣聞 
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課文重點解說 

1．沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

を自
じ

転
てん

車
しゃ

で旅
りょ

行
こう

しようと計
けい

画
かく

しているんですよ。 

2．せっかく沖
おき

縄
なわ

に行っても、走
はし

り抜
ぬ

けるだけじゃもったいな

いと思
おも

っています。 

3．スローペースな旅
たび

をしたほうがいい思
おも

い出
で

になるかなと 

   思
おも

ってるんです。 

4．道
どう

中
ちゅう

は坂
さか

道
みち

も多
おお

いし、暑
あつ

いし…  

5．そんなにハイペースで走
はし

ればすぐにバテててしまい 

   かねないんですよ。 

6．沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

最
さい

南
なん

端
たん

の喜屋武
き ゃ ん

岬
みさき

までに絞
しぼ

ったらどうですか。 

7．考
かんが

えてみます。 

8．後
あと

は次
じ

回
かい

の楽
たの

しみにしましょう。 

9．みやげ話
ばなし

を待
ま

っていてくださいね。 
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          第 52 課 沖
おき

縄
なわ

県
けん

      6236-6245 

会話 2 

徐
じょ

：古
こ

宇
う

利
り

島
じま

の海
うみ

は沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

の海
うみ

とは違
ちが

って、物
もの

凄
すご

く綺
き

麗
れい

だと聞
き

いたんですが、吉
よし

田
だ

さんはご存
ぞん

知
じ

ですか。 

吉
よし

田
だ

：そうですね。ほんとうに格
かく

別
べつ

に綺
き

麗
れい

ですよ。 

      そう、徐
じょ

さん、知
し

ってる？古
こ

宇
う

利
り

島
じま

には沖
おき

縄
なわ

版
ばん

の 

      アダムとイブの伝
でん

説
せつ

があるのだそうですよ。そして、 

      名
な

前
まえ

も『恋
こい

島
しま

』から『くい島
しま

』、そして『古
こ

宇
う

利
り

島
じま

』 

へと変
か

わってきたそうですよ。 

徐
じょ

：へぇ～、面
おも

白
しろ

いですね。実
じつ

は今
こん

度
ど

沖
おき

縄
なわ

の古
こ

宇
う

利
り

島
じま

に海
うみ

を見
み

に行
い

きたいのですが、那
な

覇
は

から行
い

くバスがあり

ますか。 

吉
よし

田
だ

：古宇利
こ う り

島
じま

までは路
ろ

線
せん

バスは通
かよ

っていませんが、 

      古
こ

宇
う

利
り

島
じま

と繋
つな

がっている屋
や

我
が

地
じ

島
しま

までは路
ろ

線
せん

バスが 

      通
かよ

っています。 

      そこからは古
こ

宇
う

利
り

島
じま

へ歩
ある

いていけますよ。 

徐
じょ

：そうですか。それに、せっかく古
こ

宇
う

利
り

島
じま

まで行
い

くの

だから、ついでに美
ちゅ

ら海
うみ

水
すい

族
ぞく

館
かん

にも行
い

こうかなとも 

    思
おも

っているのですが。 
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吉
よし

田
だ

：ぜひお勧
すす

めします。美
ちゅ

ら海
うみ

水
すい

族
ぞく

館
かん

はジンベイ鮫
さめ

で超
ちょう

有
ゆう

名
めい

なところで、沖
おき

縄
なわ

観
かん

光
こう

では絶
ぜっ

対
たい

外
はず

せないですよ。 

      乗
の

り換
か

えが必
ひつ

要
よう

ですが、バスでいけますよ。 

徐
じょ

：バスで行けるなら、うれしいです。 

  個
こ

人
じん

旅
りょ

行
こう

の場
ば

合
あい

は乗
の

り換
か

えはむしろ当
あ

たり前
まえ

だと 

    思
おも

っていますから。 

吉
よし

田
だ

：そうですね。 

徐
じょ

：いろいろ教
おし

えてくれてありがとうございます。吉
よし

田
だ

さ

んのアドバイスを参
さん

考
こう

にして沖
おき

縄
なわ

旅
りょ

行
こう

を楽
たの

しんでき

ます。 
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中譯 

第 52 課 沖縄縣 

 

  徐：聽說「古宇利島」的大海和「沖繩本島」的不一樣的，它超      

級漂亮，吉田小姐, 妳知道嗎？ 

吉田：是啊！真是格外漂亮。對了！徐小姐，妳知道嗎？在「古宇      

利島」有一個沖繩版的亞當和夏娃的傳說，聽說島名先是從      

『こいしま』變成『くいしま』然後再變成『古宇利島（こ      

うりじま）』的耶！ 

  徐：是喔，真有趣啊！其實，我這次就是想到沖繩的「古宇利島」      

去看海，請問從「那霸」可不可以搭巴士去? 

吉田：沒有巴士可以直接到「古宇利島」，但有巴士到與「古宇利      

島」相連的「屋我地島」，從「屋我地島」可以走路到「古

宇利島」哦！ 

  徐：原來如此啊！還有啊，難得到「古宇利島」，我想是不是      

也順便到「美麗海水族館」去看一看。 

吉田：這我強力推薦你一定要去。「美麗海水族館」的鯊魚秀超      

有名氣，是去沖繩觀光絕不能錯過的。雖然必須轉乘才到得

了，但坐巴士就可以了哦。 

  徐：坐巴士就可以到的話，就太開心了！因為我覺得自助旅行換      

車是理所當然的事。 

吉田：說得也是！ 

  徐：謝謝你告訴我這麼多！我會參考妳的建議，好好去沖繩玩一 

      玩。 
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語彙と表現 

 

物
もの

凄
すご

い 不得了的;猛烈的 格
かく

別
べつ

に 分外的，格外的 

伝
でん

説
せつ

 傳說 変
か

わる 變化;改變 

実
じつ

は 事實上;說真的 路
ろ

線
せん

バス 市區巴士 

通
かよ

う 來往;通勤 繋
つな

がる 連接，連繫 

歩
ある

く 走 せっかく 難得 

ついでに 順便 外
はず

す 錯失 

ジンベイ鮫
さめ

 鯊魚 乗
の

り換
か

え 轉乘 

必
ひつ

要
よう

 必要，需要 うれしい 高興，開心 

個
こ

人
じん

旅
りょ

行
こう

 自助旅行 むしろ 寧可…;不如… 

当
あ

たり前
まえ

 理所當然 アドバイス 建議;意見 

参
さん

考
こう

 參考 楽
たの

しむ 享樂;期待 
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課文重點解說 

 

1． 物
もの

凄
すご

く綺
き

麗
れい

だと聞
き

いたんですが、吉
よし

田
だ

さんはご存
ぞん

知
じ

ですか。 

2. 古
こ

宇
う

利
り

島
じま

には沖
おき

縄
なわ

版
ばん

のアダムとイブの伝
でん

説
せつ

のあるのだ 

  そうですよ。 

3．名
な

前
まえ

も『恋
こい

島
しま

』から『くい島
しま

』、そして『古
こ

宇
う

利
り

島
じま

』 へ 

  と変
か

わってきたそうですよ。 

4．実
じつ

は今
こん

度
ど

沖
おき

縄
なわ

の古
こ

宇
う

利
り

島
じま

に海
うみ

を見
み

に行
い

きたいのです。 

5．そこからは古
こ

宇
う

利
り

島
じま

へ歩
ある

いていけますよ。 

6．ついでに美
ちゅ

ら海
うみ

水
すい

族
ぞく

館
かん

にも行
い

こうかなとも思
おも

っているの 

 ですが。 

7．ついでに美
ちゅ

ら海
うみ

水
すい

族
ぞく

館
かん

にも行
い

こうかなとも思
おも

っているの 

 ですが。 

8．沖
おき

縄
なわ

観
かん

光
こう

では絶
ぜっ

対
たい

外
はず

せないですよ。 

9．個
こ

人
じん

旅
りょ

行
こう

の場
ば

合
あい

は乗
の

り換
か

えはむしろ当
あ

たり前
まえ

だと思
おも

って 

 いますから。 

10．アドバイスを参
さん

考
こう

にして沖
おき

縄
なわ

旅
りょ

行
こう

を楽
たの

しんできます。 

 

 



 243 

慣
かん

用
よう

句
く

1  6246～6250  

 

頭
あたま

があがらない →抬不起頭來；挺不起胸脯；比不上人 

      ＊彼
かれ

は妻
つま

には頭
あたま

が上
あ

がらないです。  

頭
あたま

がいっぱい→滿腦子  

      ＊試
し

験
けん

のことで 頭
あたま

がいっぱいです。  

頭
あたま

が下
さ

がる→敬佩；欽佩；佩服；感激  

      ＊彼
かれ

の勇
ゆう

気
き

に 頭
あたま

が下
さ

がります。  

頭
あたま

に来
く

る→氣得發昏；火冒三丈。  

      ＊無
む

実
じつ

なことを言
い

われて頭
あたま

に来
き

ました。  

頭
あたま

を抱
かか

える→苦惱；為難。 

      ＊住
じゅう

宅
たく

ローンの返
へん

済
さい

で頭
あたま

を抱
かか

えています。 

  

 

目
め

が利
き

く→有鑑賞力 

      ＊あの人
ひと

は絵
え

のことには目
め

が利
き

きます。 

目
め

がない→熱衷；著迷 

    ＊甘
あま

い物
もの

には目
め

がないです。 

目
め

が回
まわ

る→頭暈目眩;忙的團團轉 

      ＊年
ねん

末
まつ

になると、目
め

が回
まわ

るほど忙
いそが

しいです。 

目
め

と鼻
はな

の 間
あいだ

→近在咫尺；非常近 

   ＊わたしのうちは、学
がっ

校
こう

から目
め

と鼻
はな

の間
あいだ

です。 

目
め

に余
あま

る→看不下去；無法容忍 

      ＊あの子
こ

のわがままは目
め

に余
あま

ります。 
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鼻
はな

が高
たか

い→得意洋洋﹔驕傲 

 ＊ 妹
いもうと

が東
とう

京
きょう

大
だい

学
がく

に合
ごう

格
かく

したので、僕
ぼく

まで鼻
はな

が高
たか

いです。 

鼻
はな

であしらう→嗤之以鼻﹔冷淡對待 

  ＊彼
かの

女
じょ

は私
わたし

に鼻
はな

であしらいました。 

鼻
はな

に掛
か

ける→自高自大﹔炫耀 

 ＊わたしは自
じ

分
ぶん

のできることを鼻
はな

に掛
か

けるような人
ひと

が 

  嫌
きら

いです。 

鼻
はな

に付
つ

く→討厭﹔厭煩。 

 ＊どんなにおいしい物
もの

でも、毎
まい

日
にち

では鼻
はな

に付
つ

くように 

  なりますよ。 

鼻
はな

を折
お

る→挫其銳氣﹔使出醜 

 ＊彼
かれ

の高
こう

慢
まん

の鼻
はな

を折
お

ってやりたいです。 

 

 

口
くち

がうまい→能言善道；口才好 

 ＊あの人
ひと

はなかなか口
くち

がうまいです。 

口
くち

が重
おも

い→不愛說話；沉默寡言 

 ＊兄
あに

は口
くち

が重
おも

い人
ひと

です。 

口
くち

が堅
かた

い→嘴緊；守口如瓶 

 ＊あの人
ひと

の口
くち

が堅
かた

いから、何
なん

でも相談
そうだん

できます。 

口
くち

が滑
すべ

る→說溜嘴 

 ＊思
おも

わず口
くち

が滑
すべ

って彼
かれ

の秘
ひ

密
みつ

を漏
も

らしてしまいました。 

口
くち

を割
わ

る→招供；招認 

 ＊やっと犯
はん

人
にん

は口
くち

を割
わ

りました。 
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慣
かん

用
よう

句
く

 2  6251～6255 

 

顔
かお

が売
う

れる→出名；有名望 

 ＊あの歌
か

手
しゅ

は顔
かお

が売
う

れていますよ。。 

顔
かお

が利
き

く→有勢力；有面子；吃得開 

  ＊先
せん

輩
ぱい

はこの辺
へん

で顔
かお

が利
き

いています。 

顔
かお

が潰
つぶ

れる→丟臉；有損名譽 

 ＊こんな失
しっ

敗
ぱい

をしてしまって、わたしの顔
かお

が潰
つぶ

れました。 

顔
かお

を出
だ

す→出席；參加 

 ＊徐
じょ

さんはあしたの会
かい

議
ぎ

には顔
かお

を出
だ

すと言
い

っていました。 

顔
かお

が広
ひろ

い→人面廣 

 ＊ 林
はやし

さんは顔
かお

が広
ひろ

いです。 

 

心
こころ

を引
ひ

く→ 吸引人；使人著迷 

 ＊彼
かれ

のユーモアがわたしの心
こころ

を引
ひ

きました。 

心
こころ

を打
う

つ→感動人心；打動人心 

 ＊あの歌
うた

は人
ひと

の心
こころ

を打
う

ちます。 

心
こころ

を鬼
おに

にする→鐵著心腸；狠下心來 

 ＊試
し

合
あい

に勝
か

つために、先
せん

生
せい

は心
こころ

を鬼
おに

にして学
がく

生
せい

たちに   

  厳
きび

しく練
れん

習
しゅう

させた。 

心
こころ

が弾
はず

む→激動；興奮；雀躍 

 ＊旅
りょ

行
こう

のことを思
おも

うと、心
こころ

が弾
はず

んできます。 

心
こころ

を込
こ

める→用心；精心 

 ＊これは 心
こころ

を込
こ

めて編
あ

んだ手
て

袋
ぶくろ

です。 
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足
あし

が出
で

る→透支；露出馬腳  

  ＊先
せん

月
げつ

たくさん買
か

い物
もの

をしたから、足
あし

が出
で

ました。  

足
あし

が棒
ぼう

になる→腿累得僵直；痲痺 

   ＊仕
し

事
ごと

で一
いち

日
にち

中
じゅう

立
た

っていたから、足
あし

が棒
ぼう

になりました。  

足
あし

に任
まか

せる→信步而行  

  ＊天
てん

気
き

がよかったので、野
の

原
はら

を足
あし

に任
まか

せて歩
ある

きました。 

足
あし

を洗
あら

う→洗手不幹；改邪歸正  

  ＊暴
ぼう

力
りょく

団
だん

からはすっかり足
あし

を洗
あら

いました。  

足
あし

を引
ひ

っ張
ぱ

る→扯後腿  

  ＊わたしは彼
かれ

に足
あし

を引
ひ

っ張
ぱ

られてしまいました。  

 

 

手
て

が上
あ

がる→技術進步；酒量變好 

  ＊彼
かれ

は最
さい

近
きん

習
しゅう

字
じ

の手
て

が上
あ

がったようです。 

手
て

が空
あ

く→工作到一段落；空出時間來 

  ＊やっと手
て

が空
あ

いたので、彼
かの

女
じょ

に電
でん

話
わ

をかけました。 

手
て

がかかる→費事；麻煩 

  ＊うちの子
こ

は本
ほん

当
とう

に手
て

がかかりますよ。 

手
て

が足
た

りない→人手不足 

  ＊手
て

が足
た

りないので、子
こ

供
ども

にも手
てつだ

伝わせました。 

手
て

に負
お

えない→應付不了；管教不了 

＊この仕
し

事
ごと

は難
むずか

しすぎてわたしには手
て

におえません。 
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慣
かん

用
よう

句
く

 3  6256～6260 

 

歯
は

が浮
う

く→肉麻       

   ＊歯
は

が浮
う

くようなお世
せ

辞
じ

をやめてください。 

歯
は

が立
た

たない→比不上﹔無法對抗 

   ＊わたしは何
なに

をやっても兄
あに

には歯
は

が立
た

たないんです。

歯
は

が抜
ぬ

けたよう→若有所失﹔空虛 

   ＊パーティが終
お

わったら、会場
かいじょう

は歯
は

が抜
ぬ

けたように 

    静
しず

かになりました。 

歯
は

に衣
きぬ

着
き

せぬ→直言不諱 

   ＊どうぞ歯
は

に衣
きぬ

着
き

せぬコメントをしてくれます。 

歯
は

を食
く

いしばる→咬緊牙關 

   ＊どんなに苦
くる

しくても歯
は

を食
く

いしばって頑
がん

張
ば

ります。 

 

声
こえ

を掛
か

ける→打招呼；邀約 

   ＊買
か

い物
もの

に行
い

くときは、声
こえ

を掛
か

けてください。 

声
こえ

を忍
しの

ばせる→壓低音量 

    ＊眠
ねむ

っていた赤
あか

ちゃんの側
そば

で、みんな声
こえ

を忍
しの

ばせて    

    話
はな

しています。 

声
こえ

を立
た

てる→發出聲音；出聲喊叫 

   ＊静
しず

かにしてください。声
こえ

を立
た

ててはいけません。 

声
こえ

を呑
の

む→哽咽；因感激、驚嚇而說不出話來。 

    ＊びっくりして、思
おも

わず声
こえ

を呑
の

んでしまいました。 
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腰
こし

が抜
ぬ

ける→ 嚇呆了；非常吃驚 

  ＊地
じ

震
しん

で腰
こし

が抜
ぬ

けてしまいました。 

腰
こし

が低
ひく

い→謙遜；平易近人 

  ＊あの人
ひと

は誰
だれ

に対
たい

しても腰
こし

が低
ひく

いです。 

腰
こし

を折
お

る→打斷；中途砠礙。 

    ＊人
ひと

の話
はなし

の腰
こし

を折
お

るようなことをしないでください。 

腰
こし

を据
す

える→專心致力；埋頭於… 

    ＊腰
こし

を据
す

えて文
ぶん

学
がく

の研
けん

究
きゅう

に取
と

り掛
か

かっています。 

 

 

気
き

に入
い

る→喜歡、喜愛。 

  ＊このスカートはとても気
き

に入
い

っています。 

気
き

が弱
よわ

い→膽子小 

  ＊息
むす

子
こ

は体
からだ

が大
おお

きいのに気
き

が弱
よわ

いです。 

気
き

が 短
みじか

い→急性子 

   ＊母
はは

は気
き

が短
みじか

いので、すぐに怒
おこ

ります。 

気
き

を落
お

とす→沮喪；氣餒 

   ＊気
き

を落
お

とさないで頑
がん

張
ば

ってください。 

気
き

になる→介意;擔心;掛念 

＊あしたは息
むす

子
こ

の 入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

なので、気
き

になって眠
ねむ

れません。 
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